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第 5節　古墳時代中期から後期の遺構・遺物

　本節では、古墳時代中期から後期の遺構・遺物について紹介する。古墳時代の時期区分に係る呼称に

ついては、次のとおりとする。古墳中期は、和田編年（和田 1987）の５～８期（須恵器～ TK208）、後

期は９～ 11 期（TK23 ～ TK209）。また、各細別時期についても、和田編年をもとにして記載すること

とする。

  弥生時代中期後半から継続した集落が古墳前期前半期に解体・消滅した後、古墳中期後葉から末葉に

再び形成されはじめる。古墳中期に属する住居は少数に止まり、本格的な展開は後期前葉となるが、建

物構成は 23 次調査 S 区を中心として竪穴住居を主体に極少数の掘立柱建物を伴う形を採る。また、竈

を伴う竪穴住居が一般的であり、中期末葉に位置付けられる SH1037（図 489）はその初源となろう。竈は、

住居の西辺部に敷設されるものが多い傾向にあるが、竈と地床炉が併用される住居や地床炉のみで竈を

もたない住居も存在しており、これらは住居群の中で機能分掌を示す可能性がある。

　注目される遺物として、滑石製臼玉や有孔円盤・勾玉形などの多量の模造品がある。これらは、中期

末葉から後期前葉の住居からも出土しているものの、その多くは後期中葉以降の竪穴住居などの遺構か

ら出土しており、前者の遺構数は見かけ以上の数を想定しておかなければならない。その他の資料と

して、製塩土器がある。製塩土器は、薄手の器壁に小型コップ形の形態をもつ備讃Ⅴ式（大久保 2007）

とされる資料であり、これまで備讃瀬戸地域の島嶼部を除く讃岐側で不明確であった資料である。また、

少数であるが、須恵質に近い焼成や器形から紀淡海峡産の可能性がある資料（図 490-13. 図 564-16）も

みられる。これらは、備讃瀬戸地域の土器製塩の低調な時期の消費地おける製塩土器の搬入の実態を示

すとともに、紀淡海峡からの搬入品が示す技術移転（大久保 2007）とも関係して、重要な資料となる

と考える。

　古墳後期中葉から後葉には、竪穴住居が更に多く営まれている。多くの調査区で検出され基本層序Ⅲ

層とした黒褐色系のシルト層は、大半が本時期の竪穴住居の埋没土に相当するとみられる。従って、先

行する時期の多くの遺構がかなりの削平を受けたとみなければならない。弥生中期後半期の扁平鈕銅鐸

が広範囲に飛散する状況や、先にみた滑石製模造品の混入状況はこれを裏付けるものと考える。遺構の

構成は、一辺が約 7m の方形の竪穴住居と、約 4m の方形住居が 6 ～ 7 棟程でまとまり、掘立柱建物が

1 棟程組み合うことで小単位を構成している。

　こうした集落の居住単位を構成する遺構以外に、本段階からみられるものとして、掘開される大溝群

があり、22 次調査 SD0005（図 250）は、上面幅が 7m を超える大溝である。南東方向から北西方向へ流下、

遅くとも古墳後期後葉には掘開されている。また、SD0005 の北岸には SD4002.3004 が併走する形でみ

られる。SD4002.3004 は SD0005 に規制される形で流路設定が行われており、両者は灌漑水路網を形成

する可能性が高い。古墳後期中葉以降に展開した集落は、大規模な灌漑水路網に象徴される耕地開発を

進める目的があったことが伺える。

　以下、代表的な遺構・遺物を種別・調査区別に順次紹介していきたい。

大久保徹也 2007「塩生産・流通の古墳時代後期的特質について－とくに備讃瀬戸海域の生産再開と畿内における塩調達方式－」  
第 56 回埋蔵文化財研究集会　古墳時代の海人集団を再検討する－「海の生産用具」から 20 年－　　     
埋蔵文化財研究会

和田晴吾 1987「古墳時代の時期区分をめぐって」『考古学研究』第 34 巻第 2 号　考古学研究会
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地区 遺構名 時期 形態 張り出し 規模１(m) 規模２(m) 面積 (㎡ ) 主柱穴 炉 竈 遺物
I 区 SH2001 古墳後期後葉（TK43） 方形 5.5 （4） 有（北）
I 区 SH2003 古墳後期（MT15） 方形 4.2 4 ?
L 区 SH5001 古墳後期中葉（MT15） 方形

L 区 SH5002 古墳中期末～後期前
葉（TK208 ～ 23） 方形 （4）

L 区 SH5004 古墳中期末から後期前
葉（TK208 ～ TK23） 方形 （4）

L 区 SH5006 古墳後期後葉（TK43） 方形 （4） 北
（SX5002）

L 区 SH5007 古墳後期中葉（MT15） 方形 5.5 
L 区 SH5009 古墳後期（MT15） 方形 4 ?
L 区 SH5012 古墳後期前葉（TK23） 長方形 2.0 無
L 区 SH5013 古墳後期中葉（MT15） 方形 （4） 有（北）
L 区 SH5014 古墳後期前葉（TK47） 方形 （4）
M 区 SH6001 古墳後期（TK43） 方形 （4）
M 区 SH6002 古墳中期 方形 ? 有（北）
M 区 SH6003 古墳後期（MT15） 方形 ? 4 有（西）
M 区 SH6011 古墳後期（TK47） 方形 4.8 （4）
M 区 SH6012 古墳後期（TK47） 方形 4

M 区 SH6013 古墳後期（TK43） 方形 （4） 有（北
側 2 基）

M 区 SH6014 古墳後期（TK209） 方形 ? （4） 有（北）
M 区 SH6015 古墳後期（TK43） 方形 6.0 5.5 33.0 4 有（北）
M 区 SH6018 古墳後期（MT15） 方形 4 有 ?（北）
M 区 SH6021 古墳後期（TK43） 方形 5.6 5.8 32.5 4 有（北）
M 区 SH6023 古墳後期（TK10） 長方形 4 有（北）
M 区 SH6024 古墳後期（TK43） 方形 （4）
M 区 SH6025 古墳後期（TK10） 方形 4
M 区 SH6026 古墳後期（TK10） 隅丸方形 （4） 円形
M 区 SH6027 古墳後期（TK10） 方形 5.5 （4） ?

M 区 SH6028 古墳後期（MT15
～ TK10） 方形 ? （4）

M 区 SH6029 古墳後期（TK209） 方形 ? （4）
M 区 SH6030 古墳後期（TK209） 方形 ? （4）
M 区 SH6040 古墳後期（TK10） 方形 ? （4） ガラス玉 1
N 区 SH7002 古墳中期（TK216） 隅丸方形 ? 4.7 滑石臼玉 2 有孔円盤 1
N 区 SH7311 古墳後期（TK43） 方形 ? （4） 有（北）
O 区 SH8001 古墳後期（TK209） 方形 5.2 4 有（北）
O 区 SH8002 古墳後期（TK43） 方形 （4） ?
O 区 SH8207 古墳後期（MT23 ～ 47） 方形 ?
P 区 SH9002 古墳後期（TK43） 長方形 （4） ?
P 区 SH9304 古墳後期（TK47） 方形 ?
Q 区 SH0001 古墳後期（TK209） 方形 5.6 5.4 30.2 4 有（北）

Q 区 SH0008 古墳後期（TK10） 方形 6.0 6.2 37.2 4 ? 管玉 1 ガラス
玉 2 臼玉 1

Q 区 SH0302 古墳後期後葉（TK43） 長方形 6.5 5.8 37.7 （4） 有（北）
Q 区 SH0303 古墳後期後葉（TK43） 方形 5.1 （26.1）（4） ?
Q 区 SH0306 古墳後期中葉（TK10） 方形 ? （4） ?
Q 区 SH0307 古墳後期中葉（MT15） 方形 （4） ?
R 区 SH3001 古墳後期後葉（TK209） 方形 6.2 6.1 37.8 4 有（北）
R 区 SH3003 古墳後期後葉（TK43） 方形 6.0 5.3 31.8 （4） ?
R 区 SH3008 古墳後期 方形 （26.0）（4） ?
R 区 SH3013 古墳後期前葉 方形 （4.0）（4.0） 8.0 4 地床炉
R 区 SH3301 古墳後期（TK43） 長方形 5.7 4.5 25.7 （4） 有（北） 勾玉 1
R 区 SH3303 古墳後期（TK43） 方形 （20.0）（4） 有（西）
R 区 SH3304 古墳後期（TK209） 方形 ? 有（北）
S 区 SH1032 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? 　 ?
S 区 SH1033 古墳中期（TK47） 方形 5.8 4 地床炉 有（西側）
S 区 SH1034 古墳中期（TK73） 方形 5.3 5.1 27.0 4 滑石臼玉 4
S 区 SH1035 古墳後期前葉（TK47） 方形 3.8 （4） 有（西） 滑石製臼玉 4

S 区 SH1037 古墳中期（TK208） 方形 5.0 4.8 24.0 4 有（北） 製塩土器 1  ガラス
玉 1  滑石製臼玉 3

S 区 SH1045 古墳後期中葉（MT15） 方形 ? 4
S 区 SH1050 古墳後期中葉（MT15） 方形 ? （4） 有（北）
S 区 SH1071 古墳後期 方形 ?
S 区 SH1074 古墳後期後葉（TK43） 方形 ? （4）
S 区 SH1079 古墳後期後葉（TK209） 円形 （6.6） （20.7）（4）
S 区 SH1087 古墳中期 ? 長方形 ? （4）
S 区 SH1091 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? 4

表 13　竪穴住居跡一覧 その１
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地区 遺構名 時期 形態 張り出し 規模１(m) 規模２(m) 面積 (㎡ ) 主柱穴 炉 竈 遺物
S 区 SH1092 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? （4）
T 区 SH1009 古墳後期中葉（MT15） 方形 4.0 3.7 14.8 4 有（西側） 滑石臼玉 1
T 区 SH1011 古墳後期後葉（TK209） 長方形 4.9 4.5 22.1 （4） ?
T 区 SH1013 古墳後期中葉（TK10） 方形 （4） ?
T 区 SH1018 古墳後期前葉（TK23） 長方形 3.5 無 有（西）
T 区 SH1020 古墳後期後葉（TK209） 長方形 5.0 4 有（北）
T 区 SH1093 古墳中期 方形 ? （4） 隅丸方形 ?
T 区 SH1094 古墳後期 方形 ? （4）
Ｕ区 SH5001 古墳後期前葉（TK23） 方形 4 ? 滑石製臼玉 1
Ｕ区 SH5005 古墳後期中葉（TK10） 方形 ? （4） ?

Ｕ区 SH5008 古墳後期後葉（TK209） 隅丸長
方形 ? 円形 ? 碧玉製管玉 1

V 区 SH6003 古墳後期後葉（TK43） 方形 （6.7） （44.9） 4 ?
V 区 SH6005 古墳後期前葉（TK23） 方形 25 4 ?
V 区 SH6006 古代（7 世紀後半） 方形 5.3 （4） ?
V 区 SH6007 古墳後期後葉（TK43） 長方形 4.7 4.5 21.2 2 ? ?
V 区 SH6008 古墳後期中葉（TK10） 方形 （4） ?
V 区 SH6009 古墳後期後葉 ? 方形 （4） ?
V 区 SH6010 古墳後期後葉（TK209） 方形 ? （4） 有（北）
V 区 SH6015 古墳後期前葉 ? 方形 ? （4）
V 区 SH6021 古墳中期～後期前葉 方形 ? （4） ?
W 区 SH4001 古墳後期前葉（TK47） 方形 （4） ?
W 区 SH4004 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? 製塩土器 1
W 区 SH4007 古墳後期後葉（TK43） 方形 （4） 有（西側） 製塩土器 1
Z 区 SH7002 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? （4） 有（北側）
Z 区 SH7004 古墳後期後葉（TK209） 方形 5.0 （25.0）（4） ?
Z 区 SH7005 古墳後期前葉（TK47） 方形 4.1 4.0 16.4 （4） 有（西側） 製塩土器 2
Z 区 SH7006 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? （4） ?
Z 区 SH7007 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? （4）
Z 区 SH7008 古墳後期後葉（TK209） 方形 ? （4）
Z 区 SH7009 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? （4）
Z 区 SH7013 古墳後期後葉（TK43） 方形 ? （4）

Ⅰ -2 区 SH2001 古墳後期（TK43） 長方形 7 6.1 42.7 4 有（北）
Ⅰ -2 区 SH2004 古墳後期前葉（TK47） 方形 ? （4）
Ⅰ -2 区 SH2006 古墳後期（TK10） 方形 ? 4 ?
Ⅰ -2 区 SH2007 古墳後期 方形 ?

Ⅰ -2 区 SH2008 古墳後期中
葉（～ TK10） 方形 （4）

Ⅰ -3 区 SH3001 古墳後期（TK47） 方形 5.7 5.7 32.5 4 有（北側） 滑石製臼玉 10 滑石製
管玉 1  勾玉片 1 土玉 1 

Ⅰ -3 区 SH3003 古墳後期前葉（TK47） 方形 （4）
Ⅰ -3 区 SH3004 古墳後期前葉（TK47） 方形 （4） ?
Ⅰ -3 区 SH3005 古墳後期 ? 方形 ?
Ⅰ -3 区 SH3011 古墳後期（MT15） 方形 ?
Ⅰ -3 区 SH3012 古墳後期（TK10） 方形 4.2 （4）
Ⅰ -3 区 SH3013 古墳後期 方形

Ⅰ -3 区 SH3014 古墳後期前
葉（～ TK47） 方形 4.7 （4） 円形

Ⅰ -3 区 SH3015 古墳中期（TK47） 方形 ? （4）

Ⅰ -3 区 SH3016 古墳後期（TK10
～ TK43） 方形 （4） 土玉 1 大型勾玉 1

Ⅰ -4 区 SH4001 古墳後期前葉（TK23） 方形 7.6 7.7 58.5 4 円形 ? 滑石製臼玉 12 勾玉 2
Ⅱ -1 区 SH1003 古墳後期中葉（TK10） 方形 （4）

Ⅱ -1 区 SH1004 古墳後期前葉（TK23） 方形 5 5.2 26.0 4 円形
ガラス玉 1 滑石製
臼玉 9 滑石製管

玉 1 滑石製勾玉 1
Ⅱ -1 区 SH1013 古墳後期前葉（TK10） 方形 （4）
Ⅱ -1 区 SH1014 古墳後期後葉（TK43） 長方形 7.2 5.8 41.8 （4） 北
Ⅱ -1 区 SH1018 古墳後期後葉 ? 方形 ?  
Ⅱ -1 区 SH1020 古墳後期中葉（TK10） 長方形 7.2 6.2 44.6 4 ?
Ⅱ -1 区 SH1021 古墳後期後葉 ? 方形 （4） ?
Ⅱ -1 区 SH1023 古墳後期中葉（MT15） 方形 （4） ?
Ⅱ -1 区 SH1027 古墳後期 ? 方形 ?  4
Ⅱ -1 区 SH1028 古墳後期前葉（TK23） 方形 ?  4
Ⅱ -1 区 SH1029 古墳後期 方形 ?  4
Ⅱ -1 区 SH1030 古墳中期 ? 方形 ? 4
Ⅱ -2 区 SH2003 古墳後期 方形 有（北）
Ⅱ -2 区 SH2004 古墳後期（MT15） 方形 ?
Ⅱ -3 区 SH3001 古墳後期（TK209） 方形 5.7 6 34.2 4 有（北）

表 13　竪穴住居跡一覧 その２
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表 13　竪穴住居跡一覧 その３

地区 遺構名 時期 形態 張り出し 規模１(m) 規模２(m) 面積 (㎡ ) 主柱穴 炉 竈 遺物
Ⅱ -3 区 SH3002 古墳後期（TK209） 方形 4.3 4.4 18.9 4 竈（北側）
Ⅱ -3 区 SH3004 古墳後期前葉（TK10） 方形 4.5 （4）
Ⅱ -3 区 SH3008 古墳後期前葉（TK47） 方形 4 有（北側）
Ⅱ -3 区 SH3009 古墳後期中葉（MT15） 方形 4.6 4.5 20.7 4 有（北側）
Ⅱ -3 区 SH3010 古墳後期前葉（TK47） 方形 （4） ?
Ⅱ -3 区 SH3011 古墳後期中葉（TK10） 方形 6 4 有（北側）
Ⅱ -3 区 SH3012 古墳後期（MT15） 方形 5.7  4 ?
Ⅱ -3 区 SH3013 古墳後期（MT15） 方形 4
Ⅱ -3 区 SH3018 古墳後期 ? 方形

Ⅱ -3 区 SH3019 古墳後期前葉
（TK23 ～ TK47） 方形 4

Ⅱ -4 区 SH4007 古墳後期（TK47） 方形 4.3 4 17.2 4 ?
Ⅱ -4 区 SH4008 古墳後期前葉 方形 4
Ⅱ -4 区 SH4010 古墳後期後葉（TK43） 方形 4?
Ⅱ -4 区 SH4011 古墳後期（TK209） 方形 5.3 （4）
Ⅱ -4 区 SH4022 古墳後期（MT15） 方形 4
Ⅱ -4 区 SH4024 古墳後期前葉（TK47） 方形
Ⅱ -4 区 SH4028 古墳後期中葉（MT15） 方形 （4）
Ⅱ -4 区 SH4031 古墳中期末～後期前葉 方形 ?
Ⅱ -4 区 SH4034 古墳中期末～後期前葉 方形 4
Ⅱ -4 区 SH4035 古墳後期前葉 方形 4
Ⅱ -4 区 SH4037 古墳後期前葉 ? 方形 （4）
Ⅱ -4 区 SH4038 古墳後期（TK10） 方形 （4）
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図 407　I・Q・L 区　平面
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図 408　I 区　SH2001　平・断面・出土遺物
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図 409　I 区　SH2003　平・断面・出土遺物
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焼土

I 区 SH2001（図 408）

　I 区南西部で検出した竪穴住居であり、古墳後期の SH2003 を切り、中世の条里型地割関連の小溝

SD2003 に切られる。住居南半部を攪乱坑によって滅失するが、現況から一辺が約 5.5m の方形住居に

復元できる。主柱穴は現存する 2 基に加えて 4 基と推定する。SD2003 によって削平されていたものの、

住居北部の焼土塊を伴う落ち込み SK2003 を竈燃焼部床面の窪みと捉えて、住居北辺中央部に竈が敷設

されたと想定したい。住居床面中央には、須恵器を中心とした小片の遺物が散乱した状態で検出されて

いる。

　床面から出土した須恵器蓋杯（図 408-15.16）の形態から、本住居は TK43 型式併行期に帰属するも

のと考える。
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図 410　L 区　SH5001　平・断面・出土遺物

I 区 SH2003（図 409）

　I 区南部で検出した竪穴住居である。古墳前期の SH2002 を切り、同後期の SH2001、中世の条里型地

割に伴う SD2003 に切られる。住居東辺を滅失するが、図示した 4 基の主柱穴の配置状況から、一辺が

約 4.2m の方形住居に復元できる。竈の敷設の有無を判断する材料は見られない。10㎝程の壁面の立ち

上がりが残存しており、基本層序Ⅳ層　由来のブロック土を多く含む人為的な埋め戻し土がほぼ全域で

見られ、北西隅の主柱穴 SP2103 の上位には焼土塊が集中して投棄されていた。

L 区 SH5001（図 410）

　L 区南東部で検出した竪穴住居である。直線的に伸びる方形住居の北辺を検出したに過ぎず、大半は

攪乱坑で滅失する。また、検出段階で掘り込み面が存在する基本層序Ⅲ層を大幅に掘り下げており、現

状では貼床土の残存から竪穴住居と推定している。

　貼床土から MT15 型式併行期と見られる須恵器蓋杯（図 410-2.3）が出土しており、古墳時代後期中

葉の所産と推定しておきたい。

L 区 SH5002（図 411）

　L 区南西部で検出した竪穴住居である。帯状に残る遺構面において住居南辺付近を中心に確認した。

検出状況と図示した主柱穴の位置関係から、一辺が約 5.5m の方形住居に復元できる。住居壁面から内

側に幅約 0.5m のベッド状遺構が見られ、内側にも壁溝状の小溝が存在することから、ベッド状遺構の

落ち際に壁材敷設が行われた可能性が高い。また、南西部ではこれらとは別に主柱穴 SP5091 から南の

ベッド状遺構へ伸びる小溝を確認しており、住居内部の間仕切りを示していると考えられる。

　主柱穴は現存 3 基、推定で 4 基に復元できるが、各主柱穴に重複関係が見られることから、最低一回

の建て替えが想定できる。南側の主柱穴の中間には、SX5004 とした焼土・炭化物が集中する箇所があり、

地床炉となる。焼土は塊状ではなく、被熱により床面が斑に硬化している状況であり、焼土の上位に炭

化物が広がる。本遺跡で竈が通有となる直前の様相を示すと考えられる。

　出土遺物には、弥生後期前半期から古墳時代中期の時間幅が見られるが、主柱穴からも土師器片が出

土することから見て、古墳時代の所産であることは確定できる。詳細な時期比定に必要な須恵器の出土

が確認できないため、埋没土中から出土した土師器甕（図 411-2.3）、高杯（図 411-6.7）の特徴から、古

墳中期末葉から後期前葉の所産と推定しておく。
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図 411　L 区　SH5002　平・断面・出土遺物
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図 412　L 区　SH5004　平・断面・出土遺物
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図 413　L 区　SH5006　平・断面・出土遺物
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L 区 SH5004（図 412）

　L 区南部で検出した竪穴住居である。主に住居西半分を確認し、東側は攪乱坑によって滅失する。主

柱穴は現状で 2 基確認しており、壁面との位置関係から、一辺が約 5m の方形住居に復元できる。土層

畦がうまく設定できていないが、現状で壁面の立ち上がりが約 20㎝程確認できる。主柱穴は 4 基と想

定でき、南西隅の SP5171 から南東隅の想定される主柱穴のほぼ中間には楕円形の深さ約 20㎝の小ピッ

トSP5122がある。床面で検出していることと位置関係を根拠として、本住居に伴うものとして抽出した。

南側に位置することも含めて、出入り口に関係する柱穴の可能性も考えられる。

　出土遺物は弥生後期前半期から古墳中期までの時間幅が見られるが、住居形態や床面遺物の土師器杯

（図412-10.11）・鉢（図412-17）の形態から本住居の帰属時期を古墳中期末葉から後期前葉と推定しておく。

L 区 SH5006（図 413）

　L 区南東部で検出した竪穴住居である。SD5001 とした南辺壁溝と南西部の床面が残存する。主柱穴

は現状で SP5033 とした 1 基であり、壁溝との位置関係から 4 基と推定される。方形住居と考えられる

ものの、規模を復元する材料がない。また、材料不足は否めないが、位置関係から SX5002 とした北側

の落ち込みを竈煙道部として本住居に含めて考えた。

　時期決定に有効な出土遺物は少ないが、南東部の床面上から出土した土師器甕（図 413-1）は、長胴

化が進む形態をもち、外面の調整はナデを中心としたものであることから、本住居は古墳後期後葉の

TK43 型式併行期を前後する時期に帰属するものと推定しておきたい。
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図 414　L 区　SH5007　平・断面・出土遺物
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L 区 SH5007（図 414）

　L 区南東部で検出した竪穴住居である。南西部の壁面の立ち上がりを辛うじて確認し、調査区東壁面

において住居南北の規模を確定したもので、一辺が約 5.5m の方形住居と推定される。主柱穴や竈敷設

の有無などは調査区外となるため、復元材料はない。

　埋没土より出土した須恵器蓋杯（図 414-1）甕（図 414-2）からみて、本住居は古墳後期中葉の MT15

型式併行期に帰属するものと考える。

L 区 SH5009（図 415・416）

　L 区北東部で検出した竪穴住居である。古墳後期の Q 区 SH0004 に切られる。住居北西部で壁溝を検

出したが、大部分を攪乱坑で滅失する。壁溝と柱穴配置から 4 基の主柱穴を復元し、それぞれの位置関

係から約 6.3 × 5.5m の方形住居と推定する。竈等の付属施設は確認していない。住居壁面の立ち上が
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図 415　L 区　SH5009，Q 区　SH0004　平・断面
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図 416　L 区　SH5009，Q 区　SH0004　出土遺物

りは残存しておらず、壁溝と貼床土が辛うじて確認できた。

　主柱穴及び貼床土からの出土遺物（図 416-1 ～ 18）の様相から、古墳後期の MT15 型式併行期の所

産と推定しておきたい。

L 区 SH5012（図 417）

　L 区北東部で検出した竪穴住居である。本住居周辺は竪穴住居が密集しており、本来的には切り合い

関係が存在すると考えられるが、SH5011 で述べたようにその把握ができていない。住居南辺と西及び

東辺を検出しているが、北半部については攪乱坑で滅失する。主柱穴を確認しておらず、規模的な点か

ら竪穴住居としての根拠に乏しいが、垂直に立ち上がる壁面をもち、内部に貼床土と見られる土層が確

認できることから、無柱の小形長方形住居として報告する。出土遺物は少量であるが、須恵器蓋杯（図

417-1）や土師器高杯（図 417-3.4）の特徴から、古墳後葉前葉の帰属時期を想定しておきたい。

L 区 SH5013（図 418）

　L 区北東部で検出した竪穴住居である。現地調査において貼床土の広がりを確認し、報告書作成段階

で主柱穴を確定している。住居北東部が調査区外となるが、壁面見られる北側壁溝と 4 基と想定された
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図 417　L 区　SH5012　平・断面・出土遺物
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主柱穴の位置関係から、一辺が約 6.5m の方形住居に復元したが、資料不足は否めない。北側の主柱穴

の中央部には SK5012 が存在し、位置関係から見て竈前庭部を示すものと解釈し、北竈を想定しておく。

　住居の外郭線の確認ができていないため、出土遺物にも混乱が予想されるが、須恵器蓋杯（図 418-2）

の特徴から、本住居は古墳後期前葉の所産と捉えておく。

L 区 SH5014（図 419）

　L 区北東部で検出した竪穴住居である。住居北東隅部を古墳後期の SH5011 に切られ、南半部を攪乱

坑によって滅失し、住居北辺と床面の一部を残すのみとなっている。主柱穴は、残存する 2 基に加えて

南側の攪乱坑に 2 基想定する。壁面の立ち上がりは 10㎝程の残存が見られ、断面において壁溝を確認

しているが平面調査はできていない。壁面高と土層の状況から、埋没土の大半は貼床土と考えられる。

　北側の壁際において燃焼部のみ残存する竈を確認した。調査ミスにより、東側袖部を掘り下げてし

まっているが、確認が採れた西側袖部は置土によって成形されおり、検出状態で袖部幅は 10㎝を測るが、

あまりにも細身であり本来の形状を捉え切れてない可能性が高い。袖部内側壁面と床面は被熱により硬

化しており、床面の方が顕著である。奥壁よりの燃焼部中央には支脚と見られる砂岩礫が据えられてお

り、その周辺に土師器甕胴部片が散乱していた。貼床土や主柱穴出土遺物には TK23 から TK47 型式併

行期と見られる須恵器・土師器等が存在するが、主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 419-8）の形態から、本

住居は TK47 型式併行期に帰属するものと考える。

M 区 SH6001（図 421）

　M 区南東部で検出した竪穴住居である。攪乱により部分的に残された遺構面で住居北西隅部を検出

しており、SH6002 に切り込む。壁の立ち上がりに沿って幅約 0.6m のベッド状遺構が巡り、その隅部

に主柱穴 SP6006 が存在する。4 基の主柱穴をもつ方形住居と見られるが、規模を推定する材料は見ら
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図 418　L 区　SH5013　平・断面・出土遺物
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2

2
1 3

4

23.7
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1
14

2
3

23.7
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強
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被
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面

弱
い
被
熱
面
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23
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強
い
被
熱
面

弱
い
被
熱
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23.8
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支
脚

１ 茶褐色粘質土（黄色粒わずか）
２ 淡黄灰色混細砂粘質土（茶褐色粒・炭化物を含む）
３ 濁黄色シルト

１ 茶褐色粘質土
２ 淡茶褐色混細砂粘質土
３ 濁黄灰色混細砂粘質土（茶褐色粒を含む）
４ 濁黄灰色混細砂粘質土 

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
を
少
し
含
む
）

２
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
小
塊
多
く
含
む
）

３
 

濁
黄
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
（
茶
褐
色
粒
多
く
含
む
）

４
 

濁
黄
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
（
茶
褐
色
粒
少
し
含
む
）

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
極
少
量
含
む
）

２
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
多
量
に
含
む
）

３
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
多
量
に
含
む
）

４
 

濁
黄
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
（
部
分
的
に
上
面
が
強
く
被
熱
）

５
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
少
量
含
む
）

６
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
少
量
含
む
）

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
極
少
量
含
む
）

２
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
多
量
に
含
む
）

３
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
少
量
含
む
）

４
 

濁
黄
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
（
部
分
的
に
上
面
が
強
く
被
熱
）

５
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
粒
少
量
含
む
）

６
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
少
量
含
む
）

1

2

3

4

5

床面･竈
6

赤色顔料

7

8

9

10

11

3･4：焼土中
8･9：SP5251
10･11：SP5311

0 2ｍ

（1/60）

y=25250

5311 5251

x=135876

b

b’

aa’

d

d’

c

c’

0 10cm

土器（1/4）

図 419　L 区　SH5014　平・断面・出土遺物

れない。西側及び北側の床面からやや浮いた位置で焼土が集中する数箇所確認できたが、竈の存在を特

定するには至らない。

　出土遺物の中でも須恵器蓋杯（図 421-3）の形態から、古墳後期の TK43 型式併行期に帰属するもの

と考えられる。
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図 420　L・M・O・P 区　平面
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図 421　M 区　SH6001　平・断面・出土遺物

M 区 SH6002（図 422）

　M 区南東部で検出した竪穴住居であり、SH6001 に切られる。住居北辺の一部と北西隅部を検出して

おり、壁面の立ち上がりは約 0.2m を測る。検出範囲で主柱穴や全体の規模を示す材料は見られないが、

住居北辺の壁際において焼土が集中する箇所が検出された。焼土集中部上位は SH6001 によって削平さ

れており、袖部等の確認はできなかったが、竈燃焼部の床面を示す可能性が高い。

　出土遺物には、弥生後期から古墳中期まで時間幅が認められる。本住居に伴うと考えられるのは、外

面にカキ目を施す須恵器高杯脚（図 422-1）、外面に縄蓆タタキをもつ須恵器甕（図 422-2）、土師器高杯

脚（図 422-3）である。須恵器高杯（図 422-1）の年代的な位置づけに課題が残るが、縄蓆タタキをもつ

須恵器甕から、古墳中期の TK216 型式併行期を前後する所産と推定しておきたい。

M 区 SH6003（図 423）

　M 区南部で検出した竪穴住居である。攪乱によって東西に帯状に残る遺構面で覆土の存在を確認し

たが、住居外周ラインの確認はできなかった。重複関係は弥生後期の SH6004.6006、弥生中期後半期の
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図 422　M 区　SH6002　平・断面・出土遺物
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SB6002 を切り込む。主柱穴は図示した 4 基が該当するものと見られ、その西側には SX6003 とした焼

土面が存在している。焼土面 SX6003 は約 0.5m 四方の範囲に確認されており、主柱穴の位置関係や動

物遺存体と見られる微細骨片が検出されていることを考慮すると、竈燃焼部の床面の痕跡と考えられる。

　主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 423-1）の形態から、本住居は古墳後期前葉に帰属するものと捉えておく。

M 区 SH6011（図 424）

　M 区南西部で検出した竪穴住居であり、弥生中期後半の SB6004 を切り込む。住居北半分が攪乱坑で

滅失するが、現状から 4 基の主柱穴をもつ一辺が約 4.8m の方形住居と考えられる。平面を確認した段

階で住居壁面の立ち上がりはほぼ消滅しており、壁溝と貼床土の調査に終始している。床面には数箇所

の焼土面が見られたが、検出範囲内で竈は確認できていない。また、床面東部では須恵器片、動物遺存

体の他に、弥生期の混入品と見られる銅鏃が出土している。

　出土遺物には、古代 7 世紀に下る資料（図 424-4）が少数見られるが、主柱穴出土遺物との対比から、

本住居は古墳後期前葉に帰属するものと判断できる。

M 区 SH6012（図 425）

　M 区北西部で検出した竪穴住居である。本住居をはじめとして、M 区北部で検出した古墳中期末葉

から後期の住居は、切り合い関係が激しく、基本層序Ⅲ層上面での遺構検出が不可能であった。そこで

Ⅲ層を掘り下げながら遺構検出を試みたものの、殆どの住居において平面形及び切り合い関係を確認し

たのは、基盤層となるⅣ層の上面においてであり、正確な形状把握や出土遺物の取り上げが十分に行え

ていない。住居南西部付近の壁溝から推測して、図示した 4 基の主柱穴が伴うと考えられる。壁面の立

ち上がりは見られず、確実に本住居に伴う埋没土は貼床土のみとなる。また、検出範囲で竈は確認して

いない。

　出土遺物に若干時期が下るものが見られるが、主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 425-13.14）との対比から、

本住居は古墳後期前葉に帰属するものと考える。
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図 423　M 区　SH6003　平・断面・出土遺物
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M 区 SH6013（図 426・427）

　M 区北西部で検出した竪穴住居である。SH6027 を切り込むが SH6015 との遺構の切り合いによる前

後関係は明確にできない。辛うじて確認した住居北東部の壁面から推測して、方形住居と考えられるが

詳細な規模は不明である。図示した主柱穴と壁面との位置関係から、4 基の主柱穴をもつ方形住居とし

て復元する。また、推定される住居北辺の 2 箇所において焼土の集中を確認し、SF6001.6009 と符合を

与えている。主柱穴や壁面との位置関係から、本住居に伴う竈の痕跡と考えたい。いずれも燃焼部床、

或いは崩壊した構築材の可能性が高い。

　出土遺物は、弥生土器を除いて、古墳中期から後期の時間幅が見られるが、周辺遺構との前後関係を

考慮すると、竈（SF6001）出土の須恵器蓋杯（図 426-1. 図 427-43）が本住居の年代を示す資料と考えたい。

須恵器蓋杯（図 426-1. 図 427-43）の形態から、本住居は古墳後期の TK43 型式併行期の所産と捉えてお

く。また、覆土及び貼床土から臼玉を中心とした滑石製品（図 427-44 ～ 80）が出土しているが、時期

的に見て本住居に伴うものではなく、二次的な混入品と判断する。
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図 424　M 区　SH6011　平・断面・出土遺物

M 区 SH6014（図 428・429）

　M 区北西部で検出した竪穴住居であり、SH6015 を切り込む。SH6012 と重複する位置にあるが、遺

構による前後関係はわからない。住居北東隅から東辺にかけての壁面を検出しており、図示した 4 基の

主柱穴が伴うと考えられ、一辺が約 5m の方形住居に復元できる。また、北東隅部からやや西寄りの箇
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図 425　M 区　SH6012　平・断面・出土遺物

所で SF6004 とした焼土の集中が確認されており、位置的にみて竈の存在を示唆するものと考えられる。

SF6004 は、焼土が上下 2 層に分かれて検出されており、崩壊した竈構築材と燃焼部床面の硬化層にそ

れぞれ対応すると考える。

　出土遺物には一定程度の時間幅が見られるが、主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 429-3）の形態から、本

住居は TK209 併行期に帰属すると考えておく。なお、埋没土中から出土している滑石製品（図 429-6

～ 10）は、時期的にみて混入品と見做せる。
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図 426　M 区　SH6013　平・断面・出土遺物（1）

M 区 SH6015（図 430・431）

　M 区北西部で検出した竪穴住居であり、SH6014 に切られる。また、SH6013 と重複する関係にあるが、

遺構による前後関係を把握せぬまま掘り下げてしまっており、本来 SH6013 に帰属するべき遺物が相当
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図 429　M 区　SH6014　出土遺物（2）

量混入していると考えられる。住居南辺と東辺の一部が確認できていないが、現状から約 6 × 5.5m の

4 基の主柱穴をもつ方形住居に復元しておきたい。住居北辺中央には SF6003 とした焼土・炭化物が集

中する箇所があり、竈と考えられる。焼土は、燃焼部や袖部等の位置を推定できるようなものではなく、

住居廃絶時に破壊された状態で約 1m 四方の範囲に集中して検出された。

　覆土及び床面出土遺物にはかなりの時間幅が見られるが、主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 430-1.2）の

年代観から、本住居は古墳後期の TK43 型式併行期に帰属するものと考える。また、覆土及び床面、貼

床土内から臼玉を中心とした滑石製品（図 431-34 ～ 120）が多量に出土しているが、時期的に考えて全

て混入品と考えられる。

M 区 SH6018（図 432）

　M 区北東部で検出した竪穴住居である。SH6015 の下層において屈曲する壁溝を確認し、報告書作成

段階で主柱穴を推定したものである。覆土はほぼ失われており、北西部を中心に貼床土が一部残存して

いた。壁溝の延長上に焼土集中箇所である SF6002 が存在しており、主柱穴から見て北側にあることな

どから竈として採り上げたが、煙道部と推定される部分にまで溝状の形態を保ったまま伸び、復元に否

定的な材料も存在するなど、資料不足は否めない。

　貼床土から古墳後期前葉から中葉の須恵器片が出土しているが、主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 432-1）

形態や、上位の SH6015 との層位関係を考慮し、本住居は MT15 型式併行期の所産と推定しておきたい。

M 区 SH6021（図 433・434）

　M 区東部で検出した竪穴住居であり、古墳後期の SH6023.6025.6027 を切り込む。古墳後期の竪穴住

居の密集する部分ではあったが、Ⅲ層掘り下げ途中に平面プランを確認することが可能であった住居

である。現状から復元すると 5.6 × 5.8m の方形住居であり、北東隅の SP6234 が浅いものの 4 基の主柱

穴をもつと考えられる。主柱穴北側には、SF6007 とした焼土集中が見られ、竈の存在を示している。

SF6007 は約 0.4m 四方の範囲に焼土の広がりが確認したもので、竈構造材の一部が崩壊したものか燃

焼部床の被熱部分を示すものと考えられる。現状から竈構造を復元できる材料はない。埋没土は黒褐色

粘土を主体したブロック土から成り、廃絶時の埋め戻しを想定できる。また臼玉を中心とした滑石製臼

玉（図 433-2 ～ 49）が多く出土しているが、時期的に考えて混入品と判断できる。

　出土遺物の内、須恵器蓋杯には型式差がみられるが、検出面や周辺遺構との先後関係を考慮すると、
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年代的に下る蓋杯（図 434-4.5.9.10）の形態から、本住居は古墳後期の TK43 型式併行期に帰属するも

のと考えておく。

M 区 SH6023（図 435）

　M 区北東部で検出した竪穴住居であり、SH6021.6025 に切られる。住居東辺と南辺が未検出となるが、

図示した 4 基の主柱穴をもつ 4.5 × 5m 程度の長方形住居と考えられる。また、北辺の壁際で焼土が集

中する箇所があり SF6008 と符合を与え竈と考える。竈（SF6008）は小規模な範囲に焼土が集中した状

態で検出しており、竈の構造を復元する手懸りはない。
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図 436　M 区　SH6024　平・断面・出土遺物

　住居南西部の埋め戻し土を中心として双孔円盤（図 435-6）や臼玉（図 435-7 ～ 19）滑石製品が出土

しているが、後述する本住居の帰属時期からみて、周辺の他の住居と同じく混入品の可能性が高い。北

西隅の主柱穴 SP6264 から出土した須恵器蓋杯（図 435-1）の形態から、本住居は古墳後期中葉の TK10

型式併行期に帰属するものと考えておきたい。

M 区 SH6024（図 436）

　M 区東部で検出した竪穴住居である。住居南西隅部と見られる壁面を手懸りにして主柱穴を想定し

たもので、大半は攪乱坑で滅失する。現存する 2 基の主柱穴と南西隅の壁面との位置関係から、一辺が
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図 438　M 区　SH6025　出土遺物（2）

約 6m の方形住居に復元できる。

　覆土からの遺物は少量であるが、弥生土器、古式土師器に混じって古墳中・後期の土師器片が見られる。

時期決定に有効な須恵器が見られないが、土師器高杯（図 436-6）甕（図 436-2）の口縁形態から、本住

居は概ね古墳後期の TK43 型式併行期と考えておきたい。　

M 区 SH6025（図 437・438）

　M 区北東部で検出した竪穴住居である。SH6023 を切り、SH6021 に切られる。住居西辺の壁面の一

部と図示した 4 基の主柱穴を中心とした床面を確認している。主柱穴と壁面との位置関係から一辺が約

5m の方形住居と推定できる。また、北部に焼土が集中する箇所が見られ、位置的に見て竈の残欠の可

能性が高い。また、埋没土から臼玉を中心とした滑石製臼玉（図 437-20 ～ 40）が出土しているが混入

品と考えられる。

　出土遺物や周囲の住居との前後関係より、本住居は古墳後期前葉の所産と考えておきたい。図 438-4

は結晶片岩製の柱状片刃石斧であり、弥生中期以前の混入品である。

M 区 SH6026（図 439）

　M 区北東部で検出した竪穴住居である。古墳後期前葉から中葉の SH6015.6023.6025 に切られる。基

本層序Ⅳ層上面において住居東辺から南辺と見られる壁溝を検出し、主柱穴を復元したものである。貼

床土などの埋土は残存しない。主柱穴と壁溝との位置関係からみて、一辺が約 6m の隅丸方形住居と推

定できる。また、床面中央のやや北寄りの部分に K-1 とした炭化物を含む円形土坑があり、本住居に伴

う炉跡と考える。検出位置がやや北へ偏ることや、時期的に竈の敷設が予想されることなどから、竈前

庭部にみられる落ち込みに相当する可能性もある。

　時期的に古相を示す遺物が多く見られるが、主柱穴出土遺物の内、須恵器蓋杯（図 439-14）の形態か

ら、本住居は古墳後期の TK10 型式併行期の所産と推定しておきたい。K1 より出土し備讃Ⅳ式新段階
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図 441　M 区　SH6027　出土遺物（2）

に比定される製塩土器脚台（図 439-12.13）は、混入品と考えられる。

M 区 SH6027（図 440・441）

　M 区東部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH6013.6021 に切られる。住居北辺と西辺の壁面

及び床面を検出し、南半分は攪乱坑で滅失する。主柱穴を現存する 2 基に加えて 4 基と推定した場合、

一辺が 5.5m 程の方形住居に復元することができる。また、主柱穴 SP6306 と 6298 との間には、壁溝状

の小溝が検出されたことから、ベッド状遺構が敷設されていた可能性が高い。

　出土遺物には、上層からの混入品（図 440-4.5.10）が存在するが、周辺遺構との先後関係などからみて、

本住居は古墳後期の TK10 型式併行期に帰属すると考えられる。また、覆土中から出土した臼玉を中心

とした滑石製品（図 441-5 ～ 23）は、先行遺構からの混入品であろう。

M 区 SH6028（図 442）

　M 区東部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH6021.6027 に切られる。また、位置的に重複す

る SH6029 との前後関係は定かではない。住居壁面は未検出であり、覆土の部分的な残存と主柱穴配置

から、一辺が約 5.5m の方形住居と推定する。床面には焼土と炭化物がそれぞれ集中する範囲が 2 か所

存在し、南西側の焼土集中部分には SF6005 の符合を与えている。この焼土面が本住居に伴うものとし

た場合、竈と考えるには検出位置から無理があり、地床炉と解釈する方が妥当である。また、床面南西

部で弥生後期前半期の遺物がまとまって出土しているが、時期的に見て本住居に伴うものではなく、混

入品と見做せる。

　時期決定可能な出土遺物に乏しいが、土師器高杯（図 442-12 ～ 14）甕（図 442-10）の存在や、周辺

遺構との先後関係からみて、本住居は古墳後期前葉に属するものと考えておく。

M 区 SH6029（図 443）

　M 区東部で検出した竪穴住居である。現地調査で埋没土の存在を確認していたが、壁面プランの把

握は行えておらず、報告書作成段階で主柱穴を推定しており、平面形態や規模など不明瞭な点が多い。
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図 443　M 区　SH6029　平・断面・出土遺物

南側の攪乱坑内にもう 2 基主柱穴を想定した場合、一辺が約 4.5m の方形住居となる。

　出土遺物には弥生土器が多く含まれるが、主柱穴出土の須恵器甕（図 443-7）や床面出土の回転ヘラ

削りの範囲が狭い須恵器蓋杯（図 443-8）から、古墳後期の TK209 型式併行期の所産と推定しておきたい。

M 区 SH6030（図 444）

　M 区東部で検出した竪穴住居であり、古墳後期の SH1028 を切り込む。帯状に残る遺構面の南東隅部

において、住居北西部の壁溝と若干の床面の残存を確認した。位置や深度からみて、SP6199 は主柱穴

と考えられるが、規模などの全体形状を推定する材料はない。

　出土遺物の内、床面出土の須恵器蓋杯（図 444-1）や主柱穴 SP6199 出土の須恵器蓋杯（図 444-15）から、

本住居は古墳後期の TK209 型式併行期の所産と考えておきたい。
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図 445　M 区　SH6040　平・断面・出土遺物

M 区 SH6040（図 445）

　M 区北西部で検出した竪穴住居である。弥生後期の SH8005 を切り込み、古墳後期の SH6014 に切ら

れる。壁溝や壁面を検出していないが、柱穴配置から 4 基の主柱穴をもつ竪穴住居として復元した。

　SH6014 の下位で検出していることや、主柱穴出土の須恵器蓋杯（図 445-1 ～ 3）などから、　古墳後

期の TK10 型式併行期の所産と考える。

N 区 SH7002（図 446）

　N 区南端部で検出した竪穴住居である。位置的に見て、本住居南側に存在する古墳時代後期の W 区

SH4007 に切られる。住居内部の大半を攪乱坑によって失うが、壁溝の状況から見て、一辺が約 4.7m

の隅丸方形住居と考えられる。主柱穴や竈の有無については判断できる材料に乏しい。住居北西となる

N 区側では、壁面が約 20㎝残存しており、壁溝が 2 条見られる。検出レベルから判断して、両方とも

本住居に帰属するものであり、建替え等の痕跡と考える。　

　出土遺物の中で、須恵器蓋杯（図 446-1）や土師器甕（図 446-5）の形態から、本住居は古墳中期の

TK216 型式併行期の所産と考えておく。

N 区 SH7311（図 447）

　N 区南端部で検出した竪穴住居である。壁溝及び壁面を失っており、報告書作成段階で柱穴配置等か

ら復元した。北西隅の主柱穴 SP7347 が弥生後期前半期の SH5011 を切り込むことや、柱穴の出土遺物
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から見て SH7002 を切る可能性が高いことから、本遺構周辺で重複する竪穴住居群の中で最も後出する

可能性が高い。溝状の落ち込みである SX7301 は、焼土・炭化物を若干含むことから、竈の前庭部の落

ち込みと解釈し、本住居に含めて提示する。

　遺物は主柱穴出土資料のみとなるが、須恵器蓋杯（図 447-2）の形態から、古墳後期の TK43 型式併

行期の所産と推定しておきたい。

O 区 SH8001（図 448・449）

　O 区西部で確認した竪穴住居である。古墳後期の SH8002、弥生後期後半の SH8007、弥生中期後半

の SH8008.SB8001 を切る。西部を攪乱坑によって滅失するが、図示した 4 基の主柱穴をもった一辺が
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図 447　N 区　SH7311　平・断面・出土遺物

約 5m の方形住居と考えられ、住居北辺部のほぼ中央に竈を敷設している。竈は、燃焼部から煙道部に

かけて残存しており、明確な奥壁を介さず接続している。また、燃焼部と煙道部境には焼土塊が集中

して見られ、天井部など竈上部を構成する部材片と考えられる。また、焼土塊中から、土師器甕（図

448-1 ～ 3）が出土しているが、数個体に分かれ残存率も高くないため、住居廃絶時に竈を放棄する際、

廃棄した資料と考えられる。SK8005 は、燃焼部床面の窪みと考えられるが、袖部については、置土と

住居の埋め戻し土の違いに気付かず掘り下げてしまっており、明確にはできない。

　床面から出土した須恵器の内、無蓋高杯の小片（図 449-16）は年代が下る可能性があるが、残存率の

高い蓋杯（図 449-12.13）を重視し、本住居は古墳後期の TK209 型式併行期の所産と考える。図 448-11

はガラス小玉であるが、弥生時代等の時期的に先行する遺構からの混入品の可能性が高い。図 448-9.10

は滑石製臼玉。図 448-12 は翡翠又は蛇紋岩製の石片であり、法量からみて勾玉の破片である可能性が

高い。
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O 区 SH8002（図 450）

　O 区南西部で検出した竪穴住居であり、弥生中期後半期の SD8001 を切り、古墳後期の SH8001 に切

られる。南東隅部の壁溝のみ残存しているが、図示した主柱穴との位置関係から、一辺が 5m 程度の方

形住居と考えられる。竈等の敷設の有無は確認できない。床面からの出土遺物に鉄滓が認められるが、

鍛冶関連の遺構は見られず、埋め戻しに伴う投棄と考えられる。

　床面出土の須恵器蓋杯（図 450-2 ～ 4）の特徴からみて、本住居は TK43 型式併行期の所産と考える。
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O 区 SH8207（図 451・452）

　O 区北東部で検出した竪穴住居である。弥生後期前半期の SH8203 の上面において、貼床土と主柱穴

を確認しているが、住居の輪郭は攪乱によって失われており、明確にはできない。図示する 4 基の主

柱穴から推測して、一辺が約 5m の方形住居が想定される。北西部の床面から滑石製臼玉（図 452-2 ～

11）がややまとまって出土している。

　出土遺物は、古墳後期前葉から 7 世紀前半まで下る資料が見られるなど、かなりの時間幅を示すもの

となっている。時期決定については、北西隅の主柱穴 SP8216 で柱材抜き取り時に投棄された半完形の

土師器直口壷（図 452-1）が良好な資料と考えられよう。土師器直口壷（図 452-1）の形態から、本住居

の年代を古墳後期前葉頃と想定しておきたい。
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図 456　Q・R・S・T 区　平面　
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弱い被熱
強い被熱

１ 茶褐色混細砂粘質土（焼土粒をわずかに含む）　SH0001 埋土
２ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒少し）SH0001 の貼床層
３ 濁茶黄色混細砂粘質土（黄色粒多い）４よりシルト質
４ 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒塊少し）土器多い　SH0001 下の SKか
５ 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒多い）土器多い　SH0001 下の SKか
６ 淡茶褐色混細砂粘質土（黄色小塊少し）SH0001 より下（古い）
７ 濁黄色粘土（茶褐色粒少し）SH0001 より下（古い）

１ 茶褐色混細砂粘質土（焼土粒をわずかに含む）　SH0001埋土
２ 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒多い　焼土粒ごく少し　SH0001壁溝埋土
３ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒少し）SH0001の貼床層
４ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒多い）　SH0001貼床層
５ 濁黄色混細砂粘質土　SH0001貼床層

１
 

濁
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
わ
ず
か
）

２
 

濁
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
多
い
）

３
 

濁
黄
色
混
細
砂
粘
質
土
（
茶
褐
色
粒
少
し
）

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
多
い
）

２
 

褐
黄
色
混
細
砂
粘
質
土

１
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
塊
）

２
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土（

炭
粒
を
少
し
含
む
）

３
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

４
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
上
面
が
被
熱
で
強
く
   
 

赤
変
す
る
）

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
小
塊
含
む
）

２
 

濁
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
小
塊
多
い
）

３
 

濁
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
小
塊
・
焼
   

土
粒
多
い
）

４
 

濁
黄
色
混
細
砂
粘
質
土
（
シ
ル
ト
質
）

５
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
小
塊
多
い
）

６
 

濁
黄
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

７
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
を
少
し
含
む
）

※
５
～
７
は
焼
土
の
下
の
層
　
SH

00
01

床
面
形
成
層

８ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒少し）
９ 暗茶褐色混細砂粘質土（黄色粒・焼土粒を少し）
10 茶褐色混細砂粘質土（焼土粒・焼土粒を少し）
11 濁橙褐色粘質土（焼土塊多い）
12 濁茶褐色混細砂粘質土（焼土粒・黄色粒少し）
13 濁灰黄色混細砂粘質土（黄色小塊多い）
　

１
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

２
 

淡
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
少
し
）

３
 

濁
黄
色
混
細
砂
粘
質
土

SH0001 内焼土
１ 強い被熱を受けて白褐色を呈する（焼け締

まる）
２ 弱い被熱を受けて赤橙色～暗赤褐色を呈す

る（①よりかなり柔らかい）
３ さらに弱い被熱を受けて暗赤褐色～濁茶褐

色を呈する（柔らかい）

１ 濁褐色混細砂粘質土（黄色粒・焼土粒・炭を含む）
２ 暗橙褐色混細砂粘質土（焼土粒多い　被熱を受ける）

天井の崩落層
３ 茶褐色混細砂粘質土（焼土粒・炭を少し）
４ 淡茶褐色混細砂粘質土（黄色粒多い、焼土粒を少し）
５ 淡茶褐色混細砂粘質土（焼土粒・炭少し）
６ 茶褐色混細砂粘質土（焼土粒わずか）
７ 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒わずか）
８ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒多い）

６ 濁茶黄色混細砂粘質土（黄色粒多い）４よりシルト質
７ 茶褐色混細砂粘質土（１より焼土粒多い）集中する
８ 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒多め）SH0001より下（古い）

1：SP0051
2･3：SP0054

1 2

3

b

b’
0055

0050

e
e’

x=135892

0054
0051

焼土

3
21

y=25248

a
a’

d
d’

c
c’

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

図 457　Q 区　SH0001　平・断面・出土遺物（1）
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0 5cm

石器（1/2）

図 458　Q 区　SH0001　出土遺物（2）

P 区 SH9002（図 453・454）

　P 区北部で検出した竪穴住居である。住居北東部で古墳時代前期の SH9006 を切り込む。住居中央か

ら西側の床面及び壁面が攪乱坑によって滅失するが、図示した主柱穴の配置から 6.2 × 5.3m の長方形

住居と推定できる。現状では竈等の敷設を確認できる材料は見られない。壁面は、良好な箇所で約 0.2m

残存しているが、住居東部の e ラインの土層では、竈の存在を暗示する焼土塊の集中などが確認できる

ため、上位に別の住居が存在する可能性が示唆される。

　床面出土須恵器蓋杯（図 454-16 ～ 18.21）に時間幅がみられる点も、調査時における不備を示してい

ると考えられる。時期決定については、年代的に最も下る須恵器蓋杯（図 454-18）を重視し、古墳後期

の TK43 型式併行期の所産と推定しておきたい。

P 区 SH9304（図 455）

　P 区南西部と O 区に跨って検出した竪穴住居である。報告書作成段階で主柱穴を推定して復元した

ため、周辺住居との切り合い関係は明確ではない。主柱穴は 4 基と推定され、一辺が 4.5m 程の方形住

居と考えられる。出土遺物は、主柱穴出土資料に限られ、図 455 に示す須恵器・弥生土器がある。

　時期決定に必ずしも良好な資料とは言えないが、須恵器高杯（図 455-3）の年代観から、本住居は、

古墳後期前葉の TK47 型式併行期の所産と捉えておきたい。
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１ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒を含む）
２ 茶褐色混細砂粘質土（黄色小塊を含む　SH8008）
３ 濁黄灰色混細砂粘質土（SH8008）
４ 1 に似るが黄色小塊を多く含む

１
 

濁
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
を
含
む
）

１ 暗茶褐色混細砂粘質土

１
 

濁
茶
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
少
し
）

２
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

３
 

濁
黄
褐
色
混
細
砂
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図 459　Q 区　SH0008　平・断面・出土遺物（1）
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図 460　Q 区　SH0008　出土遺物（2）

Q 区 SH0001（図 457・458）

　Q 区中央部で検出した竪穴住居であり、SH0014.0302 を切り込む。一辺が約 5.5m の隅丸方形を呈

し、図示する 4 基の主柱穴に住居北西辺の中央やや北寄りに竈を敷設する。北側の主柱穴 SP0055 と

SP0054 の中間となる床面上にも、焼土面が確認されているが、竈とは別に地床炉が設けられたのか、

鍛冶炉のような特定の機能を炉かどうかは判別し難い。本住居の床面のレベルに合致することから本住

居に含めて報告するが、先行する住居の竈の残骸である可能性も残る。竈は袖部を置土によって成形し、

煙道部を住居外に向かって掘り下げる。燃焼部と煙道部の落差は約 0.15m であり、両者は緩やかに接

続している。竈横断方向のトレンチでは、焼土化した袖部が上下 2 層に分かれてみられることから、最

低 1 回の補修が行われている可能性がある。

　覆土出土遺物には 8 世紀代のものが混入するなど時間幅が著しい。ここでは竈から出土した須恵器高

杯（図 458-17）を根拠として、古墳後期の TK209 型式併行期の所産と推定しておきたい。

Q 区 SH0008（図 459・460）

　Q 区中央部で検出した竪穴住居であり、古代の SH1003、古墳後期の SH0001 に切られ、古墳前期の

SH0007.0016 を切り込む。基本層序Ⅲ層をかなり掘り下げた段階で確認しており、壁面は約 0.1m 程の

残存をみるに過ぎないが、現状から一辺が約 6m の方形住居と捉えられる。主柱穴は図示する 4 基であ

り、北側に竈の敷設が想定されるが、確認できなかった。また、本住居の壁溝は他の当該期の住居に比

べて幅が広い点が特徴的であるが、断面等に壁材の痕跡は確認できなかった。

　出土遺物には、TK217 型式に下る須恵器類（図 459-3.4）が見られるが、周辺遺構との先後関係を

考えた場合、これらは混入品と考えたい。須恵器蓋杯（図 459-1.2）の形態から、本住居は古墳後期の

TK10 型式併行期の所産と推定しておく。床面から出土したガラス玉（図 460-3.4）は、長さと厚みの差

がない形態や法量からみて、丸玉と考えられる。図 460-5 は滑石製臼玉、図 460-6 は碧玉製の管玉である。

Q 区 SH0302（図 461・462・463）

　Q 区北西部で検出した竪穴住居であり、古墳後期の SH0001 に切られる。平面形を正確には捉えきれ
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炭化物
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動物遺存体

y=25239

SH0302 竈床面検出状況（下層）

x=135896

被熱面

１ 2.5Y5/1 黄灰細砂混じり極細砂　黄褐色
ブロック（Φ1～ 3cm）を多く含む

２ 10YR6/3 にぶい黄橙　灰褐色ブロック
（Φ1～ 2cm）を若干含む

１ 10YR4/1 褐灰細砂混じり極細砂
２ 7.5YR4/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色粒を若干含む
３ 焼土層１もしくは２を含む（竈天井部が崩落して形成されたもの）
４ 5YR2/2　黒褐極細砂　しまりやや悪い　焼土粒を若干含む（灰堆積層）
５ 4 と同じ　ただし焼土ブロック（Φ1～ 3cm）を含む（灰堆積層、一部壁崩落）
６ 1 とほぼ同じ、ただし一部被熱あり（竈壁体）
７ 2.5Y4/1 黄灰極細砂　焼土粒・炭化粒をわずかに含む　一部被熱あり（竈壁体）
８ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄白色ブロック（Φ0.5 ～ 2cm）を含む
９ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄白色ブロック（Φ1cm以下）を含む
10 2.5Y5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ2cm以下）を含む                                                                     
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１ 2.5Y6/3 にぶい黄シルト　灰褐色土を含む
２ 2.5Y6/4 にぶい黄シルト　灰褐色土を含む
３ 10YR6/1 褐灰シルト　黄白色ブロック（φ1～ 5cm）を多

く含む
４ 2.5Y7/4 浅黄シルト　灰褐色土を含む

１ 2.5Y5/1 黄灰細砂混じり極細砂　黄褐色
ブロック（φ1cm以下）をわずかに含む

２ 2.5Y5/1 黄灰細砂混じり極細砂　黄褐色
ブロック（φ0.5cm程度）を若干含む

３ 2.5Y6/2 灰黄シルト質極細砂　黄色ブ
ロック（φ0.5 ～ 3cm）を多く含む

４ 2.5Y5/3 黄褐シルト質極細砂　やや粘性
　灰褐色土を若干含む

0 2ｍ

（1/60）

0 1ｍ

竈平・断面（1/40）

図 461　Q 区　SH0302　平・断面
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図 462　Q 区　SH0302　出土遺物（1）
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1 2 SP0327磨滅 0 5cm

石器（1/2）

図 463　Q 区　SH0302　出土遺物（2）

ていないが、6.5 × 5.8m の隅丸長方形を呈し、住居西辺のほぼ中央に竈を敷設する。北西隅柱を攪乱坑

によって失うが、4 基の主柱穴をもつ柱構造を採ると考えられる。竈は燃焼部が住居壁面よりやや突出

するもので、煙道部はほぼ消滅している。袖部は置土によって作り出されているが、住居埋め戻し土と

類似しているために十分に検出できず、燃焼部内側の被熱面を中心に検出してしまっている。燃焼部床

面の炭化物層から 0.1m 程上位には、崩落した天井部と考えられる焼土塊が広がる。これらを除去した

床面において、転用支脚と考えられる土師器椀形高杯を伏せられた状態で検出している。

　出土遺物には、一定程度の時間幅が認められるが、竈から出土した土師器高杯（図 462-39）の形態か

ら、本住居は古墳後期の TK43 型式を前後する時期に帰属するものと考えたい。図 462-45 は滑石製管玉、

図 462-46 ～ 48 は滑石製の臼玉であり、これらは壁溝及び床面から出土している資料である。

Q 区 SH0303（図 464）

　Q 区北東部で検出した竪穴住居であり、古代期の SH0301 に切られ、古墳後期の SH0306 を切り込む。

住居東部及び南東部が調査区外となるが、一辺が約 5m の方形住居と考えられる。主柱穴は図示した 2

基に加えて、攪乱坑と調査区外に 2 基想定し、4 基に復元する。南隅柱の SP0391 が壁面に接近した位

置にあるが、深度や埋土の特徴から主柱穴として捉える。調査範囲内で竈の存在は確認できなかった。

　床面から出土した須恵器蓋杯（図 464-1）の形態から、本住居は TK43 型式併行期に帰属するものと

考えておきたい。

Q 区 SH0306（図 465）

　Q 区東部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH0001.0301.0303 に切られる。住居壁面の立ち上

がりは西部のみで確認しており、主柱穴は図示した 3 基に加えて、調査区外となる北東隅柱を 1 基追加

して 4 基に復元した。主柱穴と残存する壁面との位置関係から、一辺が約 4m の方形住居に復元できる。

　出土遺物の内、須恵器杯（図 465-4）は時期的に下る可能性が高いが、須恵器蓋杯（図 465-1.2）の形

態や周辺遺構との先後関係を考慮すると、本住居は古墳後期の TK10 型式併行期の所産と推定できる。

滑石製の双孔円盤（図 465-7）については、時期的にみて混入品と理解したい。

Q 区 SH0307（図 466・467）

　Q 区北部で検出した竪穴住居である。攪乱によって検出範囲は僅かとなるが、図示した 2 基の主柱穴
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１ 10YR4/1 褐灰シルト　黄褐色ブロック（Φ0.5 ～ 1cm）を含む
２ 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（Φ2～ 5cm）

を含む

１ 10YR5/1 褐灰シルト（柱痕）
２ 10YR5/1 褐灰シルト　黄色粒を多く含む
３ 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト　やや粘性　褐色土を含む
４ 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト　褐色土をわずかに含む

１ 10YR6/1 褐灰（やや褐色味をおびる）細砂混じり極細砂　黄色粒を若干含む　
焼土粒および炭化粒をわずかに含む

２ 10YR6/1 褐灰粗砂混じり極細砂　黄色ブロック（Φ0.5 ～ 3cm）を含む　焼土
粒および炭化粒を若干含む

３ ２.5Y6/1 黄灰細砂混じり極細砂　黄色ブロック（Φ0.5 ～ 5cm）を含む　焼土
粒をわずかに含む

４ ２.5Y6/1 黄灰粘性シルト　黄色ブロック（Φ1～ 5cm）を多く含む
５ 10YR6/1 褐灰粘性シルト　黄色ブロック（Φ1cm程度 ) を若干含む

１ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ0.5 ～ 5cm）を含む
２ 10YR4/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ2～ 3cm）を多く含む
３ 10YR4/1 褐灰（やや濁る）細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ3cm以下）を多く含む
４ 10YR4/1 褐灰（やや濁る）細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ0.5 ～ 2cm）を多く含む
５ ２.5Y5/4 黄褐細砂混じり極細砂　灰褐色土を含む
６ ２.5Y4/1 黄灰極細砂　黄褐色ブロック（Φ2cm程度）を含む
７ ２.5Y4/1 黄灰極細砂　黄褐色ブロック（Φ3cm以下）を多く含む

１ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ0.5 ～ 5cm）を含む
２ 10YR4/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ2～ 3cm）を多く含む
３  5/4 黄褐細砂混じり極細砂　灰褐色土を含む
４ 10YR5/1 褐灰極細砂　黄褐色ブロック (Φ5cm程度）を多く含む
５ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ1～ 4cm）を含む

１ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ1～ 5cm）を若干含む
２ 10YR5/1 褐灰（1より淡い）細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ1～ 3cm）

を含む
３ 10YR4/1 褐灰細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（Φ2～ 8cm）を含む
４ 10YR6/4 にぶい黄橙細砂混じりシルト　灰褐色ブロックを若干含む　締まりよい

（地山の可能性あり）
５ 10YR4/1 褐灰極細砂　SP0337
６ 10YR4/1 褐灰 +10YR6/4 にぶい黄橙　極細砂　SP0337
７ 10YR5/4 にぶい黄褐極細砂　淡灰褐色ブロックを含む　SP0337
８ 10YR6/3 にぶい黄橙極細砂　淡灰褐色ブロックを含む　SP0337
９ 10YR6/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（Φ2cm程度）を含む
10 10TR6/1 褐灰 +10YR6/3 にぶい黄橙　粗砂混じり極細砂
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図 464　Q 区　SH0303　平・断面・出土遺物
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１ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（φ
2cm以下）を多く含む

２ 10YR4/1 褐灰シルト　黄褐色ブロック（φ1～ 4cm）
を多く含む

３ 10YR3/2 黒褐シルト　粘性強い　黄色粒をわずかに
含む

１ 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄褐色ブロック（φ0.5 ～ 2cm）
を含む

２ 2.5Y7/4 浅黄シルト　褐色土を含む
３　 2.5Y6/4 にぶい黄シルト　褐色土をわずかに含む

１ 10YR5/1 褐灰 +2.5Y6/4 にぶい黄細砂混じりシルト

１ 10YR5/1 褐灰粗砂混じり極細砂　黄褐色ブロック
（φ1cm程度）を若干含む

２ 10YR5/1 褐灰シルト　黄褐色ブロック（φ3～
5cm）を多く含む
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図 465　Q 区　SH0306　平・断面・出土遺物

に加えて 4 基の主柱の構造を復元した場合、一辺が約 4.5m の方形住居と推定できる。床面上には、須

恵器片や土師器甕、製塩土器片などが砕片化した状態で検出された。

　出土遺物の様相は時間幅を示しているが、床面出土の土師器甕の口縁部形態（図 467-12.13.20）、主柱

穴出土の須恵器蓋杯（図 467-25）から、本住居は古墳後期の MT15 型式併行期に帰属すると考えたい。

　図 267-16 ～ 19 は薄手コップ形の製塩土器であり、備讃Ⅴ式に比定される。図 467-15 は形態から蛸壺

と考えられるが、当該期の類例資料に乏しく、混入品の可能性が高い。図 467-22 は土師器の鉢であるが、

平底をもつ形態や底部外面付近の削り調整などから、韓式系土器の可能性がある。本住居に伴うもので

はなく、図 467-11 の土師器高杯と同様に先行する遺構からの混入品である可能性が高い。
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１ 2.5Ｙ4/1 黄灰シルト黄色粒を若干含む　炭化粒をわずかに含む
２ 2.5Ｙ7/4 浅黄シルト淡褐色土を若干含む

１ 10ＹＲ5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（Φ1～ 2cm）を
多く含む　焼土粒及び炭化粒を若干含む

２ 10ＹＲ5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（Φ1～ 2cm）を
わずかに含む　炭化粒をわずかに含む

３ 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄色ブロック（Φ1cm程度）を多く含む

１ 2.5Y5/1 黄灰　粗砂混じりシルト　黄色ブロック（Φ2～ 3cm）を含む　
炭化物を含む

２ 2.5Y5/1 黄灰　粗砂混じりシルト　黄褐色ブロック（Φ0.5 ～ 2cm）を若
干含む　炭化物をわずかに含む

３ 2.5Y5/1 黄灰　細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（Φ1～ 5cm）を多く
含む

0 2ｍ

（1/60）

図 466　Q 区　SH0307　平・断面

R 区 SH3001（図 468・469）

　R 区中央で検出した竪穴住居である。北側に位置する SH3301 に切られ、SH3303.3010 を切る。平面

形態は、約 6.2 × 6.1m を測る隅丸方形を呈し、図示した 4 基の主柱穴を配置する。SH3301 と切り合い

部分となる住居北辺中央において、燃焼部の下部と考えられる落ち込みを検出しており、同位置に竈が

敷設されていた可能性が高い。埋没土は、基本層序Ⅳ層に由来した黄褐色シルトの微細ブロックを多く

含み、廃絶時に一括して埋め戻された可能性が高い。

　出土遺物の内、須恵器蓋杯（図 469-3）や高杯脚（図 469-19）の形態から、本住居は TK209 型式併行

期に帰属するものと考える。

R 区 SH3003（図 470・471）

　R 区南西部で検出した竪穴住居である。古墳後期前葉の SH3013、弥生終末期以前の SH3006.3010 を

切り込む。北西部を攪乱坑によって消失するが、4 基の主柱の柱構造をもつ約 6 × 5.3m の方形住居に

復元できる。壁面は壁溝底から約 0.25m 残存しているが、覆土は存在せず検出段階で貼床土が露出する。

また、時期的にみて住居北辺部に竈が敷設されていた可能性が高いが、攪乱坑の存在によって不明となっ

ている。

　出土遺物の内、台付椀（図 470-8）は 7 世紀中葉に下る資料であるが、須恵器蓋杯（図 470-1.3）や周

辺遺構との先後関係から、本住居は古墳後期の TK43 型式併行期に帰属するものと考える。

　また、滑石製臼玉（図 471-2.3）と銅鏃（図 471-4）は、時期的に先行する遺構からの混入品と判断できる。

有茎平根系銅鏃（図 471-4）は、長三角形の鏃身に欠損しているものの深い腸抉をもち、鏃身から茎ま

での厚みは薄く均質となる。
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１ 2.5Y5/1 黄灰黄灰粗砂混シルト　黄色ブロックを含む　焼土ブロックを若干含む
２ 5Y6/1 灰 +10YR3/2 黒褐シルト　粘性　焼土ブロックを多く含む
３ 7.5YR3/2 黒褐シルト　やや粘性　焼土ブロックを多く含む　灰
４ 2.5YR4/2 灰赤～ 10YR3/2 黒褐シルト
５ 5Y6/1 灰シルト　粘性強い　焼土粒をわずかに含む　灰
６ 2.5YR4/3 にぶい赤褐　焼土
７ 5Y6/1 灰シルト　褐色土を若干含む
８ 10YR6/3 にぶい黄橙シルト　褐色土ブロックを含む
９ 10YR5/1 褐灰細砂混シルト　黄色粒を含む　壁溝
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１ 7.5YR3/2 黒褐シルト　やや粘性　焼土ブロック（φ0.2 ～ 3cm）を多く含む　灰
２ 5Y6/1 灰シルト　　焼土粒をわずかに含む　灰
３ 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄色ブロック（φ1cm程度）をわずかに含む　若干被熱を

受ける
４ 10YR4/1 褐灰細砂混シルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 0.8cm）を若干含む
５ 2.5Y5/2 暗灰黄細砂混シルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を含む
６ 2.5Y5/2 暗灰黄細砂混シルト　黄色ブロック（φ1～ 3cm）を多く含む　炭化粒

をわずかに含む　SP3332
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１ 10YR4/1 褐灰細砂混シルト　黄褐色ブロックを多く含む　　
２ 10YR4/1 褐灰粗砂混シルト　黄褐色ブロックを若干含む　
２’ 10YR4/1 褐灰シルト　黄褐色ブロックを多く含む
３ 2.5Y5/2 暗灰黄粗砂混シルト　
４ 10YR5/2 灰黄褐粗砂混シルト　黄色ブロックを若干含む　
５ 10YR5/2 灰黄褐粗砂混シルト　黄色ブロックを含む　
６ 10YR5/1 褐灰シルト　黄白色ブロックを多く含む　SP3335
７ 2.5Y4/1 黄灰細砂混シルト　黄色ブロックを若干含む　SP3335
８ 2.5Y4/1 黄灰細砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　SP3335
９ 2.5Y5/2 暗灰黄細砂混シルト　黄褐色ブロックを多く含む　SP3335　
10 2.5Y4/1 黄灰細砂混シルト　黄褐色ブロックを含む　
11 2.5Y4/1 黄灰細砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　貼床
11’ 2.5Y4/1 黄灰粗砂混シルト　黄色ブロックを含む　貼床
12 2.5Y4/1 黄灰粗砂混シルト　黄色ブロックを若干含む　焼土粒・炭化粒

をわずかに含む　貼床

13 10YR5/1 褐灰粗砂混シルト　黄色ブロックを含む　貼床
14 2.5Y5/2 暗灰黄粗砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　炭化粒をわずかに含む　貼床
15 2.5Y5/2 暗灰黄粗砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　上面に焼土ブロックを含む　貼床
16 2.5Y5/1 黄灰～ 10YR5/1 褐灰粗砂混シルト　黄色ブロックを含む　
17 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄色ブロックを多く含む　
18 2.5Y5/1 黄灰細砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　貼床　
19 2.5Y5/1 黄灰細砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　貼床
20 10YR5/1 褐灰細砂混シルト　黄褐色ブロックを含む　貼床
21 10YR5/1 褐灰細砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　貼床
22 2.5Y7/3 浅黄細砂混シルト　淡褐色土を含む　貼床
23 10YR5/1 褐灰粗砂混シルト　黄白色ブロックを多く炭化粒をわずかに含む　貼床
24 2.5Y6/3 にぶい黄細砂混シルト　淡褐色土を含む　貼床
25 10YR5/1 褐灰 +2.5Y6/3 にぶい黄シルト　黄色ブロックを多く含む　貼床
26 2.5Y4/1 黄灰細砂混シルト　黄色ブロックを多く含む　SP3337
27 2.5Y6/3 にぶい黄シルト　淡褐色土を含む　
28 2.5Y6/3 にぶい黄シルト　淡褐色土を若干含む　
29 10YR5/1 褐灰シルト　黄色ブロックを多く含む　

１ 10YR5/2 灰黄褐シルト　黄色
ブロック（φ0.5 ～ 3cm）を多
く含む　焼土粒および炭化粒を
含む

２ 10YR5/1 褐灰シルト　黄色ブ
ロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を多
く含む
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図 468　R 区　SH3001　平・断面
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図 469　R 区　SH3001　出土遺物

R 区 SH3008（図 472）

　R 区南東部で検出した竪穴住居であり、古墳後期の SH3001、古代の SH3002 に切られ、弥生終末期

以前の SH3006.3012 を切り込む。多くの部分で壁面を失うなど遺存状態が良好ではないが、4 基の主柱

の柱構造をもつ一辺が約 5m の隅丸方形住居に復元できる。竈は検出していないが、北側に存在する

SH3001 に伴う掘り込みによって消失した可能性が高い。

　出土遺物は、弥生土器が主体となるが、主柱穴出土遺物に須恵器小片が含まれる。時期決定に良好な

遺物を欠いているが、周辺遺構との先後関係などから、古墳後期に帰属する住居として推定しておきた

い。

R 区 SH3301（図 473・474・475）

　R 区北部で検出した竪穴住居であり、古墳時代の SH3001、弥生後期後半の SH3305 を切る。住居北

西部及び南西部を攪乱坑によって滅失するが、約 5.7 × 4.5m の隅丸長方形の平面形態をもつと考えら

れる。4 主柱の柱構造を復元したが、北東部の主柱のみ小規模で浅くなっており、裏込土の見極めが不

十分である可能性が高い。壁面　は約 0.2m 残存しており、住居北辺の中央からやや西寄りに竈を敷設

する。

　竈は、平面形が馬蹄形を呈し置き土によって造り出された袖部内側が明瞭に赤色硬化する。袖部の断



－　　－69

3142

須恵器口縁部

3157

3151 471-3

a
a’

d

d’

3153

471-2471-4

471-1

x=135886

y=2
523

2

b
b’

c
c’

SP3157 SP3151

23.8
a a’

471-3

471-4
471-1

1
2

3 467
5

23.8
c c’

１ 暗茶褐色混細砂粘質土　SH埋土
２ 暗茶褐色混細砂粘質土（黄色粒少し）　SH埋土
３ 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒少し）
４ 暗茶褐色粘質土（焼土粒・炭粒少し）　壁溝埋土
５ 暗茶灰色混細砂粘質土（黄色小塊少し）　貼床層
６ 茶灰色混細砂粘質土（黄色小塊多い）　貼床層
７ 茶灰色混細砂粘質土（黄色粒少し）　貼床層

1 22

4 3

3

23.8
d d’

SP3157 SP3151

１ 暗茶褐色混細砂粘質土（柱痕）SP3151
２ 濁茶褐色混細砂粘質土（黄色粒わずか）SP3151
３ 濁黄褐色混細砂粘質土SP3157
４ 濁灰黄色混細砂粘質土（柱痕）SP3157

SP
31

53

1
2

23
.8

b
b’

１
 

 茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
多
い
）

２
 

濁
黄
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
多
い
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 12

13

14

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

図 470　R 区　SH3003　平・断面・出土遺物（1）



－　　－70

1

2 3 4

0 5cm

金属器（2/3）

0 5cm

石器（1/2）

0 2cm

玉類（1/1）

図 471　R 区　SH3003　出土遺物（2）

3007

SD3006

3035

3084

3030

3116

c
c’

a

a’

b

b’

e
e’

d

d’
x=135888

y=25238

SP3035

1

23.8
d d’

SP3007

1
2

23.8
e

e’

23.8
c

c’

SP3030

23.8
a a’

SP3007

SP3030

SP3084

1
3

2

23.8
b

b’
124

3
4

2
SP3035

3
１ 淡茶褐色粘質土（黄色小塊少し）

１
 

濁
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
小
塊
多
い
）

２
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
わ
ず
か
）

３
 

暗
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
な
し
）

４
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
黄
色
粒
多
い
）

１
 

淡
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

（
黄
色
粒
少
し
）

２
 

茶
褐

色
混

細
砂

粘
質

土
（
黄
色
粒
な
し
）

３
 

茶
褐

色
混

細
砂

粘
質

土
（
黄
色
小
塊
少
し
）

１
 

濁
灰
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

２
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

1

2

3

4 5
6

7

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

0 5cm

石器（1/2）

図 472　R 区　SH3008　平・断面・出土遺物



－　　－71

3311

金属

3358
475-1

臼玉

a a’

x=135896

3382

475-2

475-4

475-3
y=25232

b

b’

d d’

c
c’

e

e’

f
f’

g

g’

2 1

23.6
d d’

SP3311
SP3382

1
2

1
2

1

4
3

23.6
b

b’

SP3358SP3311

12

5 6
4
3

23.6
a a’

1

23.6
e e’

1

2 3

23.6
f f’

44
17

16
15

9

15 21

10

11

12

27
815

7
5

6

7
26 26

14

28

13

23

22

2425

3132 20 32

19
18 30

29

49
47

48

35

36

3437

5051
4544

43
46

42

3938

41

40

33

カクラン

カクラン
23.6

g g’

臼玉出土

SP3358

23
.6

c
c’

SP
33

58

１ 10YR6/1 褐灰（ややにごる）粗砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.3 ～ 7cm）を多く含む
焼土粒および炭化粒を若干含む

２ 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト（ややにごる）　黄色ブロック（φ0.3 ～ 0.8cm）を含む
３ 10YR4/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色粒を含む　焼土ブロック（φ0.3 ～ 1.5cm）を若干含む
４ 2.5Y7/4 浅黄細砂混じりシルト　褐灰褐色ブロック（φ0.3 ～ 1cm）を含む
５ 2.5Y6/2 灰黄粗砂混じりシルト（ややにごる）　黄色ブロック（φ0.3 ～ 3cm）を多く含む　

焼土粒をわずかに含む　柱痕か？
６ 2.5Y7/4 浅黄シルト　褐灰褐色ブロック（φ0.3 ～ 1cm）を含む 

１
 

10YR4/1
褐
灰
（
や
や
淡
い
）
粗
砂
混
じ
り
シ
ル
ト

　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
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）
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若
干
含
む

　
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
0.3

～
0.8cm

）
を
若
干
含
む

　
炭
化
粒
を
わ
ず
か
に
含
む
（
柱
痕
）

２
 

2.5Ｙ
5/1

黄
灰
シ
ル
ト
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
0.5

～
2cm

）
を
含
む

１ 2.5Y4/1 黄灰シルト黄色ブロック（φ1cm程
度）をわずかに含む

２ 2.5Y4/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロッ
ク（φ0.5 ～ 1cm）を含む　炭化物ををわずか
に含む

１
 

10YR4/1
褐
灰
細
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク

（
φ
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～
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）
を
含
む
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浅
黄
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褐
灰
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ル
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３
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し
ま
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悪
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色
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ッ
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度
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わ
ず
か
に
含
む

４
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に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
　
褐
色
土
を
含
む

１ 10YR4/1 褐灰シルト　黄色ブロック（φ0.6
～ 1cm）を含む　炭化粒をわずかに含む

１ 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄色粒を若干含む
２ 2.5Y5/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロック

（φ0.5 ～ 2cm）を多く含む
３ 2.5Y5/1 黄灰（ややにごる）シルト　黄色ブロッ

ク（φ0.3 ～ 0.8cm）を含む

４ 10YR5/1 褐灰～ 10YR6/1 褐灰粗砂混じり極細砂　黄色ブロック（φ0.5 ～ 3cm）を含む　しまりやや悪い　乾痕
多い

５ 5Y6/1 灰 +2.5Y4/1 黄灰極細砂　炭化粒をわずかに含む　柱痕か？
６ 10YR4/1 褐灰～ 10YR3/1 黒褐粗砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（φ1cm程度）をわずかに含む　炭化粒をわ

ずかに含む
７ 10YR3/1 黒褐細砂混じり極細砂　黄褐色ブロック（φ1cm程度）を若干含む　炭化粒をわずかに含む
８ 10YR3/1 黒褐シルト　黄褐色ブロック（φ0.5 ～ 2cm）を含む
９ 10YR5/1 褐灰粗砂混じり極細砂　黄色ブロック（φ1～ 2cm）を含む　しまり良い　
10 10YR6/1 褐灰～ 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄色ブロック（φ0.5 ～ 2cm）を若干含む　炭化粒をわずかに

含む
11 2.5Y5/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ1cm以下）を多く含む　炭化粒をわずかに含む
12 5Y6/1 灰極細砂　黄色ブロック（φ2cm程度）を含む
13 10YR4/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色粒を若干含む
14 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色粒をわずかに含む
15 10YR5/1 褐灰細砂混じり極細砂　黄色粒を若干含む　しまりやや悪い　14と同一層の可能性が高い
16 10YR5/1 褐灰～ 10YR6/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ1～ 2cm）を含む
17 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 2cm）を含む
18 10YR5/1 褐灰（やや濁る）細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 2cm）を多く含む　炭化粒をわずかに含む
19 2.5Y5/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ1～ 2cm）を多く含む
20 2.5Y5/1 黄灰細砂混じりシルト　黄白色粒を含む
21 10YR4/1 褐灰粗砂混じりシルト　黄色粒を若干含む　炭化粒を若干含む
22 2.5Y6/3 にぶい黄シルト　黒褐色土をわずかに含む
23 10YR3/1 黒褐細砂混じりシルト　わずかに粘性　黄色ブロック（φ1cm程度）を含む
24 10YR4/1 褐灰極細砂　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1cm）を含む　炭化粒をわずかに含む
25 5Y6/1 灰 +2.5Y6/2 灰黄（やや濁る）極細砂
26 5Y4/1 灰シルト　黄白色ブロックを含む
27 5Y4/1 灰シルト　黄白色ブロックを含む
28 2.5Y4/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を含む　炭化粒をわずかに含む　やや粘性
29 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 3cm）を含む

30 10YR5/1 褐灰（29よりやや淡い）細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ1～ 4cm）を多く含む
31 2.5Y4/1 黄灰細砂混じりシルト　黄白色ブロック（φ4cm程度）を若干含む　炭化粒を若干含む　28層に類似
32 2.5Y6/4 にぶい黄　褐色ブロック（φ2～ 7cm）を含む
33 2.5Y5/1 黄灰 +5Y7/4 浅黄細砂混じりシルト
34 2.5Y7/4 浅黄粗砂混じりシルト　淡褐色ブロック（φ1～ 2cm）を若干含む
35 2.5Y4/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色粒をわずかに含む
36 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5cm程度）を含む
37 2.5Y7/4 浅黄 +10YR6/1 褐灰粗砂混じりシルト
38 2.5Y5/1 黄灰粗砂混じりシルト　焼土ブロック（土器片？）をわずかに含む
39 2.5Y5/1 黄灰粗砂混じりシルト　黄褐色ブロック（φ0.5 ～ 1cm）を多く含む
40 2.5Y6/4 にぶい黄細砂混じりシルト
41 2.5Y5/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を多く含む　炭化粒を
42 2.5Y6/3 にぶい黄細砂混じりシルト　淡褐色土を含む　41と同層の可能性あり
43 5Y5/1 灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を含む
44 2.5Y7/4 浅黄シルト　淡褐色ブロック（φ0.5 ～ 2cm）を若干含む
45 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を多く含む　炭化粒をわずかに含む
46 10YR4/1 褐灰細砂混じりシルト　やや粘性　黄白色ブロック（φ0.5cm程度）をわずかに含む　柱痕の可能性あり
47 2.5Y6/4 にぶい黄細砂混じりシルト　粘性　淡褐色ブロック（φ1cm以下）をわずかに含む
48 2.5Y5/1 黄灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ0.5 ～ 1cm）を若干含む　炭化粒をわずかに含む
49 2.5Y6/4 にぶい黄 +2.5Y5/1 黄灰（やや濁る）シルト　炭化粒をわずかに含む
50 10YR4/1 褐灰シルト　やや粘性　黄色粒を若干含む　直下の地山が白く変色（柱痕）
51 2.5Y6/3 にぶい黄（濁る）　褐色土粒を含む

※遺物取り上げの際に遺物に層序を与えるため 4層に大別
Ⅰ-a 層　　　4層、褐色土層、黄色ブロック層少量　乾痕が多くしまりが悪い点でⅠ-b およびⅡ-a 層と区別される
Ⅰ-b 層　　　5～ 15層、褐色土層、黄色ブロックをほとんど含まない点で他層と区別される　Ⅰ-a ほどではないが乾痕あ

　　　  り　しまり良い
Ⅱ-a 層　　　16～ 19層、Ⅰ-b 層に近いが黄色ブロックが多め
Ⅱ-b 層　　　黄色ブロックを多量に含む層

0 2ｍ

（1/60）

図 473　R 区　SH3301　平・断面
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１ 2.5Ｙ5/2 暗灰黄細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（φ0.5 ～ 1cm）を若干含む　炭化粒をわず
かに含む

２ 2.5Ｙ5/2 暗灰黄細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（φ0.5 ～ 1cm）を若干含む　炭化粒をわず
かに含む　焼土ブロック（φ1cm程度）をわずかに含む

３ 2.5Ｙ5/2暗灰黄細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（φ0.5～ 1cm）を若干含む　焼土ブロック（φ
1cm程度）を含む

４ 焼土（天井崩落土）
５ 10YR3/2 黒褐シルト　上面に炭化粒を含む（灰）
６ 5Y5/2 灰オリーブシルト（粘性強い）　焼土ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を若干含む　しまり悪い
７ 10YR3/2 黒褐シルト（粘性強い）　焼土粒を若干含む　しまり悪い（灰）
８ 5YR5/3 にぶい赤褐シルト　灰褐土を含む
９ 10YR4/1 褐灰細砂混じりシルト　しまり非常に良　黄褐色粒をわずかに含む（竈側壁）
10 10YR4/1 褐灰（9よりやや淡い）細砂混じりシルト　しまり非常に良（竈側壁）
11 2.5Y5/1 黄灰シルト　やや粘性　黄白色ブロック（φ1cm程度）を含む　竈の置き土か？
12 10YR3/1 黒褐細砂混じりシルト　黄白色粒を若干含む　竈の置き土か？
13 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ1cm以下）を若干含む

１ 10YR7/1 灰白粗砂混じりシルト　黄色粒わずかに含む
２ 2.5Ｙ5/2 暗灰黄細砂混じりシルト　黄褐色ブロック（φ0.5 ～ 1cm）を若干含む　炭

化粒をわずかに含む
３ 10YR4/1 ～ 5/1 褐灰シルト　やや粘性　黄色粒を若干含む　焼土粒を若干含む
４ 2.5Y5/1 黄灰シルト　黄白色ブロック（φ0.5 ～ 1cm　角状）を多く含む　炭化粒を

多く含む
５ 焼土（天井崩落土）
６ 2.5YR3/1 暗赤灰シルト粘性（灰）
７ 5Y5/2 灰オリーブシルト（粘性強い）　焼土ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を若干含む

　しまり悪い
８ 5YR4/1 褐灰シルト粘性　暗灰白土を含む焼土ブロック（φ1cm　以下）を若干含む

（灰）
９ 10YR3/2 黒褐シルト（粘性強い）　焼土粒を若干含む　しまり悪い（灰）
10 5YR5/3 にぶい赤褐シルト　灰褐土を含む 11
11 2.5Y5/1 黄灰シルト粘性　焼土粒をわずかに含む
12 10YR5/1 褐灰細砂混じりシルト　黄色ブロック（φ1cm以下）を若干含む
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図 474　R 区　SH3301　竈平・断面・出土遺物（1）



－　　－73

0 5cm

金属器（2/3）

0 2cm

玉類（1/1）

1

2 3

4

図 475　R 区　SH3301　出土遺物（2）

面形は台形を呈し、外側にみられる貼床土

との層位関係から、竈構築と貼床敷設が同

時併行で行われた可能性もある。煙道部は、

攪乱坑に切られるため残存しない。燃焼部

床面中央には、機能時に焼土化した赤色の

硬化面があり、その直上の竈内のほぼ全域

に炭化物の薄層が広がる。炭化物層の上位

には焼土塊が集中する層位が認められ、崩

落した天井部分と考えられる。竈内には若

干の遺物が認められたが、廃絶に際して、

完形土器の廃棄は行っていない。

　覆土出土遺物には一部 7 世紀に下る須恵

器が見られるものの、床面出土資料からみ

て混入品の可能性が高い。図 474-7.8 は備

讃Ⅵ式の製塩土器である。床面出土資料は

一部古墳中期の土師器を含むが TK43 型式

併行期の須恵器蓋杯（図 474-9）などがみられる。竈内出土の土師器甕（図 474-20）は蛸壺等の漁撈具

の可能性もある。図 475-1 は大型の柳葉形鉄鏃である。型式的に見て、古墳後期の平根鏃とは違和感が

あり、時期的に先行する遺構からの混入品の可能性が高い。図 475-4 は蛇紋岩製の勾玉である。図 475-

2.3 はガラス小玉であるが、法量から弥生時代に帰属する遺構からの混入品の可能性が高い。

　これらの出土遺物には時間幅が認められるが、床面出土の須恵器蓋杯（図 474-9）の形態から、本住

居は古墳後期の TK43 型式併行期の所産と推定しておきたい。

R 区 SH3303（図 476）

　R 区東部で確認した竪穴住居である。弥生後期後半の SH3010 を切り込むが、南に接する SH3002 と

の前後関係は確定することができない。住居東部は先行して調査を行った Q 区となるが、その際には

竪穴の存在に気付くことなく調査を進め掘り方を破壊してしまっている。南東隅の主柱穴の見落としや、

北西隅主柱穴の深度が浅いなど現地調査段階での不備も多い状態であるが、推定した 4 主柱の柱配置や

現状の掘り方から推定して、一辺が約 4.5m の隅丸方形の竪穴住居として復元しておきたい。貼床土は、

住居南側に入念に敷設されており、下面は南へ行くにつれて下降する。住居西辺部の中央からやや北寄

りに竈が構築されているが、検出した段階には竈燃焼部下位の落ち込み内を中心として焼土塊・炭化物

が広がる状態であった。住居壁面の残存状況から推測して、置土による袖部に気付かず調査を進め結果

として破壊した可能性が高い。燃焼部の焼土塊と炭化物とともに土師器甕の胴部小片が数点出土してい

るが、支脚等の設置は確認できなかった。床面出土の須恵器には無蓋高杯（図 476-12）など 7 世紀代に

下る可能性があるなど時間幅がみられるものの、ここでは須恵器蓋杯（図 476-10）の形態や周辺遺構と

の先後関係などから、本住居は古墳後期の TK43 型式併行期に帰属するものと推定しておく。また、住

居南部の埋め戻し土内から鉄滓が 2 点出土した（第 4 章第 2 節で報告）。住居内に鍛冶関係遺構が見ら

れないため、廃絶時に投棄されたものと考える。
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２ 10YR5/2 灰黄褐細砂まじりシルト　黄色ブロック（φ0.2 ～ 0.8cm）を含む（SH3304 住居埋土）
３ 10YR4/2 灰黄褐細砂まじりシルト　黄色ブロック（φ0.5cm程度）をわずかに含む（SH3304 住居埋土）
４ 10YR5/1 褐灰シルト　黄色ブロック（φ0.3 ～ 3cm）を多く含む（SH3304 住居埋土？貼床土の可能性残る）
５ 10YR5/1 褐灰シルト　黄色ブロック（φ0.3 ～ 1cm）を若干含む（SH3304 住居埋土？貼床土の可能性残る）
６ 10YR4/2 灰黄褐細砂まじりシルト　黄色粒をわずかに含む　焼土・炭化粒を若干含む（SH3304 住居埋土）
７ 7.5YR3/2 黒褐シルト　やや粘性　焼土ブロック（φ0.5 ～ 1.5cm）を多く含む（天井崩落土）
８ 7.5YR3/2 黒褐シルト　やや粘性　焼土粒を若干含む　獣骨片を多く含む　（灰層）
９ 7.5YR3/2 黒褐～ 10YR6/1 褐灰シルト　粘性　焼土ブロック（φ0.3 ～ 1.5cm）を含む　（灰層）
10 2.5Y5/1 黄灰シルト　やや粘性　黄色ブロック（φ1cm程度）をわずかに含む（竈内埋土？）
11 2.5Y5/2 暗灰黄細砂まじりシルト　黄色ブロック（φφ0.3 ～ 2cm）を若干含む　焼土粒・炭化粒をわずかに

含む（竈側壁）
12 10YR4/1 褐灰（やや濁る）シルト　黄色ブロック（φ0.2 ～ 1cm）を多く含む　焼土粒をわずかに含む
13 2.5Y6/4 にぶい黄シルト　灰褐色土を含む
14 2.5Y7/4 浅黄細砂まじりシルト　灰褐色土を含む
15 10YR6/1 褐灰細砂まじりシルト　黄白色ブロック（φ0.3 ～ 2cm）を含む
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図 477　R 区　SH3304　平・断面・出土遺物

R 区 SH3304（図 477）

　R 区北部で検出した方形の竪穴住居であるが、竈と住居北辺を僅かに確認するにとどまり、対応する

主柱穴も推定することができなかった。古墳時代後期のSH3301とS区SH1056と切り合い関係にあるが、

SH1056 に切られることは現地調査で確認したものの、SH3301 との先後関係は明らかにできていない。

出土遺物の年代観からは、SH3301 より本住居が後出すると推定できる。竈は、焚口から燃焼部と煙道

境の傾斜面まで残存し、東側の袖部は中世期の溝によって破壊されている。西側袖部は貼床土の上位に

黄色粘土から成るブロックを用いた置土によって構築されている。袖部内側は被熱により硬化するが、

床面には顕著にみられない。燃焼部床面から煙道部の傾斜面まで炭化物層が広がり、燃焼部奥側では須
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図 478　R 区　SH3013　平・断面・出土遺物

恵器・土師器片と拳大の焼土塊が見られる。焼土塊を崩落した天井部と見るには、出土状態が散漫すぎる。

　竈内から出土した須恵器蓋杯（図 477-1.2）の形態から、本住居は TK209 型式併行期の所産と推定し

ておく。

R 区 SH3013（図 478）

　R 区南西部で検出した竪穴住居。古墳時代以降の SH3003.1053、SB3303 に切られる。壁溝は南西部

のみで確認し、埋没土は、SH1053 構築に伴い消滅している。図示した 4 基の主柱穴から推測すると、

一辺が約 4m の方形住居に復元できる。主柱穴を結んだ内側には、炭化物及び焼土粒が多く見られる土

坑状の落ち込み SK3003 があり、炉跡と考える。

　図化可能な出土遺物には南西隅の主柱穴 SP3095 から出土した須恵器蓋杯（図 478-1）のみであるが、

竈を敷設しないことや周辺遺構との切り合い関係を考慮すると、古墳後期前葉に属する住居の可能性が

高い。

S 区 SH1032（図 479）

　S 区北東部で検出した竪穴住居であり、SH1078 を切る。住居東部の壁溝及び地山削り出しによるベッ

ド状遺構、その内部の床面一部を検出するにとどまり、全容は明らかではない。方形住居と考えられるが、

残存範囲で主柱穴の確認や主柱数の推定はできない。出土遺物の中で須恵器杯（図 479-6）は 9 世紀代

に下る混入品であり、他の須恵器蓋杯（図 479-1 ～ 4）は概ね TK47 型式に納まる。また、土師器高杯
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図 479　S 区　SH1032　平・断面・出土遺物

（図 479-12 ～ 15）や甕（図 479-16）、杯（図 479-5）もほぼ同時期の所産と見られる。異形の土師器（図

479-10）や薄手（図 479-11）の器種は不明とせざるを得ない。また、ベッド状遺構上面から滑石製臼玉（図

479-19）ガラス小玉（図 479-20）が出土した。

S 区 SH1033（図 480・481・482・483）

　S 区南東部で検出した竪穴住居である。古墳中期の SH1037、弥生終末期以前の SH1063.1066.1077 を
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２ 暗灰褐色シルト　φ1.0～3.0cmの黄褐色シルトブロックを多く含む
３ 灰褐色シルト　φ1.0～3.0cmの黄褐色シルトブロックを少し含む
４ 2層に近似するがややブロックの混じり具合が少ない
５ 3層に近似するがややブロックの混じり具合が多い

１ 褐灰色シルト
２ 灰褐色シルト　黄褐色シルト

ブロック含む

１ 灰褐色砂質土
２ 褐灰色シルト　黄褐色シルトブロックを多く含む
３ 褐灰色シルト　黄褐色シルトブロックを少し含む
４ 褐色シルト
５ 地山

１ 灰褐色シルト　黄色ブロッ
クを少量含む

２ 暗灰褐色シルト　黄色ブ
ロックを含む　焼土が少量
含まれる

１ 灰褐色シルト　黄褐色ブロックを少
し含む（この層上面を床面と理解　
1層は貼床の可能性高し）

２ 暗褐灰色シルト　黄褐色ブロックを
極少含む

３ 灰褐色シルト　黄褐色ブロックを多
く含む 
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１ 暗灰褐色シルト
２ 暗灰褐色シルト　黄褐色シルト

ブロック少し含む
３ 暗灰褐色シルト　黄褐色シルト

ブロック含む
４ 暗灰褐色シルト　黄褐色シルト

ブロック多く含む

１ 暗灰褐色シルト
２ 暗灰褐色シルト　φ0.5 ～ 1.0cm 黄

褐色シルトブロックが少し混じる
３ 黄褐色シルトブロック＋灰褐色シルト
４ 濁褐灰色シルト　黄褐色シルトブロッ

ク少し混じる
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１ 灰褐色シルト　φ5.0～1.0cmの黄褐色シルト
ブロックをわずかに含む　灰色細砂混じり

２ 褐灰色シルト
３ 暗褐灰色シルト
４ 褐灰色シルト＋黄褐色シルトブロック

0 2ｍ

（1/60）

図 480　S 区　SH1033　平・断面

切り込む。住居南西部において、古墳中期以降の SH1035.1045 と切り合い関係にあるが、現地調査で判

断はできなかった。住居南東隅部は攪乱坑によって滅失するものの、図示する 4 主柱の配置状況から推

測して、一辺が約 5.8m の方形住居に復元できる。主柱穴は、ほぼすべてで柱材抜き取りが確認されて

おり、底面付近には僅かながら直径約 15 ～ 20㎝の柱痕が認められる。

　住居西辺部のやや北寄りに竈が敷設されている。竈は、焚口から燃焼部奥壁まで残存しており、煙道
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１ 明赤褐色シルト（焼土）が集中
２ 灰褐色砂質土　焼土粒を多く含む　埋土下半は粒質味をおびる
３ 灰褐色シルト
４ 灰褐色シルト＋黄褐色シルトブロック
５ 暗灰赤色粘質土　焼土ブロックを多く含む（この層の下面が受

熱している様子を横断トレンチで確認した）
６ 褐灰色砂質土　黄褐色シルトブロックを少し含む（SH1033

壁溝埋土）

１ 灰褐色シルト　微小な土器片・焼土粒をまばらに含む

７ 灰褐色シルト＋黄褐色シルトブロック
８ 褐色シルト（この層上面がSH1033 床面）
９ 褐灰色シルト＋黄褐色シルトブロック（SH1033 貼床）
10 褐灰色シルト＋黄褐色シルトブロック（9 よりやや灰

色味　砂質味をおびる）
11 淡黄褐色シルトが受熱し赤褐色になる
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図 481　S 区　SH1033　竈平・断面

部は古代以降の堆積層、北側袖部は本住居に伴うトレンチで消滅している。袖部は、黄褐色シルトの微

細ブロックを多く含む粘土を主体として構築されており、埋め戻し土と明瞭に区別することができたた

め、検出は比較的容易であった。燃焼部床面は、前庭部から緩やかに落ち込み、中央から奥壁よりの箇

所には転用支脚とみられる伏せた状態の土師器高杯が検出された。土師器高杯（図 482-36）脚部内面に

は、崩落した天井塊と見られる焼土塊が詰まっている。燃焼部床面は、奥壁寄りに被熱による硬化面が

見られる。また、硬化面は南側袖部の下面に潜り込む状況が観察されるため、最低 1 回の補修があった

ことが想定される。燃焼部奥壁際で先行する壁溝とみられる落ち込みが存在する点も、補修を示唆して

いると考えられる。

　出土遺物は図 482-1 ～ 24 が覆土、図 482-25 ～ 32 が床面、図 482-33.34 が竈内、図 483-1 ～ 14 が主柱

穴からの出土である。7 世紀代まで下る一部の混入品（図 482-8 ～ 22.27）を除くと、須恵器蓋杯と高杯（図

482-1 ～ 6、図 483-1 ～ 4）など TK47 型式併行期のものが主体となる。須恵器脚台付子持壺（図 482-7.34）は、

同一個体と考えられるが、蓋杯や高杯と比較して時期的に遡ると考えられ、SH1034.1037 いずれかから

の混入品と考える。竈内で支脚転用された土師器高杯（図 482-36）は、脚部内面に被熱痕のある白色粘

土の付着が確認できる。



－　　－80

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

13

15

16

17

18

19

20

21

22

埋土
23

24

25
26

27

28 29

30

31

32

33

35

14

34
床面

36
竈

0 10cm

土器（1/4）

図 482　S 区　SH1033　出土遺物（1）



－　　－81

0 10cm

土器（1/4）

0 5cm

金属器（2/3）

0 5cm

石器（1/2）

0 2cm

玉類（1/1）

１

２

3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15 16

17

18

19 20

21

（備後）

1･2･3：SP1559
4･8･9･11：SP1507
5･12･13：SP1524
6･7･10･14：SP1460

図 483　S 区　SH1033　出土遺物（2）

　滑石製管玉（図 483-18）臼玉（図 483-19 ～ 20）は覆土中からの出土である。鉄製刀子（図 483-21）

は身部の小片であり、床面から出土している。

S 区 SH1034（図 484・485・486）

　S 区中央部で検出した竪穴住居である。古墳時代中期の SH1037 に切られ、弥生時代終末期以前の

SH1052.1059.1063 等を切り込む。中でも SH1037 とは南西部の 1/4 程度の床面が重複しており、SH1037

の貼床土を除去すると壁溝がほぼ全周し、全体像を明らかにすることができた。住居隅部の壁面がやや

鋭角に交わる一辺が約 5m の方形住居である。主柱穴は図示した 4 基であり、極めて整然と配されてい

る。主柱穴は掘り方が柱痕に比べて小規模であり、層序に乱れが認められない。住居廃絶時に柱材が抜

き取られずに、黒褐色粘土への置換が進行したものと考えられる。

　貼床土は、SH1037 との切り合い部を除く全域で検出されているが、住居東部の貼床土を除去すると、

壁溝状の小溝が検出された。この小溝は、検出位置からみて本来的には貼床土上面で検出可能であった

可能性が高く、住居内の間仕切りなどベッド状遺構の敷設に伴う遺構と考えられる。現状での竈の敷設

は確認できず、床面のほぼ中央に地床炉とみられる焼土面が検出されている。

　住居南辺中央の壁面際では、約 0.5 × 0.6m の楕円形を呈する付設土坑（SK1011）が検出された。住

居に伴う貯蔵施設とも考えられるが、住居の出入口の階段の設置に伴う付設土坑の可能性もある。土坑

内の中位から上位には、土師器高杯（図 485-30.31）と白色粘土塊が廃棄されている。白色粘土塊の用
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図 484　S 区　SH1034　平・断面

途は不明であるが、砂粒を含まない精製されたものである。遺物は、南東部床面を中心に出土した。

　出土遺物は、7 世紀代まで下る混入品の蓋杯（図 485-1）を除いて、須恵器を伴わない。土師器は、

高杯が主体となり、若干量の小型丸底壺（図 485-2 ～ 4）広口壷（図 485-6）がみられる。土師器高杯

は杯部の稜線の明瞭なもの（図 485-9.31）と不明瞭なもの（図 485-12.24.30）があり、深手で大型の（図

485-18）を伴う。これらの土師器群は、高杯の形態や最終形態と考えられる小型丸底壺を伴うことか

らみて、5 世紀前葉に位置付けられる。共伴する須恵器がみられないものの、本住居の帰属時期を概ね

TK73 型式併行期と想定しておきたい。また、滑石製臼玉は図 485-33.34.36 が壁溝、図 485-32.36 が覆土
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図 486　S 区　SH1034　出土遺物（2）

跡の古墳後期前葉に多くみられる住居西側への竈敷設を示す資料となる。

　出土遺物は、7 世紀中葉まで下る混入品（図 487-6.8.16）を除けば、須恵器は TK47 型式併行期にま

とまる。竈に廃棄された土師器甕（図 487-21.22）は同一個体であり、型式からみて須恵器との共伴に

違和感はない。覆土出土の製塩土器（図 487-13）は備讃Ⅳ式新段階に比定されることから、時期的に

先行する遺構からの混入品と考える。主柱穴 SP1503 出土の土師器小型丸底壺の口縁部（図 487-23）に

ついても、共伴とみるのは難しく、時期的に先行する遺構からの混入品と考えられる。滑石製臼玉（図

488-1 ～ 4）は全て覆土からの出土であり、共伴遺物かどうか判断するのは難しい。

　出土遺物の様相から、本住居は古墳中期末葉の TK47 型式併行期に帰属するものと考える。

S 区 SH1037（図 489・490・491）

　S 区中央部で検出した竪穴住居であり、古墳後期前葉の SH1033 に切られ、同時代の SH1034、弥生

終末期以前の SH1047.1063.1069 を切る。本住居周辺は、S 区の中で最も遺構の重複が激しいものの、一

辺が約 5m の方形住居とみられ、北辺中央部に竈を敷設する。北西隅の主柱穴 SP1477 の位置がややず

から出土しており、本住居に伴う

遺物とみてよい。

S 区 SH1035（図 487・488）

　S 区南東部で検出した竪穴住居

であり、弥生終末期の SH1077 を

切り込む。住居東部が古墳後期前

葉の SH1033 と重複するが、現地

調査で切り合い関係の確認はでき

なかった。出土遺物の様相から

は、両者に明確な時間差は見られ

ない。住居南辺は、攪乱坑によっ

て滅失するが、図示した主柱穴の

配置から一辺が約 4m の方形住居

に復元できる。

　住居に西辺中央には、竈が付設

されているが、検出した段階で竈

袖部をかなり掘り下げてしまって

おり、燃焼部の床面の一部を辛う

じて確認した。燃焼部床面には直

径約 10㎝の窪みがあり、部分的

に被熱による硬化面が見られる。

硬化面の直上には、1/3 程度の残

存率を想定できる土師器甕（図

487-22）が廃棄されていた。本遺
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図 487　S 区　SH1035　平・断面・出土遺物（1）
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図 488　S 区　SH1035　出土遺物（2）

れるが、深度及び埋没土の特徴から図示した 4 主柱と捉えてよいだろう。

　竈は、前庭部から燃焼部にかけて検出しているが、奥壁及び煙道部の一部はその存在に気付かず、ト

レンチによって破壊してしまっている。燃焼部床面は、約 10㎝を測る浅い落ち込みを伴っており、中

央から奥壁よりに砂岩礫の支脚を据え付けている。袖部は現状で高さ約 15㎝を測り、灰褐色粘土微細

ブロックを多く含む粘土を置土とし、内側に被熱痕を認める。燃焼部床面の被熱は顕著ではない。燃焼

部内や袖部西側の壁際に、廃絶に伴い土師器甕や須恵器蓋杯を一括廃棄している。後述する須恵器・土

師器の年代観から見て、本遺跡で最も初期の竈の事例となる。

　住居南側の貼床土を除去すると、壁面際で方形土坑 SK1010 が検出された。位置関係から見て、本住

居に伴う遺構と捉えているが、貼床土下層で検出していることから、先行する時期の遺構の可能性も考

えられる。ここでは、貼床土の敷設が複数回にわたって行われたと考えて、本住居の構築時に形成され

た遺構として、同時に報告することとし、貯蔵穴や出入口に関係した機能を推定しておきたい。

　図 490-1 ～ 15 は覆土、図 490-16 ～ 28 は床面、図 490-29 ～ 33 は竈内、図 490-34 ～ 38 は付設土坑、

図 491-1 ～ 11 は主柱穴からの出土した資料である。須恵器蓋杯（図 490-1）甕（図 490-23）など混入品

がみられるが、他の須恵器・土師器については時期的なまとまりをみせる。床面出土の須恵器蓋杯（図

490-16）付設土坑出土の須恵器蓋杯（図 490-36）は、TK208 ～ TK23 型式の範疇で捉えられる。土師

器高杯は、杯部の稜線を明瞭に保持しており、大形品（図 490-34）を伴う。甕は、口縁端部を面取りす

る資料（図 490-25.26.29 ～ 31.33）が主体となる。土師器杯（図 490-17）は精製された胎土をもつ。こ

れらの土師器は、須恵器蓋杯の年代観との違和感はみられない。

　図 490-13 は製塩土器であり、須恵質に近い焼成や形態からみて紀淡海峡を中心とした地域の資料に

類似しており、搬入品の可能性がある。覆土からの出土であるが TK23 型式併行期の須恵器・土師器資

料に伴うとみてよい。また、薄手の土師器片（図 490-14.15）が出土しているが、形態から見て製塩土

器と断定することはできない。ガラス小玉（図 491-12）、滑石製臼玉（図 491-13 ～ 15）いずれも覆土か

ら出土している。

S 区 SH1045（図 492）

　S 区南東部で検出した竪穴住居である。古墳中期から後期前葉の SH1033.1035、弥生終末期の SH1077

を切り込む。住居西辺の壁溝の一部と 4 基の主柱穴を確認したに過ぎず、竈等の付属施設を確認する材

料はない。4 主柱の配置から判断して、一辺が約 4m の方形住居に復元できる。

　出土遺物は主柱穴出土のものに限られるが、SP1522 より出土した須恵器蓋杯（図 492-1）から、本住

居は MT15 型式併行期に帰属するものと考えておく。
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S 区 SH1050（図 493）

　S 区 南 西 部 で 検 出 し た 竪 穴 住 居 で あ る。 弥 生 終 末 期 以 前 の SH1044.1059、 同 中 期 後 半 期 の

SB1104.1108、弥生前期埋没の SD1043 を切り込む。特に SD1043 の越流堆積物の上面に構築されており、

遺構検出が難航を極めた。住居北辺から東辺にかけての壁溝を検出しているが、西辺と南辺は攪乱坑に

よって滅失する。壁溝は弧状となるが、時期的にみて小型隅丸方形住居となる可能性が高い。
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図 493　S 区　SH1050　平・断面・出土遺物

　住居北辺部において竈の敷設を確認している。竈は燃焼部を中心に残存しており、置土による袖部を

もつ。燃焼部内の堆積状況は、最下層に炭化物層、中層に崩落した天井部と見られる焼土塊がみられる。

奥壁はオーバーハング気味に直立し、壁際に土師器甕の口縁部から胴部片が確認された。これらは二次
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焼成が破断面に及ぶことから、支脚や排煙調整用に転用されたものと考えられる。　

　覆土及び床面、竈からの出土した須恵器は概ね TK47 から MT15 型式併行期の時間幅を示すが、竈

に伴う須恵器蓋杯（図 493-7）や土師器甕（図 493-8）などから、本住居は古墳後期前葉の MT15 型式

併行期に帰属するものと考えておきたい。主柱穴 SP1697 から出土した須恵器平瓶又は長頸壷（図 493-

9）は混入品と考える。

S 区 SH1071（図 494）

　S 区北東部で検出した竪穴住居である。弥生終

末期の SH1068.1070、後期前半期の SK1014 を切

る。本住居西側の古代期の SH1039 との先後関係

や主柱穴は把握できておらず、直線的に延びる壁

溝の一部を確認したのみである。周辺遺構との先

後関係などから、概ね古墳後期と推定しておく。

S 区 SH1074（図 495）

　S 区北部で検出した竪穴住居であり、古代

期 の SH1067 に 切 ら れ、 弥 生 終 末 期 以 前 の

SH1038.1072 を切り込む。現地調査では住居南辺

と見られる壁溝を確認したに過ぎず、報告書作成

段階で主柱穴を推定した。図示する主柱穴と壁溝

との位置関係から、一辺が約 4m の方形住居を推

定しておきたい。

　覆土が残存しないため、時期決定に有効な遺物

は、南東隅の主柱穴 SP1317 から出土した須恵器

のみである。時期決定に必ずしも十分な資料とは

言えないが、須恵器蓋杯（図 495-1）の特徴から

古墳後期の TK43 型式を中心とした時期を想定し

ておきたい。

S 区 SH1079（図 496）

　S 区北東部で検出した竪穴住居であり、古代の

SB1112 に切られる。現地調査では住居南東部の

壁面の一部を確認したに過ぎず、整理作業段階で

主柱穴を推定した。現状から 4 基の主柱穴の主柱

穴をもつ一辺が約 6.6m の方形住居に復元できる。

　出土遺物は少量に留まるが、南東部床面から

出土した須恵器平瓶（図 496-1）や土師器杯（図

496-2）からみて、本住居は古墳後期末葉に帰属
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するものと考えておく。図 496-4 は住居南西部の覆土中から出土した翡翠製の大型勾玉片であり、時期

的に先行する遺構からの混入品である可能性が高い。

S 区 SH1087（図 497）

　S 区北東部で検出した竪穴住居である。北東隅の主柱穴が古墳時代後期の SB1113 に切り込まれるが、

報告書作成段階で壁溝・柱穴配置から存在を推定したことから、周辺遺構との前後関係は明確ではない。

長方形プランで組み合う 4 主柱を想定し、南東部の小溝は壁溝に相当すると考え、約 5 × 4m の長方形

の平面形を復元しておきたい。

　北西隅の主柱穴 SP1624 から出土した土師器高杯（図 497-4）は、内面に丁寧な削り調整が確認でき

ることから、本住居は古墳中期から後期前葉に帰属すると考えておきたい。
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S 区 SH1091（図 498）

　S 区南東部と R 区南西部に跨って検出した竪穴住居である。報告書作成段階で柱穴配置から推定した

ことから、周辺遺構との前後関係は明確にはできない。

　主柱穴からの出土遺物（図 498-1 ～ 4）の内、須恵器蓋杯（図 498-1.2）の形態から、本住居は古墳後

期前葉の帰属するものと推定しておきたい。

S 区 SH1092（図 499）

　S 区南東部で検出した竪穴住居である。報告書作成段階で柱穴配置から復元しており、周辺遺構との

切り合い関係は明確ではない。南西隅の攪乱坑の影響を被るが、4 主柱の方形住居と推定される。

　覆土・床面からの出土遺物の提示はできないが、主柱穴 SP1433 出土の高杯（図 499-1）や土師器甕

（図 499-3）の形態から、古墳後期前葉の TK47 型式併行期の所産と推定しておきたい。須恵器器台（図

499-2）は時期的に先行する遺構からの混入と考えられる。　

T 区 SH1009（図 500・501・502）

　T 区西部と V 区に跨って検出した竪穴住居である。住居北西部及び南東部を攪乱坑によって滅失す

るが、現状から約 4.9 × 4.5m の方形住居と考えられる。古墳後期の SH1011、に切られ、古墳後期前葉

の V 区 SH6005、弥生終末期の SH1008 を切り込む。4 主柱の柱構造をもち、住居西辺部中央に竈を敷
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図 500　T 区　SH1009　平・断面

設する。

　竈は、燃焼部から煙道部の張り出し部を確認したが、燃焼部の袖については明確に検出できなかった。

燃焼部床面から煙道部にかけては、小段を介して移行しており、現状の煙道部奥壁は急角度で立ち上が

る。床面には、住居南西部を中心に焼土・炭化材が集中してみられた焼失住居の状況を呈する。また、

炭化材・焼土より上位の埋没土にも焼土粒や炭化物が多く含まれることから、消失後の早期に埋め戻さ

れた可能性が高い。

　出土遺物の内、図 501-1 ～ 22 は覆土、図 501-23 ～ 28 は床面、図 501-29.28 は竈から出土した土器群

である。住居床面を中心に TK216 型式を中心とした古相を示す須恵器（図 501-27）・土師器（図 501-

14.24.25）が出土しているが、古墳後期中葉に下る須恵器蓋杯（図 501-1.2.4.5）も含まれている。消失後

の早期に埋め戻された状況を考慮すると、後者の須恵器蓋杯の存在を重視し、本住居は MT15 型式併

行期に廃絶したものと推定しておきたい。図 501-18 は薄手コップ形の製塩土器であり備讃Ⅴ式に比定

されるが、どの須恵器に共伴する資料なのか確定できない。

　図 501-21.22 は混入した弥生土器であり、図 501-21 は口縁端部の形態から備後地域からの搬入・模倣

土器、図 501-22 は内面に水銀朱が付着する把手付片口皿であり、「く」の字状口縁をもつ甕を半裁した

タイプの小破片と考えられる。
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T 区 SH1011（図 503）

　T 区西部で検出した竪穴住居であり、住居北辺部を古代から中世かけて条里型地割溝 SD1001.1016 に

切られ、古墳前期から弥生終末期の T 区 SH1028、1024.1093 を切り込む。住居中央部及び南部を攪乱

坑によって滅失するが、約 4.9 × 4.5m の隅丸長方形の住居と考えられる。主柱穴は東側の 2 基を確認し、

西側の攪乱坑内にもう 2 基想定することで、4 主柱を想定する。壁面際には、壁材と考えられる明瞭な

痕跡が確認された。

　覆土出土の須恵器蓋杯（図 503-3）や高杯（図 503-5）、床面出土須恵器蓋杯（図 503-9）などから、本

住居は TK209 型式併行期に廃絶したものと考える。図 503-8 は分銅型土製品であり、半裁竹管状の原

体による沈線と列点文が施されるもので、周辺の弥生後期の竪穴住居からの混入品である。

T 区 SH1013（図 504・505）

　南部で検出した竪穴住居である。現地調査で壁溝と埋土のみ認識し、報告書作成過程で復元したもの

である。弥生終末期の SH1008 を切り込むが、他の周辺遺構との切り合い関係は明確にはできなかった。

主柱穴は図示した 3 基に加えて、南東部の攪乱内にもう 1 基想定し、4 基に復元する。

　部分的に残る覆土・床面出土遺物は、弥生土器が多数を占め、少量の須恵器片を伴っている。いずれ

も小片であり、時期決定に有効とはいえない。ここでは主柱穴から出土した須恵器蓋杯（図 505-20）高

杯（図 505-21）から、本住居は TK10 型式併行期に帰属するものと考えたい。須恵器無蓋杯（図 505-16）は、

上層の古代溝からの混入品と考える。
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図 504　T 区　SH1013　平・断面

　弥生期の遺構からの混入資料ではあるが、他地域からの搬入・模倣土器がある。高杯（図 505-9）は

口縁部外面に縦位の棒状浮文を施し、棒状浮文を中心とした外面と口縁端部状面に赤彩を施す。縦位の

棒状浮文は、本地域に見られない属性であり、類例の提示はできないものの近畿地方からの影響と考え

ておきたい。複合口縁壷は、備後地域の弥生後期中葉の資料に類例がみられる。

T 区 SH1018（図 506・507）

　T 区中央部で検出した竪穴住居である。古墳前期前半期 SH1019 を切り込んで構築されているが、十

分な壁面の確認もできぬまま掘り下げてしまい、床面と壁溝の部分的な検出に止まった。貼床土の範囲

や土層断面から推定して、東西方向の短辺が 3.5m、南北方向の長辺側が 4m 以上の長方形プランをも

つ住居と考えられ、無主柱となる可能性が高い。北西部の床面には、焼土塊の集中箇所が検出されてお

り、位置が壁面際に想定されることから竈の可能性が高い。住居北西部の床面上には、炭化物塊と須恵

器・土師器片が散乱している状態で確認された。

　覆土出土遺物は、一部の混入品（図 506-9）を除いて、MT15 ～ TK10 型式併行と見られる資料（図

506-1.2）と TK47 型式とみられる資料（図 506-3.7）、TK23 型式（図 506-4）が混在した状況でみられる。

床面出土資料には須恵器がみられず、土師器高杯（図 506-10 ～ 14.20 ～ 25）二重口縁壺（図 506-17）は、

覆土から出土した土師器の中でも須恵器蓋杯（図 506-4）との共伴が推定できる。土師器と古相を示す
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図 505　T 区　SH1013　出土遺物

須恵器の年代観から、本住居は古墳中期の所産と考えておきたい。

　図 507-2 は結晶片岩製の柱状片刃石斧の刃部片である。図 507-3 は蛇紋岩製の大型勾玉の頭部片。図

507-4 は棒状の鉄片であり、断面形は部位によって異なり平面形もやや歪みをみせるなどの特徴がみら

れるが、器種の特定はできない。

T 区 SH1020（図 508・509）

　T 区東部と S 区に跨って検出した竪穴住居である。住居西部を古代以降の SD1010 や SX1008、南部

を SD1029 によって滅失するが、5 × 6m 程の長方形プランをもつものと見られる。図示した 4 基の主

柱穴をもち、北辺中央に竈を敷設する。

　竈は燃焼部と袖部、燃焼部と煙道部境の奥壁が残存する。西側袖部は、後世遺構によって一部滅失する。

燃焼部を土坑状に掘り込み、置土によって構築する。西側袖部の置土中には、炭化物・土器片を多く含

む。袖部の内側の壁面は、中位から上位にかけて被熱による硬化面が観察され、東側の袖部の方が顕著

である。奥壁の被熱はあまり見られず、同西側に部分的に観察される。燃焼部の埋没土の状況は、床面
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直上に基本層序Ⅳ層に由来した小ブロックを含むシルトが 10㎝程見られ、床面中央の砂岩礫の支脚は

本層上面から据え置かれている。竈機能時に生じる炭化物を殆ど含まない点からみて防湿か床面の高さ

調整の目的で敷設された埋土と考えられる。その上位には焼土塊を多く含む層準が燃焼部一面に広がり、

崩落した天井部と見られる。

　更にその上位には、ほぼ完形の土師器甕が破片化した状態でまとまって出土した。この土師器甕は、

崩落した天井部を多く含む土層より上位にあることから、機能時のものがそのまま遺棄されたのではな

く、住居廃絶に伴って意図的に廃棄されたものと考えられる。

　出土遺物の中で、図 509-8 ～ 10 は上層の古代期の溝からの混入品と考えられる。他の須恵器はかな

りの時間幅がみられるが、ここでは残存率が高い須恵器高杯（図 509-15.16）や竈出土の土師器甕（図

509-25）の形態から、本住居は TK209 型式併行期に帰属するものと推定しておきたい。

T 区 SH1093（図 510）

　T 区北西部で検出した竪穴住居である。調査区西壁付近で検出した直線的に延びる小溝を住居西辺の

壁溝とし、柱穴深度及び埋没土から SP1159.1192 を主柱穴として復元した。古墳後期の SH1011 切られ

るが、弥生終末期以前の SH1024.1028 との先後関係は掴めていない。

　出土遺物が少量に止まるが、弥生土器に混じって主柱穴 SP1159 出土遺物に土師器高杯脚（図 510-3）

がみられることから、本住居は古墳中期から後期前葉に帰属するものと推定しておきたい。
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図 512　V・U・W・Z 区　平面
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図 513　Ｕ区　SH5001　平・断面・出土遺物

T 区 SH1094（図 511）

　T 区西部で検出した竪穴住居である。報告書作成段階で柱穴配置や部分的に検出した壁溝から推定し

ており、周辺遺構との切り合い関係は明確ではない。図示した 3 基の柱穴に加えて北西部の攪乱坑内に
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図 515　Ｕ区　SH5008　平・断面・出土遺物

もう 1 基推定し、4 主柱を想定した。壁溝とした小溝は、主柱穴 SP1274 との位置関係から、ベッド状

遺構に伴う遺構である可能性も考えられる。

　出土遺物は主柱穴から出土した資料に限られ、図化可能なものは弥生土器のみであるが、須恵器蓋杯

の小片が含まれている。詳細な時期決定に課題を残すが、周辺遺構の状況から、本遺構は古墳時代後期

に帰属するものと推定しておきたい。
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図 517　V 区　SH6003　出土遺物（2）

Ｕ区 SH5001（図 513）

　U 区北西部で検出した竪穴住居である。島状に残された遺構面の西端において北東隅部の壁溝及び約

東半分の床面を確認している。主柱穴は図示する 4 主柱に復元することができ、壁溝との位置関係から

一辺が約 5m の方形住居に復元できる。床面には厚さ約 10㎝を測る貼床土が見られ、床面のほぼ中央

に被熱による小規模な赤色に硬化した箇所が存在しており、地床炉と捉える。時期的に見て、住居西辺

部や北辺部に竈の敷設が想定されるが、攪乱坑の存在により判断することができない。

　出土した須恵器（図 513-1 ～ 5）や土師器（図 513-10 ～ 17）からみて、本住居は TK23 型式併行期に

帰属するものと推定しておきたい。図 513-23 は、滑石製臼玉であり、床面から出土した。
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図 518　V 区　SH6005　平・断面・出土遺物

Ｕ区 SH5005（図 514）

　U 区西端で検出した竪穴住居である。東辺と南辺部が攪乱坑によって滅失するなど、西側は 28 次調

査地へ伸びている。住居北側の壁溝と主柱の位置関係から、一辺が約 5m の方形住居と想定できるが、

詳細規模や主柱配置の妥当性は、今後の報告に委ねられる点が大きい。

　図 514-1 ～ 7 は覆土、図 514-8 ～ 10 は床面から出土した土器群である。須恵器蓋杯の一部に古相を示

す資料（図 514-1.8）がみられるが、伴う土師器甕の形態とヒアタスが生じる。ここでは須恵器蓋杯（図

514-2.10）形態から、本住居は TK10 型式に廃絶したものと推定しておきたい。図 514-18 は、弥生期か

らの混入品と考えられる結晶片岩製柱状片刃石斧の完形品である。
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Ｕ区 SH5008（図 515）

　U 区北部で検出した竪穴住居である。攪乱坑により、東西方向で帯状に残された遺構面で検出してお

り、住居北西部の確認にとどまる。北辺部の壁溝の方向に違和感がみられるが、図示した主柱配置との

位置関係から、約 4 × 5m 隅丸長方形の竪穴住居として復元する。床面中央には、地床炉と考えられる

落ち込みがあり、焼土・炭化物が集中して検出された。

　覆土からの出土土器（図 515-1 ～ 5）は、弥生土器で占められるが、主柱穴 SP5014 から須恵器平瓶（図

515-7）が出土していることから、本住居は古墳後期以降に帰属すると考えられる。詳細な時期決定に

課題を残すが、地床炉を伴う点から考えて古代期に属するとは考えがたいため、概ね TK209 型式併行

期の所産と推定しておきたい。

V 区 SH6003（図 516・517）

　V 区西側の中央部で検出した竪穴住居である。中世の条里型地割坪界溝 SD6001、古代の SH6001、

古墳後期の SH6006 に切られ、弥生中期後半の SH6017 を切り込む。住居東辺の壁面と南辺の壁溝を確

認したが、北辺と西辺を周辺遺構の切り合い関係によって失っている。図示する 4 主柱と南・東側壁

面の位置関係から、一辺が約 6.7m の方形住居に復元することができる。各主柱穴は、柱材の抜き取り

が行われており、柱痕が確認できる SP6015.6017 を参考にすると、径 10 ～ 15cm の柱材を想定できる。

また、南西隅柱の SP6012 には根石が確認された。

　図 516-1 ～ 7 は主柱穴、図 517-1 ～ 25 は床面、図 517-26 ～ 30 は貼床土からの出土土器である。床面

出土土器には、須恵器甕（図 517-10.11.26）須恵器蓋杯（図 517-2）など TK216 型式まで遡る資料や、

時期的に TK43 型式まで下る須恵器蓋杯（図 517-4.5）がみられるなど、混在した様相を示す。ここでは、

北東隅主柱 SP6018 から出土した須恵器蓋杯（図 516-1.2）や周辺遺構との先後関係から、本住居は古墳

後期の TK43 型式併行期に帰属するものと考えておきたい。図 516-8.11 はガラス小玉、図 516-9.10 は滑

石製臼玉である。
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図 521　V 区　SH6007　平・断面・出土遺物

V 区 SH6005（図 518）

　V 区西部で検出した竪穴住居であり、SH6001.6004.6006.T 区 SH1009 に切られる。周辺遺構との先後

関係や攪乱坑の影響で、住居北西部の壁面のみの確認となるが、図示した 4 基の主柱穴との位置関係か

ら、一辺が約 5m の方形住居に復元できる。壁溝は、幅約 0.5m を測りもので、通有の住居と比較して

広いものである。また、竈の敷設については、判断する材料に乏しい。

　図 518-1 ～ 4.13.14 は床面、図 518-5 ～ 12 は主柱穴からの出土土器である。床面出土の須恵器蓋杯（図

518-1）の形態や SH1009 との先後関係を考慮すると、本住居は TK23 型式併行期に帰属すると考えら

れる。時期的にみて、滑石製臼玉（図 518-13.14）は、共伴遺物とみてよいだろう。

V 区 SH6006（図 519・520）

　V 区西部で検出した竪穴住居であり、住居北部を中世の条里型地割坪界溝 SD6001、同古代の SD6002

に切られ、住居南部で古墳後期の SH6003.6005 を切り込む。北部の形状は不明ながら、残存部から推測

して一辺が約 5.3m の方形住居に復元できる。主柱穴は 4 基と推定されるが、後世の遺構との切り合い

関係によって、北西隅柱と南東隅柱のみが残存する。住居南東部では、貼床下位において壁溝とは別の

床土敷設に伴う地形に伴う幅が広い溝が見られる。

　図 519-1 ～ 12 は覆土、図 519-13 ～ 20 は床面・壁溝から出土した資料である。覆土から出土した須恵
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器長頸壺（図 519-5）平瓶（図 519-6）

を除き、他の資料は、TK23 型式から

TK43 型式までの資料を含んでいる。

TK43 型式併行期とみられる SH6003

を掘り込む点を考慮すれば、須恵器蓋

杯（図 519-4）土師器甕（図 519-18）

の形態から、本住居は TK43 型式から

TK209 型式併行期に帰属するものと

考えておきたい。

　図 520-2 は結晶片岩製の柱状片刃石

斧片、図 520-3 は流紋岩製の手持砥石

である。図 520-4 は砂岩製の有溝石錘

であるが、床面から出土しているもの

の、本住居に伴うものかどうかの判断

は難しい。

V 区 SH6007（図 521）

　V 区西部の SH6003 の下層で検出し

た竪穴住居である。SH6003 の貼床土

を除去すると、4.7 × 4.5m の隅丸長方

形のプランが検出された。主柱穴は 2

基であり、本遺跡における古墳時代の住居の中では希少な事例となる。SH6003 に削平された結果、壁

面は約 10㎝しか残存していないが、幅が狭い壁溝が部分的に検出された。

　図 521-1 ～ 3 は床面、図 521-4 ～ 10 は主柱穴出土遺物である。主柱穴 SP6029 出土の須恵器蓋杯（図

521-4）の形態から、本住居は TK43 型式併行期に帰属すると考えられ、上位に存在する SH6003 との

顕著な時間差は認められない。

V 区 SH6008（図 522）

　V 区東部で検出した竪穴住居である。北東隅部とみられる壁溝が T 区側へ伸びるが、T 区側での確

認は行えていない。SP6076 を北西隅の主柱として 4 主柱を想定すれば、一辺が約 4m の小形方形住居

となる。

　床面から古墳前期の土師器広口壷（図 522-1）が出土しているが、主柱穴 SP6076 の出土遺物には須

恵器蓋杯小片が含まれている。いずれも時期決定に耐えられるものではないが、周辺遺構の状況から判

断して、本住居は古墳後期に帰属するものと推定しておきたい。

V 区 SH6009（図 523）

　V 区西部で確認した竪穴住居である。住居北部を中世の条里型地割坪界溝 SD6001 によって掘り込ま

れ、古墳後期の SH6003 を切る。壁面と壁溝は、東辺部のみで確認可能であったが、図示した主柱穴と
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図 523　V 区　SH6009　平・断面・出土遺物
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の位置関係を考慮すると、一辺が約 7m の大形方形住居に復元できる。

　図 523-1 ～ 7 は床面、図 523-8 は主柱穴 SP6057 からの出土資料である。床面出土の須恵器蓋杯（図

522-2）の形態から、本住居の帰属時期を TK10 型式併行期に推定しておきたい。
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図 526　V 区　SH6021　平・断面・出土遺物

V 区 SH6010（図 524）

　V 区北東隅部と T 区に跨って検出した

竪穴住居である。竈を中心とした住居北

辺部を検出したのみであり、大半を攪乱

坑によって滅失する。主柱穴北西隅柱を

SP6139、北東隅柱を SP6142 と推定してい

るが、後者は竈袖部に近接していることか

ら、除外して捉えるべきかもしれない。

　竈は、燃焼部から北へ伸びる煙道部が残

存しており、置土による袖部が確認できる。

現状での袖部高は約 10 ｃｍであり、上部

の大半が削平されている。燃焼部から煙道

部にかけての床面はほぼ平坦であり、奥壁

を介さずに接続しており、本遺跡の 7 世紀

以降にみられる煙道部と共通している。燃

焼部床面の上位には、炭化物・焼土塊を含

む機能時の堆積層が確認でき、焚口には崩

落した天井部と見られるやや大振りの焼土

塊がまとまった状態で出土した。また、西

側袖部前面には、土師器甕（図 524-3.4）が、
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図 527　W 区　SH4001　平・断面・出土遺物

煙道部奥には土師器甕がまとまって廃棄されていた。

　竈前庭部付近の床面から出土した須恵器蓋杯（図 524-1）の形態から、本住居は TK209 型式併行期の

所産と考える。図 524-10 は窪みをもつ円盤状の土製品であり、機能は不明である。
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図 528　W 区　SH4004　平・断面・出土遺物

V 区 SH6015（図 525）

　V 区北西部で検出した竪穴住居である。大

半が 28 次調査地となり、上面を中世の条里

型地割坪界溝である SD6001 によって削平さ

れるなど遺存状況は極めて悪く、住居南東隅

の一部を検出したに過ぎない。

　出土遺物は、弥生時代中期後半の土器が見

立つが、備讃Ⅴ式の薄手コップ形の製塩土器

の小片（図 525-5）が見られることから、古

墳時代後期前葉頃の所産と推定されるが、時

間的な位置付けは今後の報告に委ねる部分が

大きい。

V 区 SH6021（図 526）

　V 区北西部で検出した竪穴住居である。中

世の条里型地割坪界溝である SD6001 と攪乱

坑によって大きく削平を受けていたが、現地

調査において調査区北壁面で竪穴住居の埋没土の一部を確認していることから、報告書作成時に主柱穴

を想定した。調査範囲外を含めて 4 主柱を復元しておくが、妥当性及び詳細は 28 次調査の報告に譲り

たい。

　主柱穴 SP6081 から出土した土師器高杯（図 526-1.2）や土師器甕（図 526-3）の形態から、本住居は

古墳中期末から後期前葉に位置付けられる可能性が高い。

W 区 SH4001（図 527）

　W 区北西隅で検出した竪穴住居である。住居南東隅部を検出したにすぎず、大部分が 27 次調査区に

含まれる。位置関係から SP4123 を南東隅の主柱穴として提示し、今後に備えておきたい。

　図 527-1 ～ 13 は覆土、図 527-14 ～ 16 は床面からの出土遺物である。覆土出土の須恵器鉢（図 527-2）

は 7 世紀後半に下る資料とみられるが、須恵器蓋杯（図 527-1）や土師器甕（図 527-16）の特徴からみて、

本住居は TK47 型式併行期に帰属すると判断しておきたい。

W 区 SH4004（図 528）

　W 区西部で検出した竪穴住居である。住居南西隅部を検出したにすぎず、大部分を攪乱坑で滅失する。

壁溝が確認できないなど材料不足は否めないが、貼床土と考えられる土層や平面形から竪穴住居として

報告する。

　図 528-1 ～ 4 は出土遺物である。須恵器蓋杯（図 528-1.2）は概ね TK47 型式併行期と推定される資料

である。薄手コップ型の製塩土器（図 528-4）は備讃Ⅴ式に比定されるものであり、須恵器蓋杯の年代

観とも符合しており、本住居に伴う資料と考えてよいだろう。



－　　－122

4081

竈

7426

x=135856

b

b’

c

c’

a

a’

d

d’

y=25208

SP4081

23.6
a

a’

1
2

4
3

23.6
b

b’

4
6

5

1
2

7

8
3

23.6
c

c’

１
２

SP7426

23.6
d

d’

１
 

茶
褐
色
粘
質
土

２
 

現
代
の
撹
乱

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
焼
土
小
塊
多
い
）　

竈
上
部
の
土

２
 

淡
灰
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
（
わ
ず
か
に
炭
粒
を
含
む
）  　

竈
内
の
灰
層

３
 

淡
赤
褐
色
粘
質
土
（
５
が
彼
熱
で
赤
変
）　

竈
床
面

４
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土
　
SH

埋
土

５
 

濁
黄
灰
色
シ
ル
ト
　
地
山

６
 

濁
茶
灰
色
混
細
砂
粘
質
土
　
SH

貼
床
層

７
 

淡
茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土

８
 

茶
灰
色
砂
礫
（
1
～

10cm
大
の
亜
円
礫
多
い
）　

地
山
　

１
 

茶
褐
色
混
細
砂
粘
質
土（

わ
ず
か
に
焼
土
粒
を
含
む
）　

２
 

濁
黄
灰
色
シ
ル
ト
　
貼
床
の
可
能
性
あ
り

３
 

濁
茶
黄
色
混
細
砂
粘
質
土
　
貼
床
の
可
能
性
あ
り

４
 

茶
黄
色
シ
ル
ト

3

4
床面

5

6

7
8

（備讃Ⅵ式）

（備讃Ⅳ式）

1

2
9

10 11

12

13
（備讃Ⅳ式）

9･10･13：SP4081
11･12：SP5163

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

図 529　W 区　SH4007　平・断面・出土遺物

W 区 SH4001（図 527）

　W 区北西隅で検出した竪穴住居である。住居南東隅部を検出したにすぎず、大部分が 27 次調査区に

含まれる。位置関係から SP4123 を南東隅の主柱穴として提示し、今後に備えておきたい。図 527-1 ～

13 は覆土、図 527-14 ～ 16 は床面からの出土遺物である。覆土出土の須恵器鉢（図 527-2）は 7 世紀後

半に下る資料とみられるが、須恵器蓋杯（図 527-1）や土師器甕（図 527-16）の特徴からみて、本住居

は TK47 型式併行期に帰属すると判断しておきたい。

W 区 SH4004（図 528）

　W 区西部で検出した竪穴住居である。住居南西隅部を検出したにすぎず、大部分を攪乱坑で滅失する。

壁溝が確認できないなど材料不足は否めないが、貼床土と考えられる土層や平面形から竪穴住居として

報告する。図 528-1 ～ 4 は出土遺物である。須恵器蓋杯（図 528-1.2）は概ね TK47 型式併行期と推定さ
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図 530　Z 区　SH7002　平・断面・出土遺物

れる資料である。薄手コップ型の製塩土器（図 528-4）は備讃Ⅴ式に比定されるものであり、須恵器蓋

杯の年代観とも符合しており、本住居に伴う資料と考えてよいだろう。

W 区 SH4007（図 529）

　W 区東端で検出した竪穴住居であり、古墳中期の N 区 SH7002 を掘り込む。南西部の床面を中心に

検出しているが、推定した 4 主柱の配置から、一辺が約 4m の小型方形住居として復元しておく。住居

西辺の中央部に竈が敷設されている。竈は、燃焼部から煙道部の一部が残存しており、北半分は攪乱坑

で滅失する。袖部の検出は行えていない。燃焼部から煙道部は、高さ 10㎝ほどの段差をもって接続し

ており、燃焼部奥では崩落した天井部とみられる焼土塊が多く見られた。

　図 529-1 ～ 8 は床面、図 529-9 ～ 13 は主柱穴からの出土資料である。床面から出土した須恵器蓋杯（図

529-1.2）や肩の張る須恵器平瓶（図 529-3）、主柱穴 SP4081 から出土した須恵器高杯（図 529-9）の形

態からみて、本住居は TK209 型式併行期に帰属するものと考えておきたい。図 529-6 は備讃Ⅵ式に比

定される製塩土器であり、口縁部外面に平行タタキがみられる。脚台式末期の備讃Ⅳ式新段階に比定さ

れる製塩土器（図 529-8.13）は、須恵器との年代が離れすぎており、混入品と考えられる。

Z 区 SH7002（図 530）

　Z 区北部で検出した竪穴住居である。本遺構周辺はⅢ層が厚く堆積し遺構検出が難航し、壁面の検出

を行うことができなかった。資料提示は、床面と竈の一部にとどまらざるを得ない。主柱穴として提示
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図 531　Z 区　SH7004・SH7007　平・断面・出土遺物
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図 532　Z 区　SH7005　平・断面・出土遺物（1）
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図 533　Z 区　SH7005　出土遺物（2）

する SP7012 は、竈を中心に推定したものであり、全体で 4 主柱の柱構造となる可能性が高いと考えら

れる。

　竈は、燃焼部床面に相当する焼土面は、長軸約 0.5m 短軸約 0.3m の範囲に認められ、北西部に支脚

と考えられる拳大の砂岩礫に伴い須恵器高杯蓋（図 530-10）・土師器杯（図 530-11）が出土した。
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図 534　Z 区　SH7006　平・断面・出土遺物

　図 530-1 ～ 9 は、覆土として取り上げた遺物であるが、前述した調査状況を考えると、本遺構への帰

属が不確定な資料と考えられる。時期決定については、竈から出土した須恵器高杯蓋（図 530-10）や土

師器杯（図 530-11）を重視し、本住居は TK47 型式併行期に廃絶したものと推定しておきたい。

Z 区 SH7004（図 531）

　Z 区南東部で検出した竪穴住居であり、住居北側を攪乱坑で滅失する。南東隅の主柱穴は、古代期の

SP7041 によって失われているが、現状から推定して 4 基の主柱穴をもつ一辺が約 5m の方形住居に復

元できる。また、北辺部が失われているため、竈の存在は不明となる。壁面は約 0.2m 残存しており、

壁際に壁材痕と考えられる変色部分がみられる。

　図 531-1 ～ 9 は覆土、図 531-10 ～ 12 は床面、図 531-13 は壁溝からの出土資料である。覆土出土資料

に時間幅が認められるが、床面から出土し天井部に矮小な範囲に回転ヘラ削りを認める須恵器蓋杯（図

531-10）や、須恵器無蓋高杯（図 531-11）から、本住居は TK209 型式併行期に廃絶したものと考えて

おきたい。壁溝出土の滑石製臼玉（図 531-13）は混入品と考えられる。

Z 区 SH7007（図 531）

　Z 区南東部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH7004 に掘り込まれる。報告書作成段階で柱穴

配置から復元した建物である。南側に 2 主柱を想定し、全体で 4 主柱を配置する方形住居と考える。
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図 535　Z 区　SH7008・SH7009　平・断面・出土遺物

　出土遺物には、北西隅の主柱穴 SP7037 から出土した須恵器高杯（図 531-14）があり、本住居は

TK47 型式併行期に帰属するものと推定しておきたい。

Z 区 SH7005（図 532・533）

　Z 区南西部で検出した竪穴住居である。弥生中期後半期の SD7001.SK7003 を切り込み、古墳時代後

期の SH7012 に掘り込まれる。住居北西隅と南東隅を攪乱坑によって滅失するが、図示する 4 主柱を配

置する一辺が約 4m の方形住居と考えられる。壁面は約 0.3m 残存しており、壁材痕が明瞭にみられる。

貼床土は、約 15㎝の層厚で全域に施されており、微細な炭化物をやや多く含む。
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図 536　Z 区　SH7013　平・断面・出土遺物

　住居西辺部中央には竈が敷設されている。竈は燃焼部のみ残存しており、前庭部と燃焼部北側の袖部

は、上位からの柱穴によって失う。南側の袖部は、黄色粘土の微細ブロックを多く含むシルトから成る

置土によって構築されており、内側及び燃焼部床面が被熱により硬化している。床面には、南西部を中

心に須恵器・土師器などがまとまって廃棄されていた。

　図 532-1 ～ 5 は主柱穴、図 533-1 ～ 22 は覆土、図 533-23 ～ 32 は床面からの出土した土器群であ

る。覆土出土の土師器杯（図 533-13）は、8 世紀代に下る資料であるが、それ以外の須恵器・土師器は

TK47 型式比定され、本住居の廃絶時期を示す資料と考える。図 533-21.22 は薄手コップ形の製塩土器

であり、備讃Ⅴ式に比定される。床面出土の土師器椀形高杯（図 533-30）は杯部と脚部の接合部分が肉

厚となるもので、当該期の特徴を良好に表している。滑石製臼玉（図 532-6 ～ 9）は全て覆土中から出

土しているが、時期的にみて混入品の可能性が高い。

Z 区 SH7006（図 534）

　Z 区南西部で検出した竪穴住居である。現地調査で部分的に残存する覆土と貼床土を確認し、報告

書作成段階で主柱穴を推定して復元した建物である。古墳時代後期の SH7013 に切られ、弥生中期の

SK7002.7005 を切る。

　図 534-1 ～ 4 は覆土から、図 534-5 ～ 9 は主柱穴から出土した資料である。主柱穴 SP7038 から出土

した須恵器杯（図 534-6）は、7 世紀後半代に下る可能性があるものの、須恵器蓋杯（図 534-1 ～ 3.5）

高杯脚（図 534-8）などの特徴から、本住居は古墳後期前葉の TK47 型式併行期に帰属するものと考え

たい。
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図 538　Ⅰ -2 区　SH2001　竈平・断面・出土遺物

Z 区 SH7008（図 535）

　Z 区南部で検出した竪穴住居である。住居覆土は確認できていないが、明瞭な立柱痕跡が認める柱穴

が分布することから、報告書作成段階で推定した建物である。

　図 535-1 ～ 4 は主柱穴からの出土遺物である。須恵器蓋杯（図 535-1）甕胴部片（図 535-2）は 5 世紀
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図 539　Ⅰ -2 区　SH2003　平・断面・出土遺物

代に遡る資料とみられるが、住居方位や主柱穴の埋没土が隣接する SH7004 に類似する点を重視し、本

住居は TK209 型式併行期に位置付けられるものと考えておく。SP7014 から出土した混入品と考えられ

る弥生土器の甕（図 535-4）は口縁部外面に粘土帯を貼り付ける特徴をもち、土佐地域からの搬入・模

倣土器と考えられる。

Z 区 SH7009（図 535）

　Z 区南部で検出した竪穴住居である。SH7008 と同様に、報告書作成段階で柱穴配置から推定した建

物である。主柱穴は北西部の攪乱坑の部分に想定することで、4 主柱と考える。

　図536-5～6は主柱穴出土遺物である。SP7033から出土した須恵器蓋杯（図535-5）や住居方位からみて、

本住居は古墳後期前葉の TK47 型式併行期に帰属すると推定しておきたい。

Z 区 SH7013（図 536）

　Z 区南西部で検出した竪穴住居である。報告書作成時に柱穴配置から復元した建物である。4 主柱を

想定しており、北西隅柱 SP7072 は古墳後期前葉の SH7006 の主柱穴 SP7082 を掘り込む。また、主柱

穴の規模が他の竪穴住居と比較して大きいことや、南北方向の柱間が短いなど、掘立柱建物となる可能

性もある。

　図536-1～8は主柱穴からの出土遺物である。SP7044から出土した須恵器蓋杯（図536-1.3）の形態から、

本住居は古墳後期の TK43 から TK209 型式併行期に帰属すると考えておきたい。図 536-8 は、SP7054

から出土した土師質の小破片で、製塩土器の可能性があるが型式を特定できない。

Ⅰ -2 区 SH2001（図 537・538）

　Ⅰ -2 区東部とⅡ -1 区西部に跨って検出した竪穴住居である。弥生前期埋没の SD4002、弥生中期後

半期の SB2002.2003.1002 を切り込む。また、柱穴配置から復元した古墳中期の SH2003 との先後関係は

明確ではない。平面形は、約 7m × 6.1m の長方形を呈し、図示した 4 主柱の柱配置を行い、住居北西
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図 540　Ⅰ -2 区　SH2004　平・断面・出土遺物

辺部中央に竈を敷設する。住居壁面は約 25㎝残存しており、全体に貼床土が確認できる。南西部の構

築面が砂礫層（Ⅴ層）となるためか、その部分の貼床土が厚く敷設されている。

　竈は、袖部を置土によって構築されており、燃焼部から北西側に若干張り出す煙道部が僅かに残存す

る。層位関係から、貼床土を敷設した後に竈の構築を行ったことが推定できる。燃焼部の下面に壁溝が

検出されなかったことから見て、移設等の改修は想定しにくい。燃焼部から煙道部へは緩やかな斜面で

接続しているが、現状の煙道部の長さからは、大部分が削平により消滅したと考えられる。燃焼部内に

は、崩落天井部と見られる焼土塊が多くみられ、焼土塊の下位の機能時の堆積層には炭化物が目立たず、

袖部内側や底面の被熱痕は顕著ではなかった。

　出土土器の内、図 538-1 ～ 3 は埋没土、図 538-4 ～ 13 は床面、図 538-14 ～ 16 は壁溝、図 538-16.17

は貼床土からそれぞれ出土した資料である。図 538-19 ～ 23 の滑石製臼玉や石器類は、年代的に本住居

に伴う資料とは考えられない。図 538-11 は製塩土器であり、備讃Ⅵ式に比定される。図 538-12 は備讃

Ⅳ式新段階の製塩土器脚台片であるが、古墳前期の混入品と考えられる。外底面ヘラ切り調整の須恵器

蓋杯（図 538-13）が年代的に下る可能性があるが、須恵器蓋杯（図 538-4）の形態から、本住居は古墳

後期 TK43 型式併行期に帰属するものと推定しておきたい。

　図 538-23 は床面から出土した安山岩製砥石である。
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図 541　Ⅰ -2 区　SH2006　平・断面・出土遺物

Ⅰ -2 区 SH2003（図 539）

　Ⅰ -2 区北東部で検出した竪穴住居で、弥生前

期埋没の SD4002 を切り込む。大半が攪乱坑で滅

失するが、住居南西隅部とみられる壁溝及び壁

面、その内側にベッド状遺構が辛うじて残存して

いる。現状で主柱穴の確認はできない。図 539-1

～ 3 は出土遺物であり、全て床面上から出土した。

図 539-1.2 土師器甕であり、口縁部形態からみて

後者が型式学的に新しい様相を示す。緑色片岩製

の両刃石斧（図 539-4）は、断面が円筒形に近い

資料であり、明らかな混入品と考えられる。土師器甕（図 539-2）の口縁部形態から、本住居は古墳後

期前葉の所産と推定しておきたい。図 576-3 は、混入品の弥生土器の甕口縁部片。内面に水銀朱の付着

が確認されることから、甕半裁による朱精製容器である把手付広片口皿となる可能性が高い。



－　　－135

2088

2090

2068

2017

x=135816

y=25237

dd’

c

c’

b

b’

a

a’

23.8
c c’

1 
2

SP2090

23.8
a a’

1 
2

2

SP2068

1 

23.8
b b’

1 22

SP2017
1 

23.8
d d’

1 
22
33

SP2088

1 

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
２ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック
（地山塊含む）

２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック

１ 10YR3/1 黒褐色粘土（地山塊少量含む）
２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊含む）
３ 10YR4/4 褐色粘土ブロック

１ 10YR2/1 黒色粘土ブロック
（地山塊含む）

２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
（地山塊含む）

0 2ｍ

（1/60）

1 2

1：SP2068
2：SP2088

0 10cm

土器（1/4）

0 5cm

石器（1/2）

図 543　Ⅰ -2 区　SH2008　平・断面

Ⅰ -2 区 SH2004（図 540）

　Ⅰ -2 区北西部で検出した竪穴住居である。住居壁面は削平されており、柱穴配置から竪穴住居とし

て復元する。南西隅の主柱穴を近代の溝によって滅失するが、残る 3 基の主柱は、裏込土に砂礫を多く

含み黒色系粘土の柱痕をといった共通する埋没土をもつ。

　出土遺物は主柱からの資料に限られる。時期決定に必ずしも良好な資料とは言えないが、北西隅主柱

穴 SP2056 から出土した土師器高杯（図 540-2）の形態から、本住居は古墳後期前葉に帰属すると考え

ておきたい。

Ⅰ -2 区 SH2006（図 541）

　Ⅰ -2 区北東部で検出した竪穴住居であり、現地調査の段階において柱穴配置から復元した。主柱穴

の方位が、周辺の古墳後期の住居に合致することや、主柱穴 SP2032 から出土した須恵器ハソウ（図

541-2）の特徴から、概ね TK43 型式併行期を前後する時期の所産と推定しておく。

Ⅰ -2 区 SH2007（図 542）

　Ⅰ -2 区南東部で検出した竪穴住居である。調査区南壁際で、住居北辺部の壁溝の一部を確認しており、

大部分が調査区外となる。

　壁溝が直線的に延び、その方向が周辺の古墳時代に属する住居方位とほぼ合致することや、古墳後期

中葉の SH1020 に掘り込まれる点を考慮すると、古墳時代後期前葉の帰属する可能性が高い。
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図 544　Ⅰ区　平面　
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図 545　Ⅰ -3 区　SH3001　平・断面
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図 546　Ⅰ -3 区　SH3001　出土遺物

Ⅰ -2 区 SH2008（図 543）

　Ⅰ -2 区北東部で検出した竪穴住居である。壁面は削平されており、報告書作成段階で柱穴配置から

復元したものである。主柱穴の方位は周辺の古墳時代中・後期の竪穴住居と同じく、西へ 60°振ったも

のであることや、西隅主柱穴 SP2068 から出土した須恵器蓋杯（図 543-1）形態から、古墳時代後期中

葉の所産と推定しておきたい。

Ⅰ -3 区 SH3001（図 545・546）

　Ⅰ区北部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH3012.3019 を掘り込む。平面形は、一辺が約 5.7m

の方形を呈し、図示した 4 基の主柱穴を配置する。住居北隅の一部を除いて大きく削平されているため、

貼床土と壁溝が辛うじて残存している。

　住居西辺の中央部には、焼土・炭化物がまとまって検出されており、竈の残欠と判断できる。袖部と

煙道部は確認できず、燃焼部床面と前庭部の炭化物の掻き出しが残存しているとみられる。竈の正面側

となる東辺部の壁際では、円形土坑（SP3158）を検出した。円形土坑（SP3158）は、位置的にみて住

居の出入口に関係した付設土坑である可能性が高い。また、南西隅の主柱穴の西側に壁溝から派生する

小溝があり、ベッド状遺構など間仕切りに伴う施設が存在していた可能性が高い。

　出土遺物の内、図 546-1 ～ 3.5 は床面、図 546-4.6 ～ 8 は竈から出土した土器群である。床面から出土

した須恵器蓋杯（図 546-1.3）は、古墳後期中葉に下る資料であるが、竈に伴う須恵器蓋杯（図 546-7）

や土師器高杯（図 546-6）を重視し、本住居は古墳後期前葉に帰属すると推定しておきたい。

　竈を中心とした床面からは、碧玉製管玉（図 546-19）・滑石製臼玉（図 546-8 ～ 17）・土玉（図 546-

20）が出土している。図 546-18 は緑色凝灰岩製であり、管玉の砕片となる可能性が高い。

Ⅰ -3 区 SH3003（図 547）

　Ⅰ区北部で検出した竪穴住居である。住居北辺部と東辺部とみられる L 字形の壁溝及び立ち上がり

を辛うじて検出し、主柱穴を推定して復元した。壁溝と主柱穴との位置関係から、一辺が約 6 ～ 7m の
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図 547　Ⅰ -3 区　SH3003　平・断面・出土遺物

方形住居として捉える。竈の存在は確認していないが、遺存状態が著しく悪いため、既に削平された可

能性も考えられる。

　出土遺物は少量であるが、住居北西部で古墳後期前葉の SH3001 に掘り込まれる点で、床面から出土

した須恵器蓋杯（図 547-1）や土師器甕（図 547-3）の形態から、古墳後期前葉の所産と推定しておきたい。
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図 549　Ⅰ -3 区　SH3005　平・断面

Ⅰ -3 区 SH3004（図 548）

　Ⅰ区北部で検出した竪穴住居である。島状に残る

遺構面の東端で検出しており、大半が攪乱坑で滅失

する。現存する箇所は住居南西隅を中心としている

とみられ、主柱穴 SP3024 との位置関係から、一辺

が約 5m の方形住居に復元する。

　埋没土からは須恵器・土師器片（図 548）が出土

している。必ずしも時期決定に良好な資料とはいえ

ないが、細かなタタキ目を施し内面の青海波文を丁

寧に擦り消す須恵器甕（図 548-1）や丁寧なヨコナ

デ調整を行う土師器高杯脚端部（図 548-3）から、

本住居は古墳後期前葉の所産と推定しておきたい。

Ⅰ -3 区 SH3005（図 549）

　Ⅰ区中央部で検出した竪穴住居である。約 2.8m

を測り直線的に延びる壁溝のみ確認している。方形

住居と考えられるが、検出面が大きく削平され周辺

に攪乱坑が多く分布しているため、全体規模や主柱

配置を推定できない。また、壁溝は東側にやや膨ら

みをみせることから、床面は西側へ広がると推定で

きる。時期決定可能な出土遺物はみられないが、周

辺の遺構分布から古墳後期に属する可能性が高い。
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図 550　Ⅰ -3 区　SH3011　平・断面・出土遺物

Ⅰ -3 区 SH3011（図 550）

　Ⅰ -3 区北部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH3012 に切られる。住居北辺がやや膨らみを

もつが、現状から方形住居と考えられる。周辺の攪乱坑の影響もあり、主柱穴は確定できない。北西隅

部の壁面際では、焼土塊がややまとまる状況が確認されており竈の存在が示唆されるが、明確にはでき

なかった。

　出土遺物の内、須恵器蓋杯（図 550-1 ～ 4）の形態から、古墳後期中葉の MT15 型式併行期に帰属す

ると考える。

Ⅰ -3 区 SH3012（図 551）

　Ⅰ -3 区北部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH3011.3019 を掘り込む点は現地調査で確認で

きたが、古墳後期前葉の SH3011 との先後関係は明確にできなかった。住居南半部が遺存しており、図

示した 2 基の主柱穴に北側の攪乱坑内にもう 2 基主柱を想定することで、4 主柱の配置を復元しておく。

　出土した須恵器には時間幅が看取されるが、須恵器蓋杯（図 551-2）の形態から、本住居は古墳後期

中葉の TK10 型式併行期に帰属すると推定しておきたい。

Ⅰ -3 区 SH3013（図 552）

　Ⅰ -3 区北部で検出した竪穴住居である。近代溝と攪乱によって大半が滅失するが、住居東辺の一部

と見られる壁面と、若干の床面が残存している。出土遺物は見られないが、住居方位が周辺にみられる

古墳後期の住居に類似することから、これらと同時代の所産と捉えておきたい。

Ⅰ -3 区 SH3014（図 553）

　Ⅰ -3 区北東部で検出した竪穴住居である。住居北半分の壁面を検出し、図示した 4 基の主柱穴との

位置関係から、一辺が約 5m の方形住居に復元する。後世におけるきつい削平を受けており、壁面が約

5㎝しか残存しておらず、残存する埋没土は貼床土と考えられる。床面中央には、底面が焼土化する浅
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図 551　Ⅰ -3 区　SH3012　平・断面・出土遺物

い小ピット（SP3095）が検出されており、位置からみて地床炉と考えられよう。時期的な点から、竈

が想定されるが、現状からは確認できていない。

　図化可能な遺物は、貼床土から出土した須恵器蓋杯小片（図 553-1）のみであるが、床面中央に地床

炉をもつ点を考慮すると、本住居は古墳後期前葉に位置付けられる可能性が高い。

Ⅰ -3 区 SH3015（図 554）

　Ⅰ -3 区北西部で検出した竪穴住居である。東西方向で帯状に残った遺構面の西端部で検出してお

り、住居覆土の一部と南東隅付近とみられる壁溝の一部を検出している。壁溝の残存範囲は僅かである

が、周辺に存在し座標北より約 60°西編する古墳中期から後期の住居と同じ方位を示す可能性が高い。
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図 553　Ⅰ -3 区　SH3014　平・断面

SP3097 を北東隅の主柱穴としたが、現状で組み合う

他の主柱を提示できないため、確定できない。須恵器

蓋杯（図 5541.2）の形態から判断して、本住居は古墳

後期前葉の TK47 型式併行期に位置付けられると高い

と考えておく。

Ⅰ -3 区 SH3016（図 555）

　Ⅰ区北部で検出した竪穴住居である。直線的に伸び

る住居北部の壁面と床面の一部を確認した。方形住居

と想定できるが、規模や主柱配置を推定するのは困難

である。また、位置関係から見て古墳後期の SH3011

に掘り込まれる可能性が高いが、現地調査で明確には

できなかった。壁面高から推測して、埋没土はすべて

貼床土の残欠と考えられる。主柱穴の推定が難しいが、

検出面や深度から見て SP3098 をその候補として提示

しておく。
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図 555　Ⅰ -3 区　SH3016　平・断面・出土遺物

　床面から出土した須恵器蓋杯（図 555-1）や土師器甕（図 551-2）の形態から、本住居は古墳後期中葉

に帰属するものと推定しておきたい。図 551-3 は土玉であり、北側の壁面際の貼床土から出土した。図

551-4 は滑石製勾玉であり、頭と尾を欠損する。推定で長さは約 5㎝であり、大型品となる可能性が高い。

Ⅰ -4 区 SH4001（図 556・557・558・559）

　Ⅰ区北東部において検出した方形住居であり、弥生終末期の SH4007、弥生後期前半期の

SH4002.4003 を切り込む。一辺が約 7.7m の大型方形住居である。図示した 4 基の主柱穴を配置し、住

居西側を攪乱坑で滅失するが、外周を巡る壁溝の内側には、基盤層を幅約 0.3 ～ 0.5m にわたって掘り

残したベッド状遺構が巡る。壁溝には、壁材痕と見られる帯状の変色土層がほぼ全域で確認された。ベッ

ド状遺構と内側の床面の比高差は約 0.2m を測り、落ち際には壁溝に類似した小溝が掘られている。こ
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１ 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊　布
留期時含む）

２ 2.5Y4/1 黄灰色粘土ブロック
３ 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/2黒褐色粘土（地山塊含む）
２ 10YR5/1褐灰色粘土（地山塊含む）
３ 2.5Y7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 5Y2/1 黒色粘土（地山塊をやや多く含み完形の
布留期高杯を含む）

２ 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック
３ 2.5Y5/4 黄褐色粘土ブロック

１ 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 ベッド状遺
構内側壁溝立て板痕）

２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（SH4001
状遺構内側壁溝裏込め土）

１ 10YR3/1黒褐色粘土（炭化物、地山塊含む）
２ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
３ 10YR2/1黒色粘土（地山塊含む柱痕）

１ 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 ベッド上遺
構内側壁溝　縦板痕）

２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック
３ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（SH4001

ベッド状遺構内側壁溝）

１ 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 ベッド上
遺構内側壁溝　縦板痕）

２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック
３  10Y R 3/ 1黒 褐 色 粘 土 ブ ロ ッ ク

（SH4001 ベッド状遺構内側壁溝）

石器

動物遺存体

金属
臼玉

557-1

557-15

558-34

558-17
558-28

558-24

558-25

558-6

558-22

558-13
558-23

558-33

559-13

559-3

0 2ｍ

（1/60）

x=135831

y=25223

図 556　Ⅰ -4 区　SH4001　平・断面
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a-a’
１ 10YR3/1 黒褐色粘土（地山塊、炭化物、やや多く含む　布留式の土師器を多く含む

SH4001 上層）
２ 10YR3/2 黒褐色粘土（地山塊、炭化物、やや多く含む　布留式の土師器を多く含む

SH4001 下層）
３ 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊、炭化物、やや多く含む　SH4001 下層）
４ 2.5Y3/2 黒褐色粘土（地山塊、炭化物、やや多く含む　SH4001 下層）
５ 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 内側壁溝縦板痕）
６ 10Y4/1 褐灰色粘土（地山塊多く含む　SH4001 内側壁溝縦板の裏込め土）
７ 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 外側壁溝縦板痕）
８ 10YR4/1 褐灰色粘土（地山塊多く含むSH4001 外側壁溝縦板の裏込め土）
９ 10YR3/2 黒褐色粘土（地山塊多く含みかたく締まる　SH4001 貼床層）
10 10YR3/2 黒褐色粘土（地山塊多く含むかたく締まる　SH4001 貼床層）地山上面が貼

床層によって浅くくぼむ　
11 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（かたく締まりSH4001 貼床層）
12 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊少量含む　SH4007 壁溝埋土）
13 2.5Y2/1 黒色粘土（地山塊やや多く含む　SH4007 壁溝埋土）
14 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック（SH4007 ベッド状遺構埋土）
15 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック（SH4007 ベッド状遺構埋土）
16 2.5Y2/1 黒色粘土（地山塊少量含む　SH4007 埋土）
17 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック（SH4001、SH4007 に切られるピット　弥生中期の所

産か？）
18 2.5Y5/6 黄褐色粘土ブロック（SH4001 に切られるピット ?弥生中期か ?）
19 2.5Y7/6 明黄褐色粘土（地山）

b-b’
１ 10YR3/1 黒褐色粘土（地山塊、炭化物やや多く含む　布留式の土器を多く含むSH4001 上層）
２ 10YR3/2 黒褐色粘土（地山塊、炭化物やや多く含む　布留式の土器を多く含むSH4001 下層）
３ 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 2.5YR5/6 明赤褐色粘土（焦土化、SH4001 炉）炭化物を多く含む
５ 2.5YR4/6 赤褐色粘土（焦土化、SH4001 炉）
６ 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊を多く含み締まる　帯状の炭化物を含む　SH4001 貼床層）
７ 10YR黒褐色粘土（地山塊を多く含み、かたく締まる　SH4001 貼床層
８ 10YR4/1 褐灰色粘土（地山塊多く含む　SH4001 貼床層）
９ 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊多く含む　SH4001 貼床層）地山直情の貼床のくぼみ
10 2.5Y2/1 黒色粘土（地山塊少量含む　SH4001 埋土）
11 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（SH4001 内側壁溝縦板の裏込め土）
12 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 内側壁溝の縦板痕）
13 10YR4/1 褐灰色粘土（SH4001 内側壁溝の縦板痕）
14 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（SH4001 内側壁溝の縦板痕）
15 10YR2/1 黒色粘土（SH4001 外側壁溝の縦板痕）
16 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊少量含む　SH4007 ベッド状遺構内側埋土）
17 焼土塊　SH4007
18 2.5Y3/2 黒褐色粘土（焼土、炭化物多く含む　SH4007 炉 ?）
19 2.5Y2/1 黒色粘土（地山塊、炭化物少量含む　SH4007 埋土）
20 2.5Y6/8 明黄褐色粘土ブロック（SH4007 貼床層）
21 2.5Y2/1 黒色粘土（地山塊多く含む　SH4007 壁溝）
22 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊多く含む　SH4003 埋土）
23 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック（SH4003 貼床）
24 2.5Y3/1 黒褐色粘土（地山塊多く含む）SH4001 に切られる遺構埋土

2 3 4 5 6 7 8

14

151

9 10 11 12 13
0 2cm

玉類（1/1）

0 5cm

金属器（2/3）

図 557　Ⅰ -4 区　SH4001　土層注記・出土遺物（1）

の小溝は、ベッド状遺構に伴う板材を据え付けるためのものであろう。北東部と南西部の床面では、ベッ

ド状遺構の際から延びる小溝を検出しており、位置からみて間仕切りに伴う遺構と考えられる。

　床面中央からやや西寄りの位置で、直径約 0.5m、深さ約 5㎝を測り、内部及び周囲が被熱より赤色

に硬化する小ピット（SK4005）を検出している。位置や状態からみて炉の可能性が高い。床面上には、

高杯を主体とする土師器群が散乱した状態で検出された。また、南東隅の主柱穴 SP4074 にも同時期の

完形の土師器高杯がみられることから、住居廃絶時に柱材の抜き取りと同時に、土師器を中心した遺物

が一括して廃棄されたと考えられる。

　図 558. 図 559-1 ～ 19 は床面、図 559-14 ～ 18 は主柱穴、図 559-20.21 は床面の間仕切り溝からの出土

遺物である。土師器広口壷（図 558-32）、土師器直口壷（図 559-1）は、破片間で黒斑が途切れる資料で

あり、焼成破損土器と考えられる。図 558-5 ～ 9 は土師器小型丸底壷であり、同形式の最終形態とみら

れる。図 558-24.25 は二重口縁壷。土師器高杯（図 558-10 ～ 21. 図 559-17.18）は、脚部内面の削り調整

が散漫であり、接合痕を留める個体が多い。また、大型高杯（図 558-22.23）が少数含まれる。

　土師器甕（図 558-27.28.30. 図 559-16）は、肩部の形態からみて、長胴化の傾向を示していると考えら

れる。図 559-2 ～ 13 は混入品と考えられる資料である。図 559-8 は刻目突帯文土器深鉢であり、口縁端

部からやや下がった位置に刻目突帯を施す。大型鉢（図 559-13）は、内面に水銀朱の付着が認められる。

　銅鏃（図 557-1）は、明確な腸抉のある長三角形の鏃身に長い茎をもつ資料であり、全体に丁寧な研

磨が及ぶ。時期的みて、本住居に伴うものではなく、先行する弥生期の遺構からの混入品と考えられる。

　図 557-2 ～ .13 は滑石製臼玉であり、床面を中心に出土した。図 557-14 は緑色凝灰岩製であり、大

型勾玉の砕片の可能性が高い。図 557-15 は蛇紋岩製の小型勾玉であり、床面から出土した。出土遺物
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図 559　Ⅰ -4 区　SH4001　出土遺物（3） 
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３ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

a-a’ b-b’
１
 

5YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）
貼
床
土

３
 

10YR7/8
黄
橙
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
く
含
む
）
貼
床
土

４
 

10YR2/1
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

５
 

10YR2/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）
東
側
壁
溝

６
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）
南
側
壁
溝

７
 

10YR2/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
　
上
層
か
ら
の
ピ
ッ
ト

１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
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図 560　Ⅱ -1 区　SH1003　平・断面・出土遺物（1）
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1

0 5cm

石器（1/2）

図 561　Ⅱ -1 区　SH1003　出土遺物（2）

の中で、須恵器蓋杯（図 558-1.2）同高杯（図

558-3）や土師器の形態からみて、本住居は古

墳後期前葉の TK23 型式併行期に位置付けられ

ると考えておきたい。

Ⅱ -1 区 SH1003（図 560・561）

　Ⅱ区西部で検出した竪穴住居である。古

墳 後 期 の SH2001 に 切 ら れ、 古 墳 後 期 の

SH1014.1023 を切り込む。北側に攪乱坑、西側

は SH2001 によって滅失するが、主柱穴の配置

からみて、一辺が約 6m の方形住居に復元する

ことができる。住居覆土の大半は既に削平され

ており、検出した状態で貼床土と壁溝の埋め土

を残すのみであった。北側に攪乱坑が存在する

ため、竈の敷設を判断できる材料はない。

　出土遺物の中で、須恵器蓋杯（図 560-1.2）

は TK47 型式から MT15 型式に相当する資料

とみられるが、SH2001 と SH1014 との先後関

係を考慮すると、本住居は古墳後期後葉の TK43 型式併行期に位置付けられると考えておく。

Ⅱ -1 区 SH1004（図 563・564）

　Ⅱ -1 区中央部で検出した竪穴住居である。古墳初頭の SH1009、弥生終末期の SH1005、弥生後期前

半期の SH1010 を掘り込む。一辺が約 5m の方形住居であり、4 基の主柱穴を配置し、全ての主柱で明

瞭な柱材の抜き取り痕が確認できる。

　床面中央のやや北寄りには、焼土・炭化物を多く含む炉 SK1002 が検出された。炉 SK1002 は、浅い

落ち込み状を呈し、上面の炭化物層を取り除くと、数箇所の焼土の集中が認められた。焼土は、南北方

向に伸びた形で検出され、貼床土に類似する粘土が被熱により赤色化した状態であるが、顕著に硬化し

た部分は認められない。炉東側において、支脚として使用したと考えられる砂岩礫が 2 点出土した。床

面上には、北半分を中心に土師器・須恵器片が数箇所に別れて出土しており、炉 SK1002 北側の壁面際

において最も集中してみられる。この部分に竈の存在を考慮し調査を進めたが、確認できなかった。ま

た、北西部の壁際からは椀形鍛冶滓が 1 点出土しているが、炉 SK1002 を検出状況から鍛冶炉と推定す

ることはできないため、埋め戻し時の混入品と考える。

　出土遺物の内、須恵器高杯（図 564-1）や土師器の形態からみて、本住居は古墳後期前葉の TK23 型

式併行期に位置付けられると考える。図 564-15.16 は薄手コップ形の製塩土器であり、図 564-16 は須恵

質に近い焼成や形態からみて、紀淡海峡を中心とした地域からの搬入品と考えられる。図 564-17.18 は

厚みからみて製塩土器の可能性が高いが、型式を特定できない。

　図 564-19 は内面に水銀朱がみられる破片であり、弥生土器鉢の可能性が高い。図 564-21 は方頭式鉄鏃。

図 564-22 は長三角形の鏃身をもつ銅鏃であるが、茎を欠損し表面の銹化が著しい。図 564-23 はガラス
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図 562　Ⅱ区　平面
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１ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック
（地山塊少量含む）

２ 10YR3/2黒褐色粘土ブロック
3 10YR2/1黒色粘土ブロック（地

山塊やや多く含む）

１
 

10YR2/1
黒
色
粘

土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山

塊
多
く
含
む
）

２
 

10YR3/1
黒
褐
色

粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地

山
塊
多
く
含
む
）

３
 

10YR7/6
明
黄
褐

色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

１
 

10YR2/1
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

２
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

３
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

４
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

５
 

10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

６
 

10YR5/6
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

※
 

1
～

3
抜
き
取
り
穴
埋
め
土
　
４
～
６
裏
込
め
土

１
 

2.5Y3/1
黒
褐
色
粘
土
（
地
山
塊
少
量
含

む
）

２
 

2.5Y4/1
黄
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

３
 

10YR7/8
黄
橙
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

４
 

10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク（

黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
）

５
 

10YR5/6
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

※
 

２
～
５
裏
込
め
土

１
 

5Y2/1
黒
色
粘
土
　
縦
板
？

２
 

2.5Y3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山

塊
多
く
含
む
）

３
 

2.5Y3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

４
 

2.5Y7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

５
 

2.5Y6/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

１
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地

山
塊
多
く
含
む
）
抜
き
取
り
穴
の
埋
め
土

２
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ロ
ッ
ク
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

（
地
山
塊
多
く
含
む
）

３
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

４
 

10
YR

6/
6
明
黄
褐
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

５
 

10
YR

5/
6
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

※
 

２
～
５
裏
込
め
土

１
 

10
YR

2/
1
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
） 
   
 

抜
き
取
り
穴
の
埋
め
土

２
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

３
 

10
YR

4/
1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10
YR

2/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

５
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

６
 

10
YR

4/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

※
 

３
～
６
裏
込
め
土

１
 

10
YR

3/
3
暗
褐
色
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク

２
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量

含
む
）

３
 

10
YR

3/
2
黒
褐
色
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量

含
む
）

e-e’ f-f’
１ 7.5YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

人為的な埋め土
２ 7.5YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

人為的な埋め土
３ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

人為的な埋め土
４ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック
５ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）　　

東壁溝
６ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　東壁溝
７ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

西壁溝
８ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

西壁溝
９ 10YR2/1 黒色粘土ブロック（地山塊少量含む）南壁溝

の残欠
10 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
11 10YR3/3 暗褐色粘土ブロック
12 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

北壁溝

13 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）北壁溝
14 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）　　

北壁溝
15 5YR6/8 橙色粘土（赤色に変化　熱変部分）北壁溝
16 5YR3/1 黒褐色粘土（焼土・炭化物・微量に含む）
17 5YR6/8 橙色粘土（赤色に変化　熱変部分）
18 5YR6/8 橙色粘土（赤色に変化　熱変部分）
19 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
20 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）貼床土
21 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック　貼床土
22 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）

貼床土
23 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含み炭化物

を微量に含む）貼床土
24 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）ピット
25 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）ピット
26 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック
27 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）

SH1005
28 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　貼床土SH1005
29 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
 

１ 10YR3/1 黒褐色粘土
２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック

（地山塊少量含む）
３ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（焼土・炭化物・

地山塊やや多く含む）
３ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
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図 563　Ⅱ -1 区　SH1004　平・断面
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図 564　Ⅱ -1 区　SH1004　出土遺物

製小玉、図 564-24 ～ 32 は滑石製臼玉。図 564-33 は粘板岩とみられる黒色系の石材を用いる勾玉の頭片

である。図 564-34 は滑石製の管玉である。

Ⅱ -1 区 SH1013（図 565）

　Ⅱ区西部で検出した竪穴住居であり、古墳後期の SH1014 に掘り込まれる。また、SH1025 とは重複

関係にあるが、先後関係を掴むことができず、両者の覆土を同時に掘り下げてしまっている。主柱穴は

図示した 3 基にもう 1 基加えた 4 主柱と推定するが、北東隅柱は検出することができていない。

出土遺物に混乱が生じている可能性があるが、須恵器蓋杯（図 565-3 ～ 6）の形態から、本住居は古墳

後期中葉の TK10 型式に位置付けられるものと推定しておく。
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図 565　Ⅱ -1 区　SH1013　平・断面・出土遺物

Ⅱ -1 区 SH1014（図 566）

　Ⅱ区西部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH1023.1007 を切り、SH1003 に切られる。住居覆

土は削平されており、複雑に切り合う壁溝埋没土と貼床土のみ残存している。図示した 3 基に加えて 4

基の主柱穴を推定しているが、南東及び南西隅の SP1380.1421 が壁面に近すぎることから、南側の幅が

狭い壁溝については本住居から除外すべきかもしれない。住居北西辺の壁溝のほぼ中央には、浅い土坑

内に焼土塊がややまとまって見られることから竈として調査を進めたものの、当初 SH1013 に伴う竈と

したため、断面設定などに不備がある。竈袖部は削平により消滅していたが、壁面寄りに拳大以上の焼

土塊が集中しており、燃焼部に伴う窪みの中に落下した天井部あるいは袖部と考えられる。
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図 567　Ⅱ -1 区　SH1018　平・断面

　竈から出土した須恵器蓋杯（図 566-9）がやや古相を示

すが、周辺遺構との先後関係や、床面出土の須恵器蓋杯（図

566-1 ～ 3）の形態から、本住居は古墳後期後葉の TK43

型式併行期に位置付けられると考える。

Ⅱ -1 区 SH1018（図 567）

　Ⅱ区東部で検出した竪穴住居である。方形住居の南東隅

部と僅かに残る貼床土を検出したのみであり、大半が攪乱

坑によって滅失する。時期決定可能な出土遺物は見られな

いが、想定される住居方位から見て、古墳後期後葉の所産

である可能性が高い。

Ⅱ -1 区 SH1020（図 568・569）

　Ⅱ -1 区南西隅からⅠ -2 区南東部に跨って検出した竪穴住居である。弥生後期前半期の SH2002 を切り、

古墳後期の SH1016.1022 に切られる。また、住居南西部で古墳中・後期と見られる SH2007 を切る。部

分的に残存する壁溝より、約 7.2 × 6.2m 程の長方形住居と推定できる。

　住居壁面は殆ど残存しておらず、検出当初から貼床土が露出していた。主柱穴は図示する 4 基であ

り、南棟側の主柱穴 SP1383 と SP2113 を結ぶライン上に壁溝状の小溝が検出されたため、ベッド状遺

構が敷設されていたことが想定できる。また、南東側の壁際では、円形ピット SP1204 が検出された。

SP1204 は貼床土と同じブロック土で埋め戻されており、下位に須恵器片を多く含む。検出位置は住居

南東辺の中央で壁面に揃えたかのように穿たれており、住居入り口等に関係して敷設された土坑と見ら

れる。また、SP1204 は壁溝に掘り込まれていることから、住居掘り方と同時に掘削され、一端埋め戻

されたのち、壁溝に壁材が敷設されたと推定できる。また、住居北西及び南西辺を滅失するため、竈の

敷設の有無は判断できない。

　住居床面から出土した須恵器蓋杯（図 569-1.2）や付設土坑 SP1204 から出土した須恵器蓋杯（図 569-

12.13）の形態から、本住居は古墳後期中葉の TK10 型式併行期に帰属するものと考えておきたい。

Ⅱ -1 区 SH1021（図 570）

　Ⅱ -1 区南西部で検出した竪穴住居である。住居構築位置が微高地上面となるため、上面が大きく削

平されており、住居北西隅部と見られる壁溝を辛うじて検出するに止まった。覆土及び貼床土は遺存し

ない。SP1547 は深度や埋没土の特徴から南東隅主柱穴として捉え、攪乱坑内や調査区外へ残りの 3 基

の存在を想定し、4 主柱を想定する。

　時期決定に耐え得る出土遺物に乏しいが、住居方位や幅が広い壁溝などの特徴から見て、周辺住居と

同じ古墳後期後葉の帰属年代を想定しておきたい。

Ⅱ -1 区 SH1023（図 571）

　Ⅱ区西部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH1014.1003 に切られる。住居北東側と見られる壁

溝及び隅部と、SH1003 の下位で 2 基の主柱穴を確認した。壁溝と主柱穴の位置関係から、4 基の主柱
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図 568　Ⅱ -1 区　SH1020　平・断面
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図 570　Ⅱ -1 区　SH1021　平・断面

穴をもつ一辺が約 5m の方形

住居に復元できる。住居北西

辺と南西辺を消失するため、

竈の有無については確定でき

ない。

　住居方位が、周辺のものと

同様の西へ約 50°振るもので

あることや、出土遺物の須恵

器蓋杯（図 571-4）の形態、

周辺遺構との先後関係などか

ら、古墳後期中葉以降の住

居群の中でも、初期の MT15

型式併行期の所産と推定して

おきたい。

Ⅱ -1 区 SH1027

（図 572）

　Ⅱ区東部南寄りで検出した

竪穴住居である。住居掘り方

の確認はできておらず、柱穴

配置や深度、埋没土の特徴から竪穴住居に復元した。主柱穴の方位が、周辺の古墳後期のそれと類似し、

出土遺物に須恵器・土師器の砕片を含むことから、古墳後期の住居の可能性が高いが、詳細な時期決定

に至らない。
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図 572　Ⅱ -1 区　SH1027　平・断面

Ⅱ -1 区 SH1028（図 573）

　Ⅱ -1 区東部南よりで検出した竪穴住居である。

裏込土に古土壌とみられる黒褐色粘土をやや多く含

む共通した埋没土をもつ 4 基の柱穴を組み合わせ

て、竪穴住居として復元する。

　主柱穴の方位が、周辺の古墳後期の竪穴住居に相

違することや SP1501 から出土した須恵器高杯（図

573-1）や土師器高杯（図 573-2）の特徴から、古墳

後期前葉の帰属時期を推定しておきたい。

Ⅱ -1 区 SH1029（図 574）

　Ⅱ -1 区中央部南側で検出した竪穴住居である。

現地調査で確認はできておらず、報告書作成段階で

配置や埋没土の特徴から竪穴住居として復元した。

　出土遺物は弥生土器片で占められるが、主柱穴の

主軸方向は周辺の古墳後期中葉から後葉の住居に類

似することから、本住居の帰属時期を同時代に想定

しておきたい。
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図 574　Ⅱ -1 区　SH1029　平・断面

Ⅱ -1 区 SH1030（図 575）

　Ⅱ -1 区南西部に位置する竪穴住居で

ある。現地調査では認識しておらず、報

告書作成段階で柱穴を組み合わせて復元

したものである。位置的に古墳後期の

SH1002.1016.1022 と重複するが、遺構に

よる先後関係は明らかではない。主柱穴

の配置から一辺が 5 ～ 6m の方形住居と

推定できよう。

　主柱穴からの出土遺物に、土師器高杯

（図 575-1）がみられるが、詳細な時期決

定には至らない。ここでは、周辺の竪穴

住居との方位の類似性から見て、古墳後

期中葉から後葉にかけての竪穴住居と考

えておきたい。

Ⅱ -2 区 SH2003（図 576）

　Ⅱ -2 区北西部で検出した竪穴住居で

ある。弥生後期後半期の SH2001、古墳

後期の SB2001 を切り込む。かなりの削

平をうけており東側壁溝と竈の下部を辛うじて検出し

たのみである。竈が住居北辺の中央に敷設されたと

仮定した場合には一辺が約 4m の方形住居に復元でき

る。また、床面を精査したが主柱穴の確認はできなかっ

た。竈は燃焼部から煙道部を中心に焼土化した底面が

残るのみであり、遺存状況が極めて悪い。図 576-1 は

壁溝、図 576-2 は竈燃焼部から出土した資料であるが、

いずれも弥生土器鉢であり、混入品と考えられる。こ

こでは竈が敷設される点や住居方位からみて、古墳後

期後葉に帰属するものと考えておきたい。

Ⅱ -2 区 SH2004（図 577）

　Ⅱ -2 区北部で検出した竪穴住居である。現地調査

の段階で柱穴配置から復元した住居である。主柱穴

の柱間は東西方向が長い、本遺跡の古墳後期中葉か

ら後葉に多くみられる主柱配置を行うもので、約 5m

× 6m の方形住居と推定できる。遺物は、須恵器蓋杯

（図 577-1）が SP2018、須恵器広口壷（図 577-2）が



－　　－161

b
b’

1476
1353

1452

x=135812

y=25246

d
d’

c
c’

a
a’

23.8
dd’

SP1353SP1476

SP1476

23.8
a

a’

SP1452

23.8
b b’

SP1452

SP
13

53

23
.8

c
c’

1 
2

2
3

3
4

1 

１
 

10
YR

4/
1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

３
 

10
YR

3/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

1
SP1476

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

図 575　Ⅱ -1 区　SH1030　平・断面・出土遺物

x=135823

y=25279

b b’

a a’

焼土

24.0
b b’

24.0
a a’

1壁溝

2竈

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

図 576　Ⅱ -2 区　SH2003　平・断面・出土遺物



－　　－162

2016

2018

2125

2025

x=135827

y=25284

a
a’ b

b’

1 

1 2
3

3
4

5
2

3
3

24.0
a

a’

SP2018
SP2016

24
.0

b
b’

SP
20

25
SP

21
25

１
 

暗
茶
灰
色
粘
質
土

２
 

暗
茶
灰
色
粘
質
土
（
や
ま
ぶ
き
黄
色
粘
質
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
）

３
 

暗
茶
灰
色
粘
質
土
（
や
ま
ぶ
き
黄
色
粘
質
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
）

４
 

暗
茶
灰
色
粘
質
土
（
や
ま
ぶ
き
黄
色
粘
質
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
）

５
 

白
黄
色
粘
質
土
（
暗
灰
色
粘
質
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
）

１
 

暗
灰
色
粘
質
土
層
（
や
ま
ぶ
き
黄
色
粘
質
土
の
小
ブ
ロ
ッ

ク
を
少
量
含
む
）

２
 

白
黄
色
粘
質
土
層
（
暗
灰
色
粘
質
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
）

３
 

や
ま
ぶ
き
黄
色
粘
質
土
（
暗
灰
色
粘
質
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

含
む
）

1

2

3

4
1：SP2018
2：SP2016
3：SP2025

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）

0 2cm

玉類（1/1）

図 577　Ⅱ -2 区　SH2004　平・断面・出土遺物

SP2016、土師器甕（図 577-3）が SP2025 から出土した資料である。須恵器蓋杯（図 577-1）と土師器甕（図

577-3）は古相を示すが、須恵器広口壷（図 577-2）から、本住居は古墳後期中葉に帰属するものと推定

しておきたい。

Ⅱ -3 区 SH3001（図 578・579・580）

　Ⅱ区北西部で検出した竪穴住居である。古墳後期後葉の SH3002 に切られ、古墳後期中葉の

3012.3013、古墳後期前葉の SH3008.3019 を掘り込むなど、古墳後期前葉から後葉の竪穴住居の重複が

顕著にみられるⅡ -3 区でも後出する部類に属する。平面形は約 5.7 × 6m の方形を呈し、4 基の主柱穴

と北辺部中央に竈を敷設する。4 基の主柱穴は、いずれも直径約 0.5m を超える大形円形の掘り方をもち、

大掛かりに柱材の抜き取りが確認できる。

　竈は、燃焼部から煙道の一部が残存している。袖部は置き土によって造りだされており、高さ約 20㎝、

幅 22㎝で燃焼部口へ向かってややハの字形に開く。燃焼部上位には崩落した天井部と見られる焼土塊

と須恵器・土師器片が見られ、それを除去すると床面と中央の赤色硬化面が現われる。また、奥壁寄り

の燃焼部床面では砂岩の砕礫と動物遺存体がまとまって検出された。袖部内側は奥壁寄りの箇所を中心

に熱変を受けているが、硬化はあまり進んでいない。さらに中位の床面を除去した段階においても散漫

な焼土面を確認していることからみて、燃焼部床面の更新が行われた可能性が高い。袖部の置土の下層

において壁溝は検出されていないことから、竈の敷設位置は、住居の構築段階で決定されたものが、最

低一回の補修を経て廃絶に至ったものと推定できる。

　覆土は、層厚約 0.1m の埋め戻し土と、層厚約 0.1m の貼床土に分かれ、住居覆土からは臼玉を中心
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（地山塊多く含む）
１ 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土（地山塊少量含む）
３ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
４ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
（地山塊やや多く含む）

２ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
（地山塊やや多く含む）

２ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
（地山塊やや多く含む）

２ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 2.5Y4/1 黄灰色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
３ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/3 暗褐色粘土（地山塊・炭化物やや多く含む）SH3001
上層

２ 10YR3/1 黒褐色粘土（地山塊やや多く含む）SH3001 下層
３ 10YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊・炭化物多く含む）
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４ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　SH3001 貼床土
５ 10YR3/2 黒褐色粘土（地山塊やや多く含む）SH3001 西壁溝
６ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）SH3001 東壁溝
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14 10YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
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15 10YR2/1 黒色粘土ブロック　SH3014 壁溝埋土

16 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　SH3014 貼床土
17 2.5Y2/1 黒色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

SP3020 埋土
18 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）

SH3008 下層埋土
19 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック　SH3008 貼床土
20 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
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図 578　Ⅱ -3 区　SH3001　平・断面
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地
山
塊
少
量
含
む
）
竈
内
下
層
埋
土

11
 
10

YR
3/

1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）
SH

30
01

貼
床
土

12
 
10

YR
7/

6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
く
含
む
）
SH

30
01

貼
床
土

13
 
10

YR
7/

6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
　
SH

30
01

貼
床
土

14
 
7.
5Y

R3
/1

黒
褐
色
粘
土
（
赤
色
変
化

2.
5Y

R5
/6

明
赤
褐
色
）
竈
最
終
床
面

15
 
5Y

R2
/1

黒
褐
色
粘
土
（
竈
内
下
層
埋
土
）

１
 

7.
5Y

R3
/1

黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

２
 

10
YR

4/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
焼
土
・
地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）

３
 

10
YR

3/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
焼
土
・
地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10
YR

3/
3
暗
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

５
 

10
YR

2/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
焼
土
・
淡
化
物
・
地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）

６
 

10
YR

3/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
焼
土
・
地
山
塊
多
く
含
む
）

７
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）
壁
溝
埋
土

８
 

10
YR

5/
1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）
SH

30
01

貼
床
土

９
 

10
YR

4/
2
灰
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）
SH

30
01

貼
床
土

10
 
7.
5Y

R4
/1

褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク（

地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）S

H
30

15
埋
土

※
 

１
～
６
竈
東
側
置
き
土

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31 32

33 34 35 36 37 38 39 40

41 42 43 44 45 46 47 48 49
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59 60

1･44･45･53：竈

焼土

炭化物

0 2cm

玉類（1/1）

0 1ｍ

（1/40）

0 5cm

金属器（2/3）

図 579　Ⅱ -3 区　SH3001　出土遺物（1）
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竈

貼床土

床面

上層
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24
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28 29
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34

35

（備讃Ⅶ式）
（備讃Ⅳ式） （備讃Ⅳ式）

（備讃Ⅵ式）

0 10cm

土器（1/4）

図 580　Ⅱ -3 区　SH3001　竈平・断面・出土遺物（2） 
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3

1
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2
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1
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1
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2

SP3024
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c

c’

5
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縦板痕

23.8
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5

2

4
5

6

23
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e
e’

1 2 4
3 6

2
1

2

SP
30

22
SP

30
23

3

1

１ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地
山塊やや多く含む）

２ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/2黒褐色粘土（地山塊少量含む）
２ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊少量含む）
３ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
４ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
（地山塊多く含む）

２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック
（地山塊多く含む）

３ 10YR5/1 褐灰色粗砂
４ 10YR5/2 灰黄褐色粘土ブロック

１ 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土   

ブロック多く含む）
３ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１
 

2.
5Y

3/
1
黒
褐
色
粘
土
 ブ

ロ
ッ
ク
  （

地
山
塊
少
量
含
む
）

２
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

３
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10
YR

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

５
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク

６
 

10
YR

6/
6
明
黄
褐
色
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク

１
 

10
YR

3/
1

黒
褐

色
粘

土
ブ

ロ
ッ

ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

１
 

10YR2/2
黒
褐
色
粘
土
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

２
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク（

地
山
塊
少
量
含
む
）

３
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
や
や
多

く
含
む
）

４
 

10YR2/3
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

５
 

10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

６
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

１
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
            

ブ
ロ
ッ
ク
 （
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

10YR5/3
に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク

１
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
（
地
山
塊
少
量
含
む
）
縦
板
痕

２
 

10YR4/2
灰
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

３
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
 （
地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10YR2/1
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
　

５
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

１ 10YR2/1 黒色粘土（縦板痕）
２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック   

（地山塊多く含む）
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１
 

2.
5Y

3/
1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
   

（
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

2.
5Y

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

（
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
多
く
含
む
）

３
 

2.
5Y

3/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
   
   
  

（
地
山
塊
多
く
含
む
）
縦
板
痕

４
 

2.
5Y

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

５
 

2.
5Y

4/
1
黄
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
   
   
   
   
 

（
地
山
塊
多
く
含
む
）

６
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

貼
床
土

１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
３ 10YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
４ 10YR3/3 暗褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
５ 2.5Y3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
６ 10YR3/4 暗褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
７ 2.5Y3/1 黒褐色粘土（淡化物・焼土多量に含む）完形

の須恵器杯埋置　カマド内土層の埋土

８ 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土（焼土やや多く含む）カマド内
下層の埋土

９ 2.5Y2/1 黒色粘土（縦板痕）
10 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック（縦板裏込め土）
11 2.5Y4/1 黄灰色粘土ブロック（地山塊多く含む　縦板

裏込め土）壁溝埋土
12 2.5Y2/1 黒色粘土（縦板痕）
13 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）縦板

裏込め土）壁溝埋土

１ 10YR4/2 灰黄褐色粘土（焼土粒・炭化物少量含む）カマド
内上位の埋土　須恵器・土師器片多く含む

２ 10YR3/3 暗褐色粘土（焼土粒・淡化物少量含む）カマド内
下位の埋土

３ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）袖部の置き土
４ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）住居床面

直上の埋め戻し土
５ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）貼床土
６ 10YR7/6 明黄褐色粘土～シルト　地山

14 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
15 2.5Y2/1 黒色粘土（縦板痕）
16 2.5Y3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む　

縦板裏込め土）壁溝埋土
17 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土ブロック（地山塊多く含む

　縦板裏込め土）壁溝土
18 2.5Y7/6 明黄褐色粘土（黒褐色粘土ブロック多く

含む　固く締まる）貼床層
19 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック（固く締まる）貼

床層

焼土

竈上層

ｇ

g’

y=25236

x=135838

竈下層

y=25236

x=135838

土 2

23.8
g g’

1
1

66
2 23

5
4

0 2ｍ

（1/60）

0 1ｍ

竈（1/40）

図 581　Ⅱ -3 区　SH3002　平・断面
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（香東川下流域）

（備後）

（備後）

49

        

24
SP3025

0 5cm

石器（1/2）

0 2cm

玉類（1/1）

0 5cm

金属器（2/3）

0 10cm

土器（1/4）

0 5cm

土製品（2/3）

図 582　Ⅱ -3 区　SH3002　出土遺物
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3062

ab

c’

x=135832

3059

e’

動物遺存体

3050

a’

b’
d

y=25240

e

23.9
c c’

4

1

23

23.9
b

b’
3

4
5

1

2

1

23.9
a

a’

SP3062

1
2

3

4
5

4

SP3059SP3062

23.9
ff’

12
3

1

2

4

SP3050

23.9
d d’

3

1

2

SP
30

50
SP

30
59

23
.9

e
e’

１ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック
（地山塊多く含む）

２ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 2.5Y4/1黄灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 2.5Y7/6明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１
 

10YR2/1
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
少
量
含
む
）

２
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

３
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

５
 

10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）

SH3001 貼床土
３ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）

SH3014（SH3004）貼床土

１ 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 2.5Y6/6 明黄褐色粘土ブロック　貼床層
３ 10YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）壁溝
４ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　崩落土

赤色顔料

1
2

3 4

5
6

7

8
9（備中）

ff’

c

d’

0 2ｍ

（1/60）

0 10cm

土器（1/4）
1：SP3059
2：SP3050

図 583　Ⅱ -3 区　SH3004　平・断面・出土遺物

とした滑石製品や銅鏃が出土している。時期的な点を考慮すると、これらは全て混入品と判断できる。

住居構築時や埋め戻しに際して、先行する古墳中期の遺構を削平したことを示すものと考えられる。出

土した須恵器には時間幅が看取されるが、覆土から出土した須恵器蓋杯（図 580-4）や床面出土の蓋杯

（図 580-23）や、周辺遺構との先後関係を考慮すると、本住居は古墳後期後葉の TK209 型式併行期に廃

絶したものと考えたい。

　貼床土から出土した古相を示す須恵器蓋杯（図 580-24.25）などの資料は、先行する周辺遺構からの
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12
3
4

23.9
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SP3026

SX3001

１
 

10
YR

3/
2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）

２
 

10
YR

7/
6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
　
貼
床
土

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
※ 貼床土 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）

１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
２ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　貼床土
３ 10YR2/1 黒色粘土ブロック　壁溝
４ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック　壁溝

１
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

5Y3/1
オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
や
や
多
く
含
む
）

３
 

10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

４
 

2.5Y3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
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図 584　Ⅱ -3 区　SH3008　平・断面
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赤色顔料
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図 585　Ⅱ -3 区　SH3008　出土遺物

混入品と考えられる。覆土出土の製塩土器の内、脚台式末期の備讃Ⅳ式（図 580-17.18）は混入品とみ

られるが、図 580-16 は内傾する口縁部をもち備讃Ⅶ式に比定される。混入品として取り扱うべきか備

讃Ⅶ式が本住居の帰属時期まで遡及し、竈内から出土した備讃Ⅵ式（図 580-33）と併存するかどうかに
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図 586　Ⅱ -3 区　SH3009　平・断面・出土遺物（1）
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図 587　Ⅱ -3 区　SH3009　出土遺物（2）

ついては、本遺跡の遺構の状況から判断できない。図 580-35 は竈内から出土した土師器高杯脚であり、

脚端部を打ち欠き支脚として転用されていた資料である。

　図 579-1 ～ 56 は滑石製臼玉。図 579-57 はガラス製小玉である。図 580-58 は滑石製であり、孔円盤な

どの砕片とみられる。図 580-59 は明確な腸抉をもつ長三角形の鏃身とやや長い茎をもつ有茎銅鏃であ

り、全体に丁寧な研磨が施される。

Ⅱ -3 区 SH3002（図 581・582）

　Ⅱ -3 区北西部で検出した竪穴住居である。古墳後期後葉の SH3001 に掘り込まれ、後期中葉の

SH3012 を切り込む。古墳後期の竪穴住居が密集する箇所にあって最も後出する段階に営まれた住居の

一つである。平面形は、一辺が約 4.4m の方形住居であり、4 基の主柱穴を配置する。住居壁面は、約 0.3m

残存しており、貼床土は約 10㎝にわたって厚く敷設されている。

　南側の 2 基の主柱穴 SP3024.3023 は、柱材の抜き取りに伴い大きく掘り込まれた様子がみられるが、

北側の SP3025.3022 では直径約 20㎝の柱痕が遺存している。竈は住居北辺部の中央に敷設されており、

燃焼部を中心した残存が確認できる。袖部は置土によって造り出されており、攪乱を受けることにより

西側のみ残存している。燃焼部内には、奥に焼土塊、焚口側に土師器甕を中心とした遺物集中が認めら

れる。

　覆土や貼床土からは、滑石製臼玉（図 582-25 ～ 44）や銅鏃（図 582-45）が出土しているが、時期的

にみて全て混入品と考えられる。出土した須恵器は、古相を示す資料が多くみられるが、周辺遺構との
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図 588　Ⅱ -3 区　SH3010　平・断面・出土遺物

先後関係を考慮すると、新相を示す須恵器蓋杯（図 582-6）無蓋高杯（図 582-10）の存在を重視し、本

住居は古墳後期後葉の TK209 型式併行期に廃絶したものと推定しておきたい。

Ⅱ -3 区 SH3004（図 583）

　Ⅱ区北西部で検出した竪穴住居である。古墳後期後葉の SH3001、後期中葉 SH3012 に切られ、後期

前葉の SH3008 を掘り込む。本調査区におけるの古墳後期の竪穴住居群の中でも、時期的に先行する住

居と見られる。平面形は、現状から一辺が約 4.5m の 4 基の主柱穴をもつ方形住居と推定できる。竈に

ついては、存在を推定する材料に乏しい。出土遺物には時間幅が看取されるが、口径が大きい須恵器蓋

杯（図 583-1）の形態からみて、本住居は古墳後期中葉の MT15 型式併行期に位置付けられると考えて

おきたい。混入品である高杯脚（図 583-9）は、胎土中に雲母・角閃石を多く含み外面をベンガラで赤

彩する資料であり、備中西部地域からの搬入土器と考えられる。

Ⅱ -3 区 SH3008（図 584・585）

　 Ⅱ -3 区 南 部 で 検 出 し た 竪 穴 住 居 で あ る。 古 代 期 の SB3001、 古 墳 後 期 中 葉 か ら 後 葉 の

SH3001.3009.3014 に切られる。また、現地調査で SH3013 を掘り込むと判断して調査を行っているが、

検討した結果、本住居が時期的に先行することが明らかになった。住居東辺と北東隅部の壁面のみ検出

しているが、図示した 4 基の主柱穴の配置から一辺が 7m を超える大形住居となる可能性が高い。
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１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）SH3011 埋め戻し土  銅鐸･臼玉含む
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）SH3011 貼床土
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）SH3011 貼床土
４ 10YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）SH3011 埋め戻し土（下層）
５ 10YR2/1 黒色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）SH3011 埋め戻し土（下層）
６ 10YR2/3 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）SH3011 西壁溝埋土上層
７ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）SH3011 西壁溝埋土下層
８ 7.5YR3/1 黒褐色粘土（焼土塊・炭化物やや多く含む）SH3011 竈上層の埋土  　　　　

焼土は転落した天井部

９ 7.5YR2/2 黒褐色粘土（焼土塊・炭化物やや多く含む）SH3011 竈下層の埋土
10 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）SH3011 に先行する住居の壁溝埋土
11 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック　SH3011 に先行する住居の貼床土
12 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック　SH3011 下位のピット
13 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック　SH3011 下位のピット
14 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　SH3011 を切り込むピットの裏込め土
15 10YR2/1 黒色粘土　SH3011 を切り込むピットの柱痕
16 10YR2/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
17 5YR4/6 赤褐色粘土（SH3011 竈煙道部の赤色硬化部分）
18 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）SH3009
19 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　SH3009 貼床土
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２ 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック
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図 589　Ⅱ -3 区　SH3011　平・断面

　また、古墳後期後葉に属する SH3001 の貼床土の下面において、焼土塊が集中する落ち込み SX3001

を検出しており、位置からみて本住居に伴う竈として捉える。竈 SX3001 は、燃焼部の下部とみられる

落ち込みを留めるに過ぎず、袖部は SH3001 構築に伴い削平されている。内部の焼土塊は、崩落した天

井部あるいは袖部と考えられる。また、貼床土下面において、竈（SX3001）とは異なる焼土塊の集中

部を検出しており、本住居に先行する住居に伴う竈の残欠と考えられる。
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４ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く含む）
５ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（SH3009 貼床）
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図 590　Ⅱ -3 区　SH3011　竈平・断面・出土遺物（1）
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図 591　Ⅱ -3 区　SH3011　出土遺物（2）

　床面からは、砕片化した須恵器・土師器片と臼玉や勾玉形の滑石製品が散発的に出土している。須恵

器を中心とした出土土器の年代観は、須恵器蓋杯（図 585-9）が口径や形態に後出する属性をもつが、

多くの資料は TK47 型式併行期とみることができる。図 585-21 ～ 53 は滑石製臼玉。図 585-54 は滑石製

勾玉形模造品である。これらは、須恵器・土師器類の年代とも矛盾しないため、共伴資料と考えてよい

だろう。

Ⅱ -3 区 SH3009（図 586・587）

　Ⅱ -3 区南東部で検出した竪穴住居である。古代 SB3001、古墳後期中葉の SH3011 に切られ、古墳後

期前葉の SH3010 を切り込む。現状から、一辺が約 4.5m の方形住居に復原できる。主柱穴は 4 基であ

り、南側の 2 基 SP3047.3123 には明瞭な抜取穴、北側の 2 基 SP3048.3065 には細い柱痕が観察された。

竈敷設の有無の判断材料となる住居北辺を滅失しているが、北側主柱穴 SP3048 と 3065 の柱間の中央で、

浅く皿状を呈する SP3091 を検出している。位置関係や少量の炭化物を含むことからみて、竈前庭部に

伴う落ち込みと捉えたい。

　壁溝は全周するとみられ、上面幅が約 0.4m を測るなどやや広い。住居埋土や貼床土を中心に滑石製

臼玉やガラス玉、動物遺存体が出土しているが、特に集中してみられる箇所は存在していない。

　覆土や床面から出土した須恵器・土師器群の多くは、TK47 型式併行期に属するとみられるが、主
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図 592　Ⅱ -3 区　SH3012　平・断面・出土遺物
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図 593　Ⅱ -3 区　SH3013　平・断面・出土遺物

柱穴 SP3047 から出土した高杯の形態や SH3008 との先後関係を考慮すると、本住居は古墳後期中葉の

MT15 型式併行期に帰属すると考えておきたい。

Ⅱ -3 区 SH3010（図 588）

　Ⅱ -3 区南東部で検出した竪穴住居である。古代の SB3001、古墳後期中葉の SH3009.3010 に切られる。

残存状態は極めて不良であり、住居南部の壁溝と SH3009.3011 の下位で主柱穴を確認したにすぎない。

4 基と想定される主柱配置と、南辺の壁溝との位置関係から一辺が約 6m の方形住居に復原できる。

　図化が可能な出土遺物は、南西隅主柱 SP3139 から出土した土師器甕口縁（図 588-1）のみであるが、

SH3009.3008 との先後関係から、本住居は古墳後期前葉に帰属するものと考えておきたい。

Ⅱ -3 区 SH3011（図 589・590・591）

　Ⅱ -3 区南東部で検出した竪穴住居である。古代の SB3001 に切られ、古墳後期中葉の SH3009 を切り

込む。住居南部と北東隅部を攪乱坑で滅失するが、現状から一辺が約 6m の方形住居と推定できる。主
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図 595　Ⅱ -3 区　SH3019　平・断面・出土遺物

柱穴は図示した 4 基であり、住居北辺中央に竈が確認

できる。

　竈は燃焼部を中心に残存しており、燃焼部奥壁が住

居北辺よりやや張り出すが、煙道は遺存しない。竈袖

部は置土によって造り出されており、貼床土の下面か

ら約 0.3m の高さを測る。燃焼部中位には、天井部の

一部とみられる焼土塊が集中しており、これらを除去

すると奥壁及び奥壁よりの袖部内側に弱い被熱痕が確

認された。袖部の置土を除去すると、燃焼部床面を上

回る規模の落ち込みが検出されたことから、竈は最低

1 回の改築を受けていることが予想される。

　埋没土は、微細な黄褐色粘土ブロックを含む埋め戻

し土から成り、土器片に加えて滑石製臼玉や動物遺存
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図 596　Ⅱ -4 区　SH4007　平・断面・出土遺物

体、扁平紐式銅鐸片が出土している。滑石製品は出土位置や層位が限定されることなく散発的に出土し

ており、本住居の帰属時期から考えて、SH3008.3009 などの先行遺構からの混入品と見做せる。

　出土した須恵器は、古相を示すものが含まれているが、覆土から出土した須恵器蓋杯（図 590-1.2）

の形態や、周辺遺構との先後関係などから、本住居は古墳後期中葉の TK10 型式併行期に帰属すると考

える。図 590-19 は SP3093 から出土した製塩土器であり、備讃Ⅴ式に比定される。図 590-22 ～ 23 は、

滑石製紡錘車の破片とみられ、接合関係は確認できないが同一個体片である可能性が高い。図 590-20

は滑石製勾玉の頭片。図 590-21 は滑石製の孔円盤である。図 590-11 は、混入品の弥生土器高杯。外面

をベンガラにより赤彩し、雲母・角閃石を多く含む胎土から、備中西部からの搬入品と考えられる。図

591-1 ～ 36 は滑石製臼玉であるが、混入品の可能性が高い。両刃石斧（図 591-37）は脈岩製である。

　銅鐸（図 591-39）は身部の小片であり、段状に削り込まれた袈裟襷部に細線による斜格子文が充填さ

れており、変形が著しい。

Ⅱ -3 区 SH3012（図 592）

　Ⅱ -3 区西部で検出した竪穴住居である。古墳後期後葉の SH3001.3002 に切られ、古墳後期中葉以前
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図 597　Ⅱ -4 区　SH4008　平・断面・出土遺物

の SH3004.3019 を掘り込む。現状は、住居西辺と北東隅の壁溝を残すのみとなっているが、SH3001 の

下層で確認した主柱穴の配置から、一辺が約 5.7m の方形住居に復原できる。

　住居西部の壁溝際の床面には、須恵器片を中心とした土器片がややまとまってみられた。須恵器蓋杯

（図 592-1.2）の形態や周辺遺構との先後関係からみて、本住居は古墳後期中葉の MT15 型式併行期の所

産と考えたい。

　図 592-8 は薄手コップ形の製塩土器片であり、備讃Ⅴ式に比定される。図 592-9 は脚台式末期の製塩

土器であり、備讃Ⅳ式とみられることから、混入品と考えられる。

Ⅱ -3 区 SH3013（図 593）

　Ⅱ -3 区中央部で検出した竪穴住居である。古墳後期後葉の SH3001 に切られ、古墳後期前葉の

SH3019 を掘り込む。現地調査では SH3008 に切られると判断しているが、検討の結果、本住居が後出

することが明らかになった。後出する竪穴住居構築に伴い、現状での壁面と床面は北東隅のごく一部し

か残存していないが、SH3001 の下位において図示する 4 基の主柱穴を確認しており、これらとの位置

関係から一辺が約 5m の方形住居に復原できる。

　出土遺物は極少量に限られるが、須恵器蓋杯（図 593-2）の形態や周辺遺構との先後関係からみて、

古墳後期中葉の TK10 型式併行期に位置付けられよう。
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図 598　Ⅱ -4 区　SH4010　平・断面・出土遺物

Ⅱ -3 区 SH3018（図 594）

　Ⅱ -3 区北部の調査区際で検出した竪穴住居である。方形住居の南西隅と考えられる 2 条の壁溝を検

出しているが、住居の大半が攪乱坑で滅失するため、規模・主柱配置を復原できない。また、位置的に

見て、南側の古代に属する SH3005.3006 と先後関係をもつとみられるが、攪乱によって遺構検出面が地

下げされているため明らかにできない。

　図化が可能な出土遺物がみられないが、検出位置及び住居方位から考えて、古墳後期後葉に帰属する

ものと考えておく。

Ⅱ -3 区 SH3019（図 595）

　Ⅱ -3 区中央部で検出した竪穴住居である。古墳後期前葉から古代期の SH3001.3005.3006.3007.3013 に

切られ、遺構から把握できる先後関係では、周辺の竪穴住居の中でも最も古く位置づけられる。現状で

壁面は住居北部と東部の一部しか検出できていないが、SH3001 下層において検出した 4 基の主柱配置

との位置関係からみて、約 6.5 × 5m の長方形住居となる可能性が高い。竈は確認できていないものの、
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図 599　Ⅱ -4 区　SH4011　平・断面・出土遺物（1）
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図 600　Ⅱ -4 区　SH4011　出土遺物（2）

南北方向の主柱の柱間が長いことから、西側への敷設が想定されよう。

　出土した須恵器（図 595-1.2）や土師器甕（図 595-3）の形態や、周辺遺構との先後関係からみて、本

住居は古墳後期前葉に位置付けられると考える。

Ⅱ -4 区 SH4007（図 596）

　Ⅱ -2 区北部とⅡ -4 区南東部に跨って検出した竪穴住居である。一辺が約 4m の方形を呈し、4 基の

主柱穴を配置する。壁面の残存状況は極めて不良であり、検出段階で貼床土が露出する。現状で竈の敷

設は確認できない。壁溝は上層からの攪乱部分を除いて全周するものとみられ、南部を中心に羽目板の

痕跡とみられる帯状の黒色粘土が確認されている。

　図化可能な出土遺物は少量に止まるが、概ね古墳後期初頭に帰属する住居と考えておきたい。

Ⅱ -4 区 SH4008（図 597）

　Ⅱ -4 区北東部で検出した竪穴住居であり、古墳後期前葉の SH4022 に掘り込まれ、弥生後期後半期

の SH4021、弥生後期前半期の SB4004 を切り込む。住居北辺と東辺の壁溝と貼床土の一部を確認し、

内部の柱穴配置から 4 基の主柱穴を復元した。現状で竈の敷設を確認する材料はみられない。

　図化可能な出土遺物はみられないが、古墳後期前中葉の SH4022 に切られることや、住居方位などを

考慮すると、古墳後期前葉に帰属するものと推定しておきたい。

Ⅱ -4 区 SH4010（図 598）

　Ⅱ -4 区北部で検出した竪穴住居であり、古墳後期後葉の SH4011 に掘り込まれる。住居北部と西部

を攪乱坑によって滅失するなど、現状では南東隅部を中心とした壁溝及び床面や南東隅の主柱穴を残す

のみとなっているが、4 基の主柱穴をもつ一辺が約 5m の方形住居に復元できる。

　出土土器の内、図 598-4.9 のみ貼床土から出土しており、他の資料は床面からの出土である。図 598-

3.4 などやや古相を示す須恵器蓋杯がみられるが、須恵器蓋杯（図 598-1.2）や土師器甕口縁（図 598-6 ～ 8）

の形態からみて、本住居は古墳後期の TK43 型式併行期に帰属するものと考えたい。

　混入品の弥生土器長頸壺口縁部片（図 598-9）は、内外面にベンガラとみられる赤色顔料が塗布され
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図 601　Ⅱ -4 区　SH4022　平・断面・出土遺物

ており、胎土中に雲母・角閃石を多く含むことから、備中西部からの搬入品と考えられる。また、滑石

製臼玉（図 598-10 ～ 13）は、時期的にみて混入品とすべき資料であろう。

Ⅱ -4 区 SH4011（図 599・600）

　Ⅱ -4 区北部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH4010、古墳後期前葉の SB4001.4002 を切り込む。

住居西部を攪乱坑によって滅失するが、現状から、一辺が約 5m の 4 主柱を配置する方形住居と推定で

きる。壁面の遺存状態は不良であり、検出段階で貼床土が露出し、壁溝も深さ約 0.15m しか残存して

いない。

　出土土器の内、図 599-4.5.9 が貼床土より、図 599-6.8 は主柱穴 SP4328、他のものは床面から出土した
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図 604　Ⅱ -4 区　SH4031　平・断面・出土遺物

土器群である。貼床土や主柱穴出土資料に古相

を示す須恵器蓋杯がみられるが、床面から出土

した須恵器蓋杯（図 599-2）の形態から、本住

居は古墳後期の TK209 型式併行期に廃絶した

ものと推定しておきたい。

　また、床面を中心に出土した滑石製臼玉（図

600-1 ～ 18）は、時期的にみて混入品と考えら

れる。

Ⅱ -4 区 SH4022（図 601）

　Ⅱ -4 区中央部で検出した竪穴住居である。

弥生中期後半期の SB4004、古墳後期前葉の

SH4008 を掘り込む。南側の壁溝を確認してい

ないが、図示する主柱穴の配置から、一辺が約

5m の方形住居と推定できる。現状で竈の敷設

は確認できない。住居北辺の壁溝の下位にみら

れる幅が広い落ち込みは、貼床土敷設に伴う地
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図 605　Ⅱ -4 区　SH4034　平・断面

形を示すともの考えられる。

　図 601-1 ～ 15 は出土遺物であり、図 601-10 のみ壁溝、他のものは全て床面から出土している。床面

出土の須恵器蓋杯には、古相を示す図 601-2.5 などもみられるが、図 601-1 の法量及び形態から、本住

居は古墳後期前葉に廃絶したものと推定しておきたい。また、北側の壁溝から滑石製臼玉（図 601-13

～ 15）出土している。

　床面から備讃Ⅳ式新段階の製塩土器脚（図 601-12）が出土しているが、本住居の帰属時期からみて混

入品と考える。

Ⅱ -4 区 SH4024（図 602）

　Ⅱ -4 区南部で検出した竪穴住居である。弥生中期後半期の SB1004.1008.4010 を切り込む。住居北西

及び南西隅が攪乱坑で滅失するが、約 5.3 × 5.8m の方形住居とみられる。検出段階で床面と壁溝が露

出しており、壁面はほぼ削平されている。主柱穴は図示する 4 基であり、整った配置が行われている。

床面中央には、不定形の浅い落ち込みがあり、底面に焼土化した箇所が確認できることから、炉と考え

る。現状で竈は検出されていない。

　図 602-1 ～ 13 は出土遺物である。図 602-9 は主柱穴 SP4374、図 602-11.12 は壁溝、図 602-13 は主柱

穴 SP4372、他のものは全て床面から出土している。図 602-9 は薄手の口縁部片であり、胎土中に細か

な砂粒を含む。製塩土器の可能性が考えられるが型式名を特定できない。ガラス製管玉（図 602-13）は、

弥生期の混入品の可能性が高い。

　これらの出土遺物の内、須恵器蓋杯（図 602-1）の形態から、本住居は古墳後期前葉の TK47 型式併

行期の帰属するものと推定しておきたい。
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図 606　Ⅱ -4 区　SH4035　平・断面・出土遺物
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図 607　Ⅱ -4 区　SH4037　平・断面

Ⅱ -4 区 SH4028（図 603）

　Ⅱ -4 区南西部で検出した竪穴住居である。大半を攪乱坑で滅失するが、現状から一辺が約 5m の方

形住居と推定できる。SP4585 は、壁溝に接近過ぎるため主柱とするには検討の余地があるが、深度や

検出面からみて主柱穴として考える。

　図 603-1 ～ 6 の遺物は全て床面から出土している。図 603-6 は備讃Ⅳ式新段階に比定される製塩土器

脚台片であるが、本住居に伴うものではなく時期的に先行する遺構からの混入品とみられる。須恵器蓋

杯（図 603-1 ～ 5）の形態から、本住居は古墳後期中葉の MT15 型式併行期に帰属するものと推定して

おきたい。
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図 608　Ⅱ -4 区　SH4038　平・断面・出土遺物

Ⅱ -4 区 SH4031（図 604）

　Ⅱ -4 区南西部で検出した竪穴住居である。攪乱から免れた住居南東隅部の壁溝を部分的に検出した

のみであり、全体形は不明な点が多い。



－　　－191

　出土土器は図 604-1 ～ 5 の弥生土器のみであるが、貼床土内から滑石製臼玉（図 604-4）が出土している。

時期決定の材料不足は否めないが、ここでは滑石製臼玉を共伴遺物として捉えて、本住居は古墳中期末

葉から後期前葉に帰属すると考えておきたい。

Ⅱ -4 区 SH4034（図 605）

　Ⅱ -4 区北東部で検出した竪穴住居であり、弥生中期後半期の SB4004 を切り込む。報告書作成段階で

柱穴配置から想定したもので、壁面・壁溝の検出は行えていない。

　出土遺物には、SP4018 から出土した土師器直口壷（未掲載）があるのみである。ここでは、須恵器

片を伴わないことや周辺遺構の状況から、本住居は古墳中期末葉から後期前葉に帰属すると推定してお

きたい。

Ⅱ -4 区 SH4035（図 606）

　Ⅱ -4 区東部で検出した竪穴住居である。報告書作成段階で柱穴配置から、4 基の主柱穴を復元したも

のである。南東隅の主柱穴の残存深度が浅いが、本遺構付近は後世に極度の削平を受けていることを考

慮する必要がある。

　出土遺物には、北東隅主柱穴 SP4072 から出土した須恵器蓋杯（図 606-1）と北西隅の主柱穴 SP4030

から出土した須恵器蓋杯（図 606-2）がある。これらの出土遺物の年代観から、本住居は古墳後期前葉

に帰属するものと推定しておきたい。

Ⅱ -4 区 SH4037（図 607）

　Ⅱ -4 区東部で検出した竪穴住居である。南東隅柱を攪乱坑で滅失するが、柱穴配置から復元した遺

構である。

　北西隅主柱穴 SP4157 と南西隅主柱穴 SP4297 より、土師器高杯と考えられる破片（未掲載）が出土

していることや、古墳後期中葉から後葉の竪穴住居の主柱の方位と異なることから、古墳後期前葉の所

産と推定しておきたい。

Ⅱ -4 区 SH4038（図 608）

　Ⅱ -4 区南西部で検出した竪穴住居である。住居覆土は残存していなかったが、東西方向の壁溝とみ

られる小溝に対して、比較的深度のある柱穴 SP4504 を主柱穴として組み合わせて竪穴住居に復元した。

SP4504 と壁溝との距離や、攪乱坑との位置関係を考慮すると、一辺が約 8m の大型住居となる可能性

が高い。

　出土遺物は、壁溝から出土した須恵器蓋杯（図 608-1.2）があり、これらの形態及び法量から本住居

は古墳後期中葉に帰属するものと考えておきたい。

I 区 SB2003（図 609）

　I 区西部で検出した掘立柱建物である。中世の条里型地割坪界溝 SD2002 及びその関連の小溝

SD2003.2005、古墳後期の SH2001.2003 に切られる。北側桁行の柱列の多くを攪乱坑により滅失するが、

梁間 1 間（3.2m）×桁行 3 間（6.7m）の柱構造を復元することができる。建物主軸は、座標北から 40°
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図 609　I 区　SB2003　平・断面・出土遺物

地区 遺構名 時期 梁間（間） 桁行（間） 梁間 (m) 桁行 (m) 面積 (㎡ ) 主軸方向 柱穴平面形 柱痕径
I 区 SB2003 古墳中期末～後期前葉 1 3 3.2 6.7 21.4 N-40°E 円形 20
L 区 SB5004 古墳中期末葉～後期前葉 1 3 3.5 6.0 21.0 N-4°E
L 区 SB5005 古墳後期後葉（TK209） N-65°W
M 区 SB6009 古墳後期後葉 ? 2  3.1 N-5°W 円形 15
N 区 SB7006 古墳後期後葉 ? 3 4.7 N-89°W 円形（小） 10
O 区 SB8005 古墳後期後葉（TK43） 1 3 2.3 5.7 13.1 N-89°W 円形
V 区 SB6003 古墳後期（TK10） 1 3 2.3 6.3 14.5 N-77°W 円形 25
Z 区 SB7701 古墳中期末～後期前葉 （2） （3） （3.0） （4.7） N-55°E 円形 20

Ⅱ -2 区 SB2001 古墳後期中葉（TK10） 2 3 4.7 7.7 36.2 N-90°E 円形 25
Ⅱ -2 区 SB2005 古墳後期前葉（TK47） 1 2 2.5 4.1 10.3 N-46°E 隅丸方形・円形 0.15
Ⅱ -4 区 SB4001 古墳後期前葉（TK47） （2） 3 - 5.7 N-14°W 円形 0.15
Ⅱ -4 区 SB4002 古墳後期前葉（TK47） 1 2 2.6 3.6 N-8°W 円形 0.15
Ⅱ -4 区 SB4008 古墳後期後葉（TK43） （2） 2 N-110°E 隅丸方形 20

東偏する。南西隅柱SP2084は、SX4006とした不定形の落ち込みと重複し、平面的に乱れが生じているが、

柱材抜き取りを反映したものと判断する。北東隅柱 SP2049 のみ掘り方が小さいけれども、SD2002 に

掘り込まれた結果として、柱痕を中心とした柱のあたりが遺存しているよるものである。

　年代決定可能な遺物が少ないが、古墳後期前葉の SH2003 に切られることや、図 609-1 の土師器高杯

表 14　掘立柱建物跡一覧
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図 610　L 区　SB5004　平・断面・出土遺物

の形態などから、古墳中期末葉から後期前葉の建物として捉えておく。

L 区 SB5004（図 610）

　L 区南西部で検出した掘立柱建物である。古墳中期の SH5002 に切られ、南西隅柱と東桁行柱穴 1 基

を攪乱坑で滅失するが、現状で梁間 1 間（3.5m）×桁行 3 間（6.0m）の柱構造を復元できる。桁行の

柱通りは良好ではないが、全体の柱穴配置や埋没土の共通性を優先し、建物復元を行った。出土遺物の

中で土師器高杯脚部片（図 610-1）の形態から、古墳中期末葉から後期前葉に帰属すると建物と考えら

れるが、小片であるために詳細な時期決定に課題を残す。

L 区 SB5005（図 611）

　L 区東部で検出した掘立柱建物である。比較的深度のある柱穴が L 字形に組み合う状況がみられ、建
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図 611　L 区　SB5005　平・断面・出土遺物
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図 612　M 区　SB6009　平・断面

る。建物主軸は、座標北から 4°西偏する。

　出土遺物は、土師器甕の胴部片がみられるのみであり詳細な時期決定に課題を残すが、周辺の竪穴住

居の様相から判断して、古墳後期後葉に属する建物と考えられる。

物として復元した。建物身舎の大半が調

査区外となるが、柱間からみて、竪穴住

居の主柱となる可能性は低い。南北方向

の梁間、東西方向の桁行を想定した場合、

建物主軸は座標北から 65°西偏するもの

となる。出土遺物の中で、須恵器蓋杯（図

611-1）の形態から、本建物は古墳後期

後葉に帰属すると捉えておく。

M 区 SB6009（図 612）

　M 区南東部で検出した掘立柱建物で

ある。東側の桁行が攪乱坑によって滅失

するが、現状で桁行 2 間の柱穴列が確認

できる。また、南北にも攪乱坑が存在す

るため、桁行はさらに伸びる可能性があ
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図 613　N 区　SB7006　平・断面・出土遺物
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図 614　O 区　SB8005　平・断面・出土遺物
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図 615　V 区　SB6003　平・断面・出土遺物

N 区 SB7006（図 613）

　N 区南部で検出した柱穴列である。桁行として対応する柱列は確認できなかったが、周囲に攪乱坑が

多く存在していることなどを考慮し、掘立柱建物として報告する。現地調査では、SH7001 に切られる

形で SP7356.7092 を確認しているが、出土遺物を点検した結果、本建物が SH7001 を切り込むことが明

らかになった。西端の SP7354 のみ堀り方がやや大きく角礫の根石をもつが、他の柱穴は小形のもので

構成されていることから、10 ～ 15㎡程度の小規模な掘立柱建物と考えられる。
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図 616　Z 区　SB7701　平・断面・出土遺物

　図化可能な出土遺物（図 613-1 ～ 3）は、全て弥生土器であるが、SP7354 に須恵器蓋杯とみられる小

片が伴うことや周辺遺構の状況から、本建物は概ね古墳後期後葉に位置付けられるものと考える。

O 区 SB8005（図 614）

　O 区南東部で検出した掘立柱建物である。弥生後期の SH8206.8005 を切り込み、古墳後期の SH8002

に切られる。北側の桁行の柱列を滅失するなど、不確定要素を多分に残すが、柱間からみて掘立柱建物

として報告する。復元した柱構造は、梁間 1 間（2.3m）×桁行 3 間（5.7m）であり、建物主軸は座標

北より 89°西偏する。

　時期決定可能な出土遺物に乏しいが、須恵器蓋杯（図 614-1.2）の形態から、建物は古墳後期後葉の

TK43 型式併行期の所産と考える。

V 区 SB6003（図 615）

　V 区西部で検出した掘立柱建物であり、古墳後期前葉の SH6005 を切り、古墳後期後葉 SH6003 に切

られる。南側の桁行の柱通りが悪く、北東隅柱の確認ができていないが、須恵器・土師器片を含む大形

の柱穴が集中することを積極的に評価し、掘立柱建物として復元した。建物主軸は座標北から 77°西偏

するもので、梁間 1 間（2.3m）×桁行 3 間（6.3m）を測る。柱痕は、抜き取りが行われていない柱穴

においては直径約 20 ～ 25cm を測り、弥生時代の掘立柱建物と比較してやや大型の柱材を想定できる。

　図 615-1 ～ 11 は本建物に伴う出土遺物である。出土した須恵器には、かなりの時間幅がみられる

が、型式的に最も後出すると考えられる須恵器蓋杯（図 615-1）の形態から、本建物は古墳後期中葉の

TK10 型式併行期に廃絶したものと推定しておきたい。
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図 617　Ⅱ -2 区　SB2001　平・断面
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図 618　Ⅱ -2 区　SB2001　出土遺物
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図 619　Ⅱ -2 区　SB2005　平・断面・出土遺物

Z 区 SB7701（図 616）

　Z 区北部で検出した掘立柱建物である。島状に残存する遺構面において検出された大形の柱穴を、報

告書作成段階で組み合わせて復元した建物である。そのため、資料不足の観は否めないが、柱穴規模か

ら判断して竪穴住居の主柱穴とは捉えられないため、積極的な復元を試みた。SP7011 を棟持柱として

想定し梁間 2 間×桁行 3 間の柱構造に、SP7010 を庇として復元している。

　図 616-1 ～ 3 は各柱穴からの出土遺物であるが、SP7001 から出土した土師器杯（図 616-1）高杯（図

616-2）の形態から、本建物は古墳中期末葉から後期前葉に帰属するものと推定しておきたい。

Ⅱ -2 区 SB2001（図 617・618）

　Ⅱ -2 区南東部で検出した掘立柱建物である。弥生後期の SH2001 を切り込む。攪乱の影響で、南側

桁行の数基の柱穴が欠落するが、梁間 2 間（4.7m）×桁行 3 間（7.7m）の柱構造をもち、建物主軸は
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図 620　Ⅱ -4 区　SB4001　平・断面・出土遺物

座標北から約 90°東偏する。

身舎西側には、2 × 4.7m の

庇が付属している。身舎内部

には、SP2067 や 2073 の柱穴

が存在しており、現状の規模

や根入れからみて、床束と考

えられる。

　図 618-1 ～ 4 は出土遺物で

ある。建物主軸が正方位に合

致することから、古代期に下

る可能性が残るが、埋没土の

特徴や須恵器蓋杯（図 618-1）

の形態から、本建物は古墳後

期前葉の TK10 型式併行期に

帰属するものと推定しておき

たい。

Ⅱ -2 区 SB2005

（図 619）

　Ⅱ -2 区南東部で検出した

掘立柱建物である。北東隅柱

を攪乱坑で滅失するが、梁間

1 間（2.5m）×桁行 2 間（4.1m）

の柱構造をもち、建物主軸は

座標北から 46°東偏する。

　図化可能な出土遺物は、北

東隅柱 SP2111 から出土した

須恵器蓋杯（図 619-1）須恵

器高杯脚（図 619-2）がある。これらの形態から、本建物は古墳後期前葉の TK47 型式併行期に帰属す

るものと推定しておきたい。

Ⅱ -4 区 SB4001（図 620）

　Ⅱ -4 区北西部で検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH4011、弥生終末期の SH4012.4017 を切り

込む。西側の桁行は不明となるが、現状から梁間 2 間×桁行 3 間（5.7m）の柱構造を想定できる。柱

穴の平面形は円形を基調としており、直径約 0.15m の柱痕が確認された。

　図化可能な出土遺物は須恵器蓋杯（図 620-1.2）、土師器高杯脚（図 620-3）のみであるが、須恵器蓋杯（図

620-1.2）の形態や周辺遺構との先後関係からみて、本建物は古墳後期前葉の TK47 型式併行期に帰属す

るものと推定しておきたい。
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図 621　Ⅱ -4 区　SB4002　平・断面・出土遺物

Ⅱ -4 区 SB4002

（図 621）

　Ⅱ -4 区北西部で検出した

掘立柱建物である。弥生終

末期の SH4012.4017 を切り込

む。位置的に SB4001 と重複

するが、遺構による先後関係

は把握できない。西側の桁行

の柱穴列の一部を滅失する

が、現状で梁間 1 間（2.6m）

×桁行 2 間（3.6m）の柱構

造をもち、桁行は更に西へ延

びる可能性が高い。

　出土遺物の須恵器蓋杯（図

621-1）、 同 高 杯（ 図 621-2）

から、本建物は古墳後期の

TK47 型式併行期に帰属する

ものと考えられ、重複する

SB4001 との明確な時間差は

指摘できない。

Ⅱ -4 区 SB4008

（図 622）

　Ⅱ -4 区北東部で検出した

掘立柱建物である。弥生終

G 区 SK0004（図 623）

　G 区中央部南よりで検出した土坑である。古代期の SB0003 に切られる。また、西部を攪乱坑により

滅失するため、全体形は不明ながら、現状で長軸約 2.5m 短軸約 1m を測り、平面形態は楕円形を呈す

ると考えられる。残存深度は約 0.25m であり、少量の弥生土器片と凝灰岩製管玉片（図 623-1）が出土

した。

　遺構の先後関係から、古代以前の所産とみられるが、時期決定が可能な土器片はみられない。ここで

末期の SH4002、古墳前期前半期の SH4029 を切り込む。身舎の大部分が攪乱坑や調査範囲外となるが、

現状から梁間 2 間×桁行 2 間（5m）の柱構造と、座標北から 110°東偏する建物主軸を想定しておきたい。

桁行の柱穴は、一辺が約0.6～ 0.7mの隅丸方形の掘り方をもち、直径約0.15～ 0.2mの柱痕が確認できる。

　建物主軸が真北方向や条里地割の方向のどちらにも合致しないことや、出土遺物の須恵器蓋杯（図

622-1）同高杯（図 622-2）の形態から、本建物は古墳後期後葉の TK43 型式併行期に帰属するものと考

えておきたい。　
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図 622　Ⅱ -4 区　SB4008　平・断面・出土遺物
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図 623　G区　SK0004　平・断面・出土遺物
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図 624　P区　SK9001　平・断面・出土遺物
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図 625　P区　SK9002　平・断面・出土遺物
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図 626　T区　SK1001　平・断面・出土遺物

は埋没土の特徴などから、古

墳後期の所産と推定しておき

たい。

P 区 SK9001（図 624）

　P 区 南 部 で 検 出 し た 土

坑 で あ り、 弥 生 後 期 の

SH9002.9003 を掘り込む。直

径約 0.8m 残存深度約 0.4m

を測る円形土坑であり、埋没

土から須恵器蓋杯、大型勾玉

片が出土している。

　図 624-3 の勾玉片は体の湾

曲部の腹から背にかけての破

片であり、断面は背から腹へ

向かうにつれて厚みを減じて

おり、背には面取りに伴う研

磨痕が残る。背が直線的であ

ることから「コ」の字形の勾

玉の可能性が考えられるが、

現存長から推定して長さ 5㎝

を超える大形品となる可能性

が高い。石材は蛇紋岩と推定

される。

　須恵器蓋杯（図 624-1.2）

の形態から、古墳時代後期後

葉の TK43 型式併行期の所産

と考えられる。

地区 遺構名 時期 長軸（m）短軸（m）深度（m） 断面形 備考
G 区 SK0004 古墳後期 1 0.25 逆台形 管玉 1
P 区 SK9001 古墳後期（TK43） 0.8 0.7 0.4 U 字形 勾玉 1
P 区 SK9002 古墳後期 - - 0.2 - 勾玉 1
T 区 SK1001 古墳後期中葉（TK10） - 1.3 0.3 逆台形
T 区 SK1002 古墳後期後葉（TK43） 0.9 0.25 箱形
T 区 SK1004 古墳中期葉～後期前葉 1 0.8 0.4 逆台形
W 区 SK4002 古墳後期 0.9 - 0.1 逆台形
W 区 SK4009 古墳後期（TK10） 1.7 0.1 逆台形

Ⅱ -3 区 SK3002 古墳後期前葉（MT15） - - 0.2 -

表 15　土坑一覧
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図 627　T区　SK1002　平・断面・出土遺物
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図 628　T区　SK1004　平・断面・出土遺物
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図 629　W区　SK4002　平・断面・出土遺物

P 区 SK9002（図 625）

　P 区北部で検出した土坑であ

り、古墳後期の SH9002 を切り

込む。北側を攪乱坑によって滅

失するが、平面形は直径約 2m

の円形呈し、底面の数箇所に焼

土化した部分がみられる。

　出土遺物には、須恵器蓋杯（図

625-1）と勾玉（図 625-3）がある。

勾玉（図 625-3）は、頭と尾端

を確実に面取りするもので、背

は湾曲するものの平面が「コ」

の字形に近い形態をもつ。石材

は蛇紋岩製である。

　須恵器蓋杯（図 625-1）・高杯

脚（図 625-2）の形態から、古

墳後期後葉の TK209 型式併行

期の所産と考えられる。

T 区 SK1001（図 626）

　T 区東部で検出した土坑であ

る。古代末の SD1002 に切られ

る。平面は、長軸約 1m 以上、

短軸約 1.3m を測る楕円形を呈

し、残存深度は約 0.3m を測る。

　出土遺物には、TK23 ～ TK47 型式併行期とみられる須恵器蓋杯（図 626-1.2）と、口径が大きい須恵
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図 630　W区　SK4009　平・断面・出土遺物
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図 631　Ⅱ -3 区　SK3002　平・断面・出土遺物

器蓋杯（図 626-4）がみ

られる。ここでは年代的

に新しい属性をもつ後者

を優先し、本遺構は古墳

後期中葉の TK10 型式併

行期に帰属するものと考

えておく。

T 区 SK1002

（図 627）

　T 区東部において検出

した土坑である。平面は、

長軸約 1.1m 短軸約 0.9m

を測る楕円形を呈し、残

存深度約 0.25m を測る。

埋没土は 3 層に区分され

ているが、全て灰褐色の

微細なシルトのブロック

が多く含まれることで共

通しており、掘削後の早

期に埋め戻された可能性

が高い。

　図 627-1 ～ 4 は出土遺

物である。須恵器蓋杯（図

627-3）のみ古相を示す

が、須恵器蓋杯（図 627-

1.2）の形態から、本遺構

は古墳後期後葉の TK43

型式併行期に帰属するも

のと考えておく。

T 区 SK1004

（図 628）

　T 区中央部で検出した

土坑であり、弥生後期前半期の SB1114 を切り込む。平面は、長軸約 1m、短軸約 0.8m を測る楕円形を

呈する。断面形は逆台形であり、黒色粘土を主体とした埋没土をもつ。中位には、土師器高杯とともに

焼土塊がまとまって投棄されていた。

　土師器高杯（図 628-1 ～ 3）は、削り調整に伴う杯部外面の稜線が明確な資料であり、古墳中期末葉
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図 633　J区　SX4012　平・断面・出土遺物

から後期前葉の TK208 ～ TK23 型式併行期の所産と考えられる。

W 区 SK4002（図 629）

　W 区南西部で検出した土坑である。南北が攪乱坑によって滅失しているが、現状でから直径約 0.9m

の円形を呈するものと考えられ、残存深度は約 0.1m を測る。

　出土遺物は、備讃Ⅳ式新段階の製塩土器脚（図 629-1）と須恵器甕胴部（図 629-2）がある。製塩土器

は混入品と考えられる。須恵器甕胴部（図 629-2）から、本遺構は概ね古墳後期に帰属するものと考え

ておく。

W 区 SK4009（図 630）

　W 区中央部で検出した不定形の落ち込みである。貼床土が局所的に残る竪穴住居の残欠の可能性が

あるが明確にできなかった。

　図 630-1 ～ 5 は出土遺物である。TK47 型式とみられる須恵器蓋杯（図 630-1）と、TK10 型式とみら

れる蓋杯（図 630-2）が混在した状況でみられる。土師器（図 630-3 ～ 5）は前者に伴う資料と考える。

ここでは、須恵器蓋杯（図 630-2）の形態から、本遺構は TK10 型式併行期に帰属すると考えておきたい。

Ⅱ -3 区 SK3002（図 631）

　Ⅱ-3区北西部で検出した遺構である。古代期のSB3002、古墳後期後葉のSH3001.3002に掘り込まれる。

現地調査で竪穴住居として調査を進めたが、壁溝がみられず、壁面も直立しないなど竪穴住居としての

条件を満たさなかったため、土坑として報告する。

　出土遺物（図 631）の中で、須恵器蓋杯（図 631-1）の形態や法量からみて、本遺構は古墳後期中葉

の MT15 型式併行期に帰属すると考えておきたい。
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図 634　T区　SX1011　平・断面・出土遺物
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図 635　Ⅰ -4 区　SX4011　平・断面・出土遺物

J 区 SX4012（図 633）

　J 区北壁において確認した土坑状の遺構であり、平面的な調査は行えていない。Ⅲ層途中から下層の

SR4001 を切り込む形で掘削されており、底面に半完形の土師器甕が含まれていた。断面形から柱穴と

捉えるには無理があり、溝状遺構となる可能性もある。延長部分は 29 次調査地となるため、断面図と

出土遺物を提示し、今後に備えたい。

　出土遺物の中で、須恵器蓋杯（図 633-1）や土師器甕（図 633-3）の形態から、本遺構は古墳後期中葉

に帰属すると考えておきたい。
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図 636　NZR3　SX　出土遺物

T 区 SX1011（図 634）

　T 区中央部検出した遺構であり、古墳後期前葉の SH1018 に切られる。西側を攪乱坑で滅失するが、

直径約 1.2m の円形土坑と考えられる。残存深度は約 0.2m を測り、黒色粘土を埋没土にもつ。中位には、

土師器がまとまって投棄されていた。図 634-1 ～ 6 は出土遺物である。図 634-1 は小型丸底壺と直口壺

の中間的な形態をもつ。高杯（図 634-2 ～ 6）は約 3 個体に分かれるとみられ、杯部に口縁部屈曲に伴

う明瞭な段をもち、脚部内面には入念な削り調整をみる。これらの土師器の特徴からみて、本遺構は古

墳中期末葉の TK73 から TK208 型式併行期の所産と推定しておきたい。

Ⅰ -4 区 SX4011（図 635）

　Ⅰ -4 区北部で検出した遺構である。弥生後期前半期の SH4002 に切られる。現地調査では、平面形

態から竪穴住居として調査を進めたが、主柱や壁溝を欠落するなど、その条件を満たさないことが判明

したことから、性格不明遺構として報告する。須恵器蓋杯（図 635-2）の形態や回転ヘラ削りの範囲な

どから、古墳後期後葉に属する遺構と考える。
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地区 遺構名 時期 上面幅（m）下面幅（m） 深度（m） 断面形
G・H・K 区 SD0005 古墳後期後葉～古代 7 ～ 8 5 ～ 6 0.7 ～ 0.8 逆台形

K・J 区 SD4002.3004 古墳後期～古代 1.2 ～ 1.5 0.8 ～ 1 0.3 ～ 0.5 逆台形
S 区 SD1027.1029.1030 古墳後期～古代 0.7 ～ 1 0.3 ～ 0.5 0.2 ～ 0.4 U 字形

表 16　溝状遺構一覧

G 区 SD0005（図 638 ～ 676）

　G・H・K 区で検出した大溝である。上面幅約 7 ～ 8m、残存深度約 0.7 ～ 0.8m の規模をもち、断面

は逆台形を呈する。流下方向は、H・K 区境となる南東から G 区北東部へと北西方向に伸びた後、西方

向へ反転する。H・K 区以南で検出されていないが、I・J 区間の攪乱内にその存在を推定できる。底面

の平らな断面形態や、埋没土に粗砂等の氾濫堆積物がみられないことから、人為的に掘開されたことは

疑いない。

　埋没土は、大別して上・中・下層の三層に区分できる。下層は細砂からシルトから構成されており、

基本層序Ⅳ層起源の黄灰色シルトの微細ブロックをやや多く含む。中層は粘性のある黒褐色シルトから

粘土を主体とし、拳大程度の砂岩礫や黄灰色のブロックを少量含む。また、層内に微細なラミナが認め

られることから、一定期間の滞水と乾燥を繰り返しながら堆積したと考えられる。

　上層は、土壌化層とみられる暗褐色シルトから粘土のブロックから構成されており、人為的に埋め戻

されたと判断できる。中層の様相から、滞水状態を繰り返す埋没状況を推定できる。

　遺物は、層位・区画毎に取り上げている。出土遺物は、古墳後期前葉から古代までの時間幅を示す。

下層から上層に移行するに従い、時間的に後出する資料が出土する傾向は指摘できるが、下層に 8 世紀

代の資料少数がみられるなど、大別層位が出土遺物の年代と厳密に整合はしない。これらの堆積状況や

出土遺物の時間幅から、長期間開放された状態にあり、堆積条件が一様ではなかったことが想定できる。

恒常的な流水は想定できないものの、長期間継続した灌漑目的の大溝としての機能が考えられよう。ま

た、同時併存し本大溝を避けるように掘開された SD3004.4002 は、位置関係や規模からみて、基幹水路

である本大溝から分岐した支線水路の機能が想定できる。これらは、古墳後期中葉を中心に形成された

集落に伴う水利施設群と評価することができる。

　図 639 ～ 674 上段には、本大溝からの出土した土器・土製品を区画や層位毎に掲載している。また、

金属器や石器については、図 674 下段～図 676 にまとめて掲載した。遺物量が多いため、細かな個別の

説明は控えることとし、詳細については観察表を参照していただきたい。

Q 区 SX0001 他（図 636）

　ここで紹介する遺物は、各調査区の性格不明遺構からの出土遺物をまとめて掲載している。出土遺物

が示す時期から判断して本節に含めているが、断面等の記録が十分に取れていないことから、出土遺物

の年代がそのまま遺構の帰属時期を示すとは限らない。ここでは、遺物のみを提示し、平面などの情報

は付図を参照していただきたい。
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図 638　G区　SD0005　平・断面


